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略語リスト

AC 交流
ACT 振幅比較法
ADDT 振幅－距離差法
AVG abstand verstärkung größe （距離

ゲインサイジング）
AWS American Welding Society （米国

溶接協会）
BIP ビーム入射点
CSC curved surface correction （曲面

補正）
DAC 距離振幅補正
DC 直流
DGS 距離ゲインサイズ
EFUP 環境保護使用期限
EMC 電磁環境両立性
FSH フルスクリーンの高さ
ID 識別子
IF インターフェイスゲート
IIW International Institute of Welding

（国際溶接学会）

IP 防塵 ・防水性能
LCD 液晶ディスプレイ
MEM メモリ
NDT 非破壊試験
OS オーバーシュート
PK ピーク
PRF パルス繰り返し周波数
R 受信
RoHS 危険物質の規制
SDH 横穴
T/R 送信 /受信
Trig 斜角法
TVG 時間可変ゲイン
USB ユニバーサルシリアルバス
VAC 交流電圧
VGA ビデオグラフ ィ ッ クアダプタ
WEEE 廃電気 ・電子製品 （Waste 

Electrical and Electronic 
Equipment）
略語リスト     xi
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ラベルおよび記号

安全性に関するラベルと記号に関する仕様銘板は、 次の図のよ うに本機器の下にあ
り ます。 シ リ アル番号ラベルが本機器の下にあ り ます。 ラベルがない場合、 あるい
は判読できない場合は、 オ リ ンパスまでご連絡ください。

仕様ラベルの位置
（2 ページ表 1 を参照）
ラベルおよび記号    1
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表 1    仕様ラベルおよびシリアル番号ラベルの内容 

仕様銘板ラベル ：

内容 ：

CE マーキングは、 この製品が該当するすべての EC 指令の要

件を満足しているこ とを宣言するマークです。 詳細について
は、 指令適合宣言を参照してください。

WEEE マークは、 当製品を無分別の都市廃棄物と して処分し

てはならず、 個別に収集する必要があるこ とを示しています。

C-Tick ラベルは、 適用規格に準拠しているこ と、 尚、 オース

ト ラ リ ア市場の規格準拠および設置に関する責任に関して、
対象機器および製造者、 輸入者あるいは輸出者間の追跡が可
能であるこ とを示しています。 

中国 RoHS マークは、 製品の環境保護使用期限 （EFUP） を示

しています。 EFUP マーク内の数字は、 規制物質と して一覧

に取り上げられている物質が、 漏出した り、 化学的に劣化す
るこ とがないと される期間を示しています。 EPOCH 600 の

EFUP は、 15 年と されています。 参考 ： 環境保護使用期限

（EFUP） は、 その期間内の機能性や製品のパフォーマンスを

保証するこ とを意味するものではあ り ません。

直流記号
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DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
シ リ アル シ リ アル番号は、 次に説明するよ うに 9 桁の数字から成り立

ちます。

yynnnnnmm

こ こで ：

yy  製造年度

nnnnn  製造月ユニッ ト番号

mm  製造月

例えば、 100000504 とい う シ リ アル番号は、 2010 年 4 月に製

造された 5 番目のユニッ ト （00005） であるこ とを示していま

す。

表 1    仕様ラベルおよびシリアル番号ラベルの内容 （続き）
ラベルおよび記号    3
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BNC （あるいは LEMO） コネク タの内部導体に触れないよ うにして ください。 感電

の危険性があ り ます。 BNC （あるいは LEMO） コネク タの内部導体には、 最大

400 V までの電圧がかかる可能性があ り ます。 次の図に示している送信 / 受信 （T/R）
および受信 （R） BNC コネク タの間にある警告記号は、 感電の危険性があるこ とを

示しています。 

警告記号

BNC コネクタ内部導体

（LEMO 01 シリーズにも選択可能）
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安全にお使いいただ くために

使用目的

EPOCH 600 は、 工業用途およびメンテナンス用途で材料 ・ 製品などの非破壊検査を

目的と して設計されています。

EPOCH 600 を、 これらの目的以外で使用しないでください。

ユーザーズマニュアルについて

本ユーザーズマニュアルには、 オ リ ンパス製品を安全にかつ効果的に使用する上で、
必要不可欠な情報が盛り込まれています。 使用前に、 必ず本ユーザーズマニュアル
をお読みになり、 ユーザーズマニュアルに従い製品を使用してください。

本ユーザーズマニュアルは、 安全で、 すぐに読める場所に保管してください。

探傷器と組み合わせ可能な機器

EPOCH 600 探傷器は、 次に挙げる付属機器と と もに使用して ください。 

• 充電式リチウムイオン （Li-ion） バッテ リーパッ ク （P/N: 600-BAT-L [U8760056]）
安全にお使いいただ くために    5
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• スタンドアローン方式外付バッテ リーチャージャー （オプシ ョ ン） （P/N: EPXT-
EC-X） ［構成によって異な り ます。 電源コードを選択する必要があ り ます］。

• チャージャー / アダプター （P/N: EP-MCA-X） ［構成によって異なり ます。 電源

コードを選択する必要があ り ます］。

指定以外の機器を使用する と きは、 誤動作や機器の損傷につながり ます。

修理および改造

修理、 分解、 改造を絶対に行わないでください。 人身事故および （あるいは） 機
器の損傷につながり ます。

安全性に関する記号

次の安全性に関する記号は、 本探傷器およびユーザーズマニュアルに表示されてい
ます。

 一般的な警告記号 ：

この記号は、 危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 潜在的な危
険性を回避するため、 この記号にと もな うすべての安全性に関する事項には、 必
ず従ってください。

 高電圧警告記号 ：

この記号は、 感電の危険性があるこ とを表しています。 潜在的な危険性を回避す
るため、 この記号にと もな うすべての安全性に関する事項には、 必ず従ってくだ
さい。
6    安全にお使いいただ くために
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警告表示

本マニュアルでは、 以下の警告表示を使用しています。

それを守らないと死亡、 または重傷につながる切迫した危険のある事柄を示してい
ます。

それを守らないと死亡、 または重傷につながる可能性のある事柄を示しています。

それを守らないと中程度以下の傷害、 または機器の破損につながる可能性のある事
柄を示しています。

参考記号

次に挙げる安全性に関する記号が、 探傷器のユーザーズマニュアルに示されていま
す。

重要記号は、 重要な情報またはタスクの完了に不可欠な情報を提供する注意事項で
あるこ とを示しています。

参考記号は、 特別な注意を必要とする操作手順や手続きであるこ とを示しています。
また、 参考記号は必須ではなくても役に立つ関連情報または説明情報を示す場合に
も使用されます。
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ヒ ン ト記号は、 特定のニーズに合わせて本書に記載されている技術および手順の適
用を支援、 または製品の機能を効果的に使用するためのヒン ト を提供する注意書き
の一種であるこ とを示しています。

取り扱い上及び一般的な注意事項について

本取扱説明書には、 本製品を安全かつ効果的に使用する うえで必要不可欠な情報が
盛り込まれています。 使用に先立ち、 必ず本取扱説明書および同時に使用する機器
の取扱説明書を熟読し、 その内容を十分に理解し、 その指示に従って使用して くだ
さい。

• 『ユーザーズマニュアル』 は、 いつでも参照できるよ うに安全な場所に保管して
ください。

• インス トール手順と操作手順に従ってください。

• 機器上および 『ユーザーズマニュアル』 に記載されている安全警告は、 絶対に順
守してください。

• メーカーよ り指定された方法で使用されていない場合、 保護機能が損なわれるこ
とがあ り ます。

• 修理または点検は、 オ リ ンパスまたは、 オ リ ンパス販売代理店に問い合わせくだ
さい。

• 機器の電源を投入する前に、 必ず機器にアース端子接続可能な電源コード （3P
プラグが付いた） を接続して ください。
電源コードのメ インプラグは、 必ずアース端子がある 3P コンセン トに差し込ん

でください。 も し、 2P コンセン ト を使用する場合は、 アース線の付いた 3P-2P
アダプタを使用して確実にアースを確保して ください。 アース端子のない延長
コード （電源コード） の使用によってアースを無効にするこ とは、 絶対にしない
でください。

• アースが十分に機能しないと思われる場合は必ず機器を停止し、 安全を確保して
ください。
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• 機器を接続する電源は、 機器の銘板に記載されているものと同じ種類でなければ
なり ません。

バッテリーの取り扱いについて

次のこ とを守らないと、 バッテ リーの液漏れ、 発熱、 発煙、 破裂や感電、 やけどの
原因になり ます。

• 指定のバッテ リーと充電器を使用しないと危険です。

• バッテ リーと充電器に付属されている取扱説明書を熟読し、 内容を十分に理解し
てから、 その指示に従って使用して ください。

• バッテ リーの装着向きを逆にして装着 ・ 使用しないでください。 また、 機器にう
ま く入らない場合は無理に接続しないでください。

• 端子をシ ョート （短絡） させないでください。

• 端子へ直接ハンダ付けしないでください。 端子部安全弁の破壊やバッテ リー液の
飛散が生じ危険です。

• バッテ リーの電極を金属などで接続した り、 金属製のネッ クレスやヘアピンなど
と一緒に持ち運んだり、 保管しないでください。

• 電源コンセン トや自動車のシガレッ ト ラ イターの差し込みなどに直接接続しない
でください。

• 火中への投下や、 加熱をしないでください。 爆発する危険があ り ます。

• バッテ リー液が目に入った場合は、 失明の原因になり ます。 こすらずにすぐ水道
水などのきれいな水で充分に洗い流し、 直ちに医師の診察を受けてください。

• バッテ リーを分解したり、 改造しないでください。 爆発 ・ 発火の危険があ り ま
す。

• バッテ リーを水や海水などにつけたり、 濡ら さないでください。

• 火のそばや、 高温 ・ 炎天下などでの充電はしないでください。 爆発 ・ 発火の危険
があ り ます。

• 針を刺した り、 ハンマーで叩いたり、 踏みつけたり しないでください。 爆発 ・ 発
火の原因とな り ます。

• バッテ リーを落と した り、 投げつけたり して、 強い衝撃を与えないでください。

• バッテ リーを着脱する際は、 安定した場所で行ってください。 不安定な場所では
バッテ リーが落下し、 爆発、 発火の原因になり ます。
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• バッテ リーの充電が所定充電時間を超えても完了しない場合は、 充電を中止して
ください。

• 液漏れした り、 変色、 変形、 異臭その他異常を見つけたと きは使用しないでくだ
さい。 直ちに修理を依頼してください。

• バッテ リー液が皮膚 ・ 衣服へ付着したと きは、 直ちに水道水などのきれいな水で
洗い流してください。 皮膚に障害を起こす原因になり ます。 必要に応じて医師の
手当を受けてください。

• バッテ リー収納部を変形させたり、 異物を入れたり しないでください。

• 充電中、 衣類やふとんなどをかけた り、 またかかりそ うな状況にしないでくださ
い。

• 水、 雨水、 海水などにつけたり、 濡らした り しないでください。

• 湿気や水濡れ、 極端な高温、 低温の場所に放置しないでください。

• 濡れた手でバッテ リーの端子に触れないでください。

• バッテ リーをお買い上げ後、 初めてご使用になる場合、 また長時間使用しなかっ
た場合は、 充電してから使用して ください。

• 長期間ご使用にならない場合は、 本体部からバッテ リーを外して湿気の少ない場
所で保管してください。 バッテ リーの液漏れ、 発熱によ り、 火災や怪我の原因に
なり ます。

• 直射日光のあたる場所、 炎天下の車内やス トーブの前面など高温の場所で使用 ・
放置しないでください。

• バッテ リーを長時間連続使用したあとは、 発熱によ り熱くなっています。 すぐに
バッテ リーを取り出さないでください。 やけどの原因になり ます。

• 幼児の手の届く場所には置かないでください。

• バッテ リーを交換する と きは、 急な抜き挿しを繰り返して行わないでください。
電源が入らな くなるこ とがあ り ます。
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外
部
適
用
規
格

低電圧指令と EMC 指令 本製品は下記の欧州指令に従っています。
• Directive 2006/95/EC concerning electrical equipment

designed for use within certain voltage limits.
• Directive 2004/108/EC concerning electromagnetic com-

patibility when used in combination with devices bearing
CE marking either on the products or in its instructions.

米国の規制 本製品は下記の通り、 米国の規制に従っています。
• Part 15 of the FCC Rules
• Operation is subject to the following two conditions: (1)

this device may not cause harmful interference, and (2)
this device must accept any interference received, includ-
ing interference that may cause undesired operation.

WEEE 指令 左記のマークについては、 下記のとおりです。
In accordance with European Directive 2002/96/EC on
Waste Electrical and Electronic Equipment, this symbol
indicates that the product must not be disposed of as
unsorted municipal waste, but should be collected sepa-
rately.
Refer to your local Olympus distributor for return and/or
collection systems available in your country.

RoHS 指令 RoHS 対応品

中国 RoHS 指令 このマークは、 2006/2/28 公布の 「電子情報製品汚染防

止管理弁法」 ならびに 「電子情報製品汚染制御表示に
対する要求」 に基づき、 中国で販売する電子情報製品
に適用される環保使用期限です。
（注意） 環保使用期限は、適切な使用条件において有害
物質等が漏洩しない期限であ り、 製品の機能性能を保
証する期間ではあ り ません。
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保証

オリ ンパスは、 EPOCH 600 が出荷の日付よ り 1 年 （12ヶ月間）、 本マニュアルに則っ

た適切な使用方法であるこ と、 過度の乱用がないこ と、 お客様による改造や修理が
ないこ とを条件に材料および組み立てにおいて不良がないこ とを保証します。

オ リ ンパスは、 オ リ ンパス製の超音波探触子が出荷の日付よ り 90 日間、 本マニュア

ルに則った適切な使用方法であるこ と、 過度の乱用がないこ と、 お客様による改造 ・
修理がないこ とを条件に材料および組み立てにおいて不良がないこ とを保証します。
バッテ リー、 ケーブルおよびその他の消耗品は本保証の対象にはなり ません。

この保証期間内に、 オ リ ンパスはオプシ ョ ンと して無償の修理または交換の責任を
負います。

オ リ ンパスは、 EPOCH 600 が、 使用目的に対し適応しているか、 または、 特殊な用

途や意図に関して適応するかについては、 保証いたしません。 オ リ ンパスは、 所有
物あるいは人体損傷に関わる損害を含むいかなる結果的あるいは付随的損害につい
ても一切の責任を負いません。

機器の受領時には、 その場で、 内外の破損の有無を確認してください。 輸送中の破
損については、 通常、 運送会社に責任があるため、 いかなる破損についてもすぐに
輸送を担当した運送会社に速やかにご連絡ください。 梱包資材、 貨物輸送状も申し
立てを立証するために必要とな り ますので保管しておいてください。 運送会社に輸
送による破損を通知した後、 お買い求めになった販売店または当社支店までご連絡
いただければ、 当社が、 必要に応じて破損の申し立てを支援し、 代替用の機器を提
供いたします。

オ リ ンパスサービスセンターへの輸送は、 お客様負担と させていただきます。 返却
の際はオリ ンパス負担と させていただきます。 保証範囲内にない EPOCH 600 につい

ては、 当社への輸送および当社からの返却どちら と もお客様のご負担と させていた
だきます。

本マニュアルでは、 オ リ ンパス製品の適切な操作について、 説明しています。 です
が、 本マニュアルに含まれる内容につきましては、 教示を目的と しており ますので、
お客様の検査対象ごとに利用者または監督者による試験または確認を行ってから使
用して ください。 このよ う な独立した確認の手続きは複数のアプリ ケーシ ョ ンで、
それぞれの検査条件の違いが大き くなる場合に重要とな り ます。 こ う した理由によ
り、 本書で述べられている技術、 例、 手順が工業基準に適合しているこ と、 または
特定のアプリ ケーシ ョ ン要件に適合しているこ とを保証しており ません。

オ リ ンパスは製造済みの製品の変更を義務付けられるこ とな くその製品の仕様を修
正または変更する権利を有します。
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テクニカルサポート

オリ ンパスは、 販売後のサービス徹底を心がけ、 高品質のテクニカルサポート と信
頼のアフターサービスを提供しており ます。 本製品の使用にあたって問題がある場
合、 または本マニュアル以外の操作手順書等の指示どおりの操作ができない場合は、
最初に本マニュアルを参照して ください。 なお問題が解決せず支援が必要な場合は、
本書の最後にある情報を参照して当社のアフターセールスサービスにご連絡くださ
い。 また、 オ リ ンパスのアフターセールスサービスセンターの連絡先リ ス トにつき
ましては、 下記 URL から もご覧いただけます （http://www.olympus-
ims.com/ja/service-and-support/service-centers/）。
安全にお使いいただ くために    13
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はじめに

この章では、 次の内容について取り扱っています。

• 15 ページ 『製品について』

• 16 ページ 『EPOCH 600』

• 16 ページ 『本書について』

• 16 ページ 『対象者』

• 17 ページ 『表記規則』

製品について

EPOCH 600 は、 溶接、 パイプ、 その他多くの構造材料内、 工業用材料の欠陥を検出

するポータブル超音波非破壊検査 （NDT） 機器です。 この探傷器は、 室内 ・ 屋外環

境で使用するこ とができ、 優れた従来型の超音波性能を提供します。 この探傷器は、
大きなダイナミ ッ クレンジ、 高品質の測定分解能、 フル VGA 分解能 （640 x 480 ピ

クセル）、 半透過型カラー液晶ディ スプレイによ り、 鮮明な表示と使いやすいユー
ザーインターフェイスを実現しています。

EPOCH 600 は、 以前の EPOCH 探傷器と比べ、 さ らに優れた機能性 ・ 耐久性、 およ

び操作性を備えています。 特徴は次のとおりです。

• IP66 （調整ノブ構成） または IP67 （ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成） の環境定

格の要件に準拠するよ うに、 ケースが密封されています。

• フル VGA 分解能および半透過型カラー液晶ディ スプレイ （LCD）

• EN12668-1 に準拠

• 100 % デジタル、 高ダイナミ ッ クレンジレシーバ設計

• 8 種類のデジタルレシーバフ ィルタ
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• 最大 2000 Hz のパルス繰り返し周波数 （PRF）

• ダイナミ ッ ク DAC/TVG サイジングソフ ト ウェア

• オンボード DGS/AVG サイジングソフ ト ウェア

• オプシ ョ ンのアナログ出力

• デジタルアラーム出力

• USB および RS-232 接続

• 調整ノブまたはナビゲーシ ョ ン矢印キー

• 2 GB MicroSD メモ リ カード

• VGA 出力機能

EPOCH 600 を購入後は、 少なく と も一度は本書の内容を熟読するこ とをお奨めしま

す。 探傷器を実際に使用する際に、 説明と例を参照しながら、 操作するこ とができ
ます。

EPOCH 600

お客様のさまざまな要望に応えるために、 EPOCH 600 には、 調整ノブ付き とナビ

ゲーシ ョ ンキーパッ ド付きの 2 つのハード ウェア構成が用意されています。 ナビ

ゲーシ ョ ンキーパッ ドの調整ノブと矢印キーで、 パラ メータの調整と値の設定を行
います。 注文する際は、 希望の調整方法に応じて、 調整ノブまたはナビゲーシ ョ ン
キーパッ ドのいずれかを選択するこ とができます。

本書について

本書は EPOCH 600 のユーザーズマニュアルです。 EPOCH 600 を操作するための基

本的な作業について説明しています。

対象者

本書は EPOCH 600 のオペレータを対象と して作成しています。 すべてのオペレータ

が、 超音波非破壊検査の原理と限界について、 十分に理解しておく こ とをお奨めし
ます。 オ リ ンパスは、 不適切な手順や検査結果の解釈については、 一切の責任を負
いません。 すべてのオペレータが、 本機器を使用する前に適切な ト レーニングを受
けるこ とをお奨めします。
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EPOCH 600 は、 継続して自己校正を行う探傷器ですが、 ユーザーは規制基準を設け

る必要があ り ます。 オ リ ンパスは、 校正および報告書作成サービスを行っています。
特別なご要望がある場合は、 オ リ ンパスまたはお近くの代理店までお問い合わせく
ださい。

表記規則

17 ページ表 2 は、 本書で使用されている表記規則について説明しています。 

表 2    表記規則 

規則 説明

太字 メニュー項目、 ボタン、 ツールバー名、 オプシ ョ ン、 タ
ブなど、 ユーザーインターフェイス項目のラベルの参照
に使用しています。

[太字 ] 探傷器の前面パネルキーの参照に使用しています。

[2ND F]、 （太字） 探傷器前面パネルキーの 2 次機能の参照に使用していま

す。 

（太字） は、 ダイレク トアクセスキーパッ ドキーの上に表
示される、 キーの 2 次機能を指します。

すべて大文字 コンピュータのキーボードのキーの参照に使用していま
す。

小文字 例として、 探傷器に印字されているコネクタ名の参照に
使用しています。

イタ リ ッ ク体 文書のタイ トルの参照に使用しています。

<n> 変数を表すのに使用しています。
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1. 探傷器の概要

この章では、 EPOCH 600 探傷器の一般的な操作要件について、 概要を説明します。

この章の構成は以下のとおりです。

• 19 ページ 『箱の中身』

• 21 ページ 『EPOCH 600 探傷器の構成』

• 21 ページ 『コネク タ』

• 24 ページ 『電源要求』

• 30 ページ 『MicroSD カードの取り付け』

1.1 箱の中身

EPOCH 600 探傷器には、 以下の主要アクセサリが標準で含まれています （20 ページ

図 1-1 参照）。

• 2 GB MicroSD メモ リ カードおよびアダプタ （P/N: MICROSD-ADP-2GB 
[U8779307]）

• AC チャージャー / アダプタ （P/N: EP-MCA-X）。 構成によって異な り ます。 最適

な電源コードを選択して ください。

• 電源コード

• アルカ リ乾電池ホルダー （P/N: 600-BAT-AA [U8780295]）

• 探傷器運搬用ケース （P/N: 600-TC [U8780294]）

• 『スタートガイ ド』 （P/N: DMTA-10008-01JA [U8778374]）

• 印刷版の 『EPOCH 600 基本操作マニュアル』 （P/N: DMTA-10007-01JA 
[U8778366]）
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• CD-ROM 版の 『EPOCH 600 ユーザーズマニュアル』 （P/N: DMTA-10006-01JA）

（P/N: EP600-MANUAL-CD [U8778381]）

図 1-1    運搬用ケースの中身

オプシ ョ ンのアクセサリの一覧については、 297 ページのパーツ リ ス ト を参照して く

ださい。

Lock

アルカリ乾電池
ホルダー

『基本操作マニュアル』

AC チャージャー /
アダプタ

電源コード

『スタートガイ ド』

メモリカード と
アダプタ

EPOCH 600 ユニッ ト

運搬用
ケース

『ユーザーズマニュアル』 の
CD-ROM
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1.2 EPOCH 600 探傷器の構成

EPOCH600 探傷器は、 お客様の要望に応じて、 いくつかの構成から選択するこ とが

できます。 使用可能な構成は以下のとおりです。

• 調整ノブまたはキーパッ ド

• キーパッ ドオーバレイ （英語、 日本語、 中国語、 国際記号）

• BNC または LEMO 01 シ リーズ探触子コネクタ

• アナログ出力ポート （オプシ ョ ン）

構成の選択は、 探傷器を注文する際に行う必要があ り ます。 さ らに、 EPOCH 600 に

は、 充電可能な リチウムイオンバッテ リー、 調整可能なパイプスタンド、 及びディ
スプレイプロテクターも標準で付属しています。 

1.3 コネクタ

21 ページ図 1-2 に、 EPOCH 600 と AC チャージャー / アダプタ、 MicroSD カード、

および PC との接続を示します。

図 1-2    EPOCH 600 の接続

電源コンセン トへ

DC 電源プラグ

EP-MCA-X
チャージャー /

アダプタ

AC 電源コード

PC へ

MicroSD カード
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EPOCH 600 に付属している AC 電源コードのみ使用してください。 この AC 電

源コードは他の製品には使用しないでください。

DC 電源、 受信探触子コネクタ、 および送信 / 受信探触子コネクタは、 EPOCH 600 の

上面に配置されています （22 ページ図 1-3 参照）。

図 1-3    上面コネクタ

USB ポートおよび外部 MicroSD メモ リ カードスロ ッ トは、 探傷器の右側にあ り、 側

面ドアの後ろに配置されています （23 ページ図 1-4 参照）。

DC 電源コネクタ

送信 / 受信探触子

コネクタ

受信探触子コネクタ
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図 1-4    側面ドア裏側のコネクタ

RS-232/ アラームコネク タおよび VGA 出力コネク タは、 探傷器の背面の上部に配置

されています （23 ページ図 1-5 参照）。 各コネク タはゴム製カバーで保護されていま

す。

図 1-5    RS-232/ アラームコネクタおよび VGA 出力コネクタ

USB ポート

MicroSD カード

スロッ ト

側面ドア

VGA 出力コネクタ

RS-232/Alarms コネクタ
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1.4 電源要求

EPOCH 600 の電源を入れるには、 [ オン / オフ ] キーを押します （24 ページ図 1-6 参

照）。 このキーを押すと、 最初にビープ音が鳴り、 探傷器の起動画面が表示されま
す。 約 5 秒後に 2 回目のビープ音が鳴り ます。

EPOCH 600 は、 次の 3 通りの電源で動作するよ うに設計されています。

• リチウムイオンバッテ リー

• EPOCH チャージャー / アダプタから直接

• アルカ リ乾電池

図 1-6    EPOCH 600 電源キーと電源インジケータの位置

1.4.1 リチウムイオンバッテリー

リチウムイオン （Li-ion） バッテ リーは、 EPOCH 600 に電源を供給するための主要な

方法です。 このバッテ リーは探傷器に付属しています。 メンテナンスを適切に行い、
探傷器を標準的な検査条件下で操作した場合、 リチウムイオンバッテ リーの連続駆
動時間は 12 ～ 13 時間です。

リチウムイオンバッテリーを取り付けたり交換したりするには

1. 探傷器のパイプスタンドを開きます。

2. 探傷器の背面で、 バッテ リー収納カバーを固定している 2 本の締め付けねじを緩

めます （25 ページ図 1-7 参照）。

3. バッテ リー収納カバーを取り外します （25 ページ図 1-7 参照）。

[ オン / オフ ]
電源キー

AC チャージャー /
アダプタ電源
インジケータ
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4. バッテ リー収納部からバッテ リーを取り外すか、 バッテ リー収納部に他のバッテ
リーを挿入します。

5. バッテ リー収納カバーのガスケッ トが清潔で、 良好な状態であるこ とを確認しま
す。

6. 探傷器の背面にバッテ リー収納カバーを取り付け、 2 本の締め付けねじを締めま

す （25 ページ図 1-7 参照）。

図 1-7    リチウムイオンバッテリーを取り外す

1.4.2 AC チャージャー / アダプタ

EPOCH 600 AC チャージャー / アダプタは探傷器に付属しています。 このチャー

ジャー / アダプタを使用する と、 バッテ リーが取り付けられているかど うかにかかわ

らず、 EPOCH 600 に電源を供給するこ とができます。 また、 探傷器にリチウムイオ

ン充電可能バッテ リーが取り付けられている場合は、 そのバッテ リーを充電するこ
と もできます。 ユニッ トの前面パネルにある電源インジケータでは、 AC チャー

ジャー / アダプタの現在のステータスが通知されます。

AC チャージャー / アダプタを接続するには

1. チャージャー / アダプタユニッ トに電源コードを接続した後、 適切な電源コンセ

ン トに接続します。

バッテリー収納
カバー

締め付けねじ (2)

バッテリー

パイプスタンド
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EPOCH 600 に付属している AC 電源コードのみ使用してください。 この AC 電

源コードは他の製品には使用しないでください。

図 1-8    チャージャー / アダプタの接続

2. EPOCH 600 探傷器の上部の DC 電源コネク タを覆っているゴム製シールを持ち

上げます。

3. AC チャージャー / アダプタの DC 電源プラグを DC 電源コネク タにつなぎます

（27 ページ図 1-9 参照）。

電源コンセン トへ

DC 電源プラグ

EP-MCA-X

AC 電源コード
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図 1-9    DC 電源プラグの接続

AC チャージャー / アダプタの電源ステータス とバッテ リー充電状態は、 EPOCH 600
の前面パネル、 およびユーザーインターフェイスで通知されます （27 ページ表 3 参

照）。

表 3    AC チャージャー / アダプタの電源インジケータステータス

電源
インジケータ
ステータス

AC 電源の接続 インジケータの意味
バッテリー
インジケータ

緑色 あり バッテリー充電完了

赤色 あり バッテリー充電中

オフ なし AC チャージャー / アダプタは未接続

DC 電源プラグ

DC 電源コネクタ

（ゴム製のシールは表
示されていません）
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1.4.3 アルカリ乾電池

EPOCH 600 には、 アルカ リ乾電池ホルダー （P/N: 600-BAT-AA [U8780295]） が標準

で付属しています。 AC 電源が使用できず、 リチウムイオンバッテ リーが放電してい

る場合は、 このホルダーに AA （単三） サイズのアルカ リ乾電池を 8 本装着するこ と

ができます。 標準的な検査条件で操作した場合、 アルカ リ乾電池の連続駆動時間は
約 3 時間です。

アルカリ乾電池ホルダーを取り付けるには

1. 探傷器のパイプスタンドを開きます。

2. 探傷器の背面で、 バッテ リー収納カバーを固定している 2 本の締め付けねじを緩

め、 バッテ リー収納カバーを取り外します （29 ページ図 1-10 参照）。

3. リチウムイオンバッテ リーが取り付けてある場合は、 それを取り外します （29
ページ図 1-10 参照）。

緑色 あり AC チャージャー / アダプタは接続済み

バッテリーなし

表 3    AC チャージャー / アダプタの電源インジケータステータス （続き）

電源
インジケータ
ステータス

AC 電源の接続 インジケータの意味
バッテリー
インジケータ
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図 1-10    バッテリー収納カバーと リチウムイオンバッテリーを取り外す

4. AA （単三） サイズのアルカ リ乾電池 8 本をアルカ リ乾電池ホルダーに挿入しま

す。

5. アルカ リ乾電池ホルダーのコネク タを探傷器に接続します。

6. アルカ リ乾電池ホルダーをバッテ リー収納部内に置きます （30 ページ図 1-11 参

照）。

バッテリー

バッテリー
収納カバー

締め付け
ねじ (2)
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図 1-11    アルカリ乾電池ホルダー

7. 探傷器の背面にバッテ リー収納カバーを取り付け、 2 本の締め付けねじを締めま

す。

探傷器にアルカ リ乾電池が使用されている場合、 ユーザーインターフェイスの
バッテ リーインジケータでは ALK と表示されます。 アルカ リ乾電池ホルダーに

装着されたバッテ リーは、 AC チャージャー / アダプタでは充電されません。

1.5 MicroSD カードの取り付け

EPOCH 600 には 2 GB の MicroSD カードが付属しています。

MicroSD メモリカードを取り付けるには

1. カードをパッケージから取り出します。

2. 2 本の締め付けねじを緩めて、 EPOCH 600 の側面にある ドアを開きます （31
ページ図 1-12 参照）。

アルカリ乾電池
(8) を装着した

アルカリ乾電池
ホルダー

バッテリー
ホルダー
コネクタ
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図 1-12    側面ドア

3. MicroSD のラベルが探傷器の背面の方を向く よ うにして、 カードを持ちます。

4. カチッ とい う音がするまで、 カードを MicroSD スロ ッ トに注意深く差し込みま

す （31 ページ図 1-12 参照）。

MicroSD カードを取り外すには、 カードを探傷器の内側に注意深く押し込んで、

離します。 バネによってカードが押し出されるので、 カードをつまんで探傷器か
ら取り出します。

USB ポート

締め付けねじ (2)

MicroSD カード

スロッ ト
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2. 基本操作

この章は、 超音波探傷器には慣れているが EPOCH 600 を使用したこ とがないユー

ザーのために、 すばやく参照できる手引を提供するこ とを目的と しています。 これ
らの ト ピッ クについては、 よ り高度な機能の包括的ガイ ド と併せて、 本マニュアル
の以降の章で詳し く説明しています。 この章の構成は以下のとおりです。

• 33 ページ 『ユーザーインターフェイス』

• 40 ページ 『パルサーとレシーバの設定』

• 42 ページ 『ゲート 』

• 46 ページ 『校正』

• 51 ページ 『データロガー』

2.1 ユーザーインターフェイス

EPOCH 600 では、 ダイレク ト アクセスキーと ソフ ト ウェアメニューを併用して、 探

傷器を操作します。 ダイレク ト アクセスキーは、 検査中に通常使用される機能を直
接アクセスするこ とができます。 ソフ ト ウェアメニューからは、 パルサー / レシーバ

設定、 自動校正、 測定設定、 ソフ ト ウェア機能、 データロギングなど、 探傷器のほ
とんどの機能にアクセスできます。

選択したパラ メータの値を調整するには、 EPOCH 600 の調整ノブ、 またはキーパッ

ドのいずれかを使用します。 いずれの方法を使用するかは、 注文時に選択した探傷
器の構成によって決ま り ます。 こ こでは、 両方の方法の概略を説明します。
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2.1.1 メニューとパラ メータ

EPOCH 600 のほとんどの機能は、 ソフ ト ウェアユーザーインターフェイスの横方向

のキーと縦方向のキーを使用して、 アクセスした り調整した りできます。 画面右側
にある縦方向のキーはメニューと呼ばれ、 画面下部に沿った横方向のキーは、 パラ
メータ、 機能、 またはサブメニューと呼ばれます （34 ページ図 2-1 参照）。 各メ

ニューまたはパラ メータは、 探傷器キーパッ ド上の対応する [F<n>] キーか [P<n>]
キーを押して選択し、 調整するこ とができます （34 ページ図 2-1 参照）。

図 2-1    ソフ トウェアのメイン画面構成

EPOCH 600 には 5 つのメニューグループがあ り ます。 各メニューグループは番号

（1/5、 2/5、 3/5、 4/5、 および 5/5） で識別されます。 すべてのメニューグループをス

クロールするには、 [NEXT GROUP] キーを使用します （35 ページ図 2-2 参照）。

ライブ A- スキャン

ビュー

測定値ボックス

パラメータボタン

フラグ

メニュー

基本
パラメータ

ゲート 2 （青色）

ゲート 1 （赤色）

メニュー
グループ
レベル番号
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図 2-2    メニューグループとレベル番号

2.1.2 パラメータ調整 – ノブ構成

パラ メータを選択した後、 調整ノブでそれを変更するこ とができます。 ほとんどの
パラ メータを粗調整あるいは微調整で変更できます。 粗調整と微調整を切り替える
には、 [ チェ ック ： CHECK] キーを押します。

粗調整が選択されている場合、 パラ メータキーが括弧で囲まれ表示されます （35
ページ図 2-3 参照）。 括弧が表示されない場合は、 微調整が選択されています。

図 2-3    粗調整と微調整の選択

[NEXT GROUP] キー

1/5 2/5 3/5 4/5 5/5
基本操作    35



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
2.1.3 パラメータ調整 – ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成

パラ メータを選択した後、 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド上の矢印キーでそれを変更す
るこ とができます （36 ページ図 2-4 参照）。 ほとんどのパラ メータを粗調整あるいは

微調整で変更できます。 上下の矢印では粗調整、 左右の矢印では微調整が行えます。

図 2-4    キーパッ ドの矢印キー

2.1.4 ダイレク トアクセスキー

よ く使用するパラ メータをすばやく調整できるよ うに、 EPOCH 600 にはダイレク ト

アクセスキーがあ り ます （37 ページ図 2-5、 38 ページ図 2-7 参照）。 キーを押すと、

ソフ ト ウェアインターフェイスは関連するパラ メータに直接ジャンプした り、 正し
い機能を起動した り します。
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図 2-5    ダイレク トアクセスキー — 両方の構成 （英語）

EPOCH 600 には国際記号バージ ョ ンも用意されています （37 ページ図 2-6 および 38
ページ図 2-7 参照）。

図 2-6    ダイレク トアクセスキー — 両方の構成 （国際記号）

キーパッ ド構成調整ノブ構成

ダイレク ト
アクセスキー

ダイレク ト
アクセスキー

キーパッ ド構成調整ノブ構成

ダイレク ト
アクセスキー

ダイレク ト
アクセスキー
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図 2-7    ダイレク トアクセスキー — 両方の構成 （日本語）

[測定範囲 ： RANGE]、 （遅延 ： DELAY）、 [ゲイン ： dB]、 または （dB±XX ： REF 

dB） ダイレク ト アクセスキーを押すと、 共通のプリセッ ト値が [P<n>]パラ メータ

キーの上に表示されます。 プ リセッ ト値を選択するには、 対応する [P<n>]パラ メー

タキーを押します。

2.1.5 特殊機能

EPOCH 600 を使用する際に留意すべき特殊機能がいくつかあ り ます。

• ダイレク ト アクセスキーでパラ メータを調整した後、 [ エスケープ ： ESCAPE]

キーか [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを使用して、 前のメニューグルー

プに戻るこ とができます。

• どのメニューグループからでも、 [ エスケープ ： ESCAPE] キーを押すと、 起動

時のデォルト メニューである基本メニューに戻り ます。

• [ ロック ] キー （ノブ構成のみ） では、 ノブが偶然動いたためにパラ メータが不

必要に変更されるこ とを防止するために、 すべてのパラ メータの調整が自動的に
ロ ッ ク されます （39 ページ図 2-8 参照）。

キーパッ ド構成調整ノブ構成

ダイレク ト
アクセスキー

ダイレク ト
アクセスキー
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図 2-8    調整ノブ構成 - [ ロック ] キー

• [2ND F]、 （自動 XX % ： Auto XX %） を押すと、 自動 XX % 機能が有効になり ま

す。 この機能は、 ゲート設定したエコー振幅がフルスク リーン高さの XX % に

設定されるよ うに、 ゲインを自動的に調整します （デフォルトの XX 値は 80 %
です）。 （39 ページ図 2-9 を参照）。

図 2-9    自動 XX% 機能

2.1.6 サブメニュー

表示セッ ト アップなどの項目を選択する と きは、 [NEXT GROUP] キーでサブメ

ニューの行をスクロールし、 調整ノブまたは矢印キーを使用して選択値を調整し、
[ エスケープ ： ESCAPE] キーでライブ A- スキャンビューに戻り ます。

[ ロック ]キー
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2.2 パルサーとレシーバの設定

EPOCH 600 では、 パルサーメニューとレシーバメニューから、 パルサーとレシーバ

の設定にアクセスできます。 システム感度 （ゲイン） と基準ゲインはダイレク ト ア
クセスキーでどちらか一方に指定できます。

2.2.1 感度

システム感度 （ゲイン） は [ゲイン ： dB] ダイレク ト アクセスキーで調整します。  

システム感度を調整するには

1. [ゲイン ： dB] を押します。

2. 値を調整します。

 矢印キーを使用するか、 または調整ノブを回して、 粗調整か微調整を行いま

す。

あるいは

 [P<n>]パラ メータキーのいずれかを押して、対応するプ リセッ ト値を選択し

ます。

自動 XX % 機能を使用してゲインを自動的に調整する方法もあ り ます。 38 ページの

『特殊機能』 を参照して ください。

2.2.2 基準ゲイン

[2ND F]、 （dB±XX ： REF dB） を押して、 基準ゲインを定義するこ とができます。 現

在のゲインが基準ゲインに設定され、 調整のために補正ゲインが有効になり ます
（41 ページ図 2-10 参照）。 

基準ゲインを設定する と きは、 [P<n>]パラ メータキーを使用して以下の機能にアク

セスできます。

• “ 追加 ： Add” ： 現在の補正ゲインと現在の基準ゲインを結合して、 結果を新し

い基準ゲインに設定します。

• “ 基準 / 補正 ： Scan dB” ： 現在の補正ゲインと基準ゲイン （0.0 dB の補正ゲイン）

を切り替えます。

• “ オフ ： OFF” ： 基準ゲイン機能をオフにします （補正ゲインは失われます）。

• “+6 dB” ： 補正ゲインを 6 dB ずつ増加させます。
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• “-6 dB” ： 補正ゲインを 6 dB ずつ減少させます。

図 2-10    基準ゲインと補正ゲイン

2.2.3 パルサー

EPOCH 600 のパルサー機能にアクセスするには、 パルサーメニューを選択します。

個々のパルサーパラ メータがパラ メータキーの上に表示され、 対応する [P<n>]パラ

メータキーを押すと調整できます。

パルサーメニューでは、 ライブ調整のために以下の機能を使用できます。

• “PRF モード ： PRF Mode” ： 自動または手動の PRF 調整モードを選択します。

自動では、 スク リーンの範囲に基づいて PRF 設定を変更し、 手動では PRF を 10 
Hz ずつ手動で調整できます。

• “PRF” ： Pulse Repetition Frequency （パルス繰り返し周波数） 値の範囲。 10-Hz ス

テップで 10 Hz ～ 2000 Hz の範囲で調整可能。

• “ パルス電圧 ： Energy” ： 設定可能なパルス電圧値。 0 V、 100 V、 200 V、 300 V、
400 V

• “ ダンプ ： Damp” ： 設定可能なダンピング抵抗値。 50 Ω、 100 Ω、 200 Ω、 400 Ω

• “ モード ： Mode” ： 設定可能なパルスモード。 P/E ： P/E （パルスエコー）、 デュ

アル ： Dual、 透過 ： Thru （透過伝送）

• “ パルサー ： Pulser” ： 設定可能なパルサー波形。 スパイ ク ： Spike またはスクエ

ア ： Square （調整可能なスクエア波）

• “ 周波数 ： Freq” ： パルス周波数 （スクエア波パルス幅） の範囲。 0.1 MHz ～
20.00 MHz

スパイ クパルスは 20 MHz のスクエア波パルス と同等です。

補正ゲイン基準ゲイン
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2.2.4 レシーバ

EPOCH 600 のレシーバ機能にアクセスするには、 レシーバメニューを選択します。

個々のレシーバパラ メータがパラ メータキーの上に表示され、 対応する [P<n>] パラ

メータキーを押すと調整できます。

レシーバメニューでは、 ライブ調整のために以下のパラ メータを使用できます。

• “ フ ィルタ ： Filter” ： レシーバフ ィルタ設定 

• “ 波形表示 ： Rect” ： （全波 ： Full、 ＋半波 ： Half+、 －半波 ： Half-、 RF 波形 ：

RF）

• “ リ ジェ ク ト ： Reject” ： リ ジェクシ ョ ンのパーセン ト （0 % ～ 80 %）

EPOCH 600 で使用できる 8 つのフ ィルタによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンの要件に合わせ

て広帯域または狭帯域設定が可能です。 それぞれは完全なデジタルフ ィルタセッ ト
で、 以下のローパスおよびハイパスカッ トオフを提供します。

• 0.2 MHz ～ 10 MHz

• 2.0 MHz ～ 21.5 MHz

• 8.0 MHz ～ 26.5 MHz

• 0.5 MHz ～ 4.0 MHz

• 0.2 MHz ～ 1.2 MHz

• 1.5 MHz ～ 8.5 MHz

• 5.0 MHz ～ 15 MHz

• DC ～ 10 MHz

2.3 ゲート

EPOCH 600 には、 2 つの独立した測定ゲート （ゲート 1 とゲート 2） があ り ます。

ゲート 1 は赤色の水平ラインで表示されます。 ゲート 2 は青色の水平ラインで表示

されます。 これらのゲートは独立しており、 振幅のデジタル測定範囲、 タイムオブ
フライ ト測定、 およびその他の特殊な値を定義します。 また、 各ゲートにはアラー
ム機能やズーム機能もあ り ます。
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2.3.1 基本ゲートパラ メータのクイック設定

[ゲート ： GATES] ダイレク ト アクセスキーでは、 ゲート関連のメニューを使用せず

に、 ゲートの開始位置、 幅、 閾値の調整にすばやくアクセスするこ とができます。
これはゲート調整のための最も一般的な方法です。

[ゲート ： GATES] キーを押すと、 メニュー上の表示ボッ クスに、 ゲート 1 開始位置

が表示されます （43 ページ図 2-11 参照）。 選択したら、 ノブまたは矢印を使用して、

粗調整か微調整でこの値を増減します。

図 2-11    ゲート 1 開始位置の調整

[ゲート ： GATES] キーを繰り返し押すと、 ゲート １ とゲート ２の開始位置、 幅、 閾

値設定がスク ロールされます。 [ エスケープ ： ESCAPE]か [次のグループ ： NEXT 

GROUP] を押すと、 ゲート調整の前に使用していたメニューグループに戻るため、

オペレータに対する負担を軽減してゲート を効率的に調整するこ とができます。

ゲートのセッ ト アップと調整をよ り包括的に行うために、 ゲート設定を管理する 3
つのメニュー、 ゲート 1、 ゲート 2、 およびゲートセッ ト アップがあ り ます。

2.3.2 ゲート 1 とゲート 2

ゲート 1 メニューとゲート 2 メニューからは、 特定のゲートの位置およびアラーム

機能にアクセスできます。 いずれかのメニューを選択する と、 [P<n>] パラ メータ

キーの上に、 以下のパラ メータが表示されます。

• “ ズーム ： Zoom” ： 表示範囲が、 選択したゲートの開始位置で始ま り、 選択した

ゲートの終了位置 （ゲートの開始位置 + ゲートの幅） で終わるよ うに設定しま

す。

ゲート 1 開始位置の調整
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“ ズーム ： Zoom”[P<n>] パラ メータキーを繰り返し押すと、 ズームのオンとオ

フが切り替わり ます。

• “ 開始位置 ： Start” ： 選択したゲートの開始位置を調整します。

• “ 幅 ： Width” ： 選択したゲートの幅を調整します。

• “ 閾値 ： Level” ： 選択したゲートの閾値を調整します （3 % ～ 95 %）。

• “ アラーム ： Alarm” ： 選択したゲートのアラーム条件を設定します （オフ ： Off、
正 ： Positive、 負 ： Negative、 最小深さ ： Min Depth）。

• “ 最小深さ ： Min Depth” ： アラームパラ メータを最小深さに設定したと きのみ表

示されます。 最小深さアラーム条件を ト リガーする閾値を、 [μsec] 単位で調整し

ます。

• “ ステータス ： Status” ： ゲートのオンとオフを切り替えます （測定、 アラーム、

およびスク リーン上のゲート表示に影響を与えます）。

2.3.3 ゲートセッ トアップ

ゲートセッ ト アップメニューでは、 検査の前に、 調整する各ゲートに対して高度な
設定を行う こ とができます。 これらの設定は [P<n>]パラ メータキーの上に表示され

ます。 ゲートセッ ト アップメニューでは、 以下のゲート設定を使用できます。

• “G1 モード ： G1 Mode” ： ゲート 1 の測定ト リガーモードを設定します （最大

ピーク ： Peak、 1st ピーク ： 1stPeak、 エッジ ： Edge）

• “G1 RF” ： 探傷器が RF 波形で動作している と きに、 ゲート 1 の極性を設定しま

す （デュアル ： Dual、 正 ： Positive、 負 ： Negative）

• “G1 % 振幅 ： G1 %Amp” ： エッジモードでのみ使用します。 エッジ検出モード

のと き、 ゲート 1 の % 振幅デジタル測定に対する測定ト リガーを設定します

（最大ピーク ： High Peak、 1st ピーク ： 1stPeak）。

• “G2 モード ： G2 Mode/G2 RF ： G2 RF/G2 % 振幅 ： G2 %Amp” ： 上記と同じ設

定。 ただし、 ゲート 2 に対してのみ。

• “G2 ト ラ ッ ク ： G2 Tracks” ： ゲート 1 に関して、 ゲート 2 の ト ラ ッキングモード

のオンとオフを切り替えます。 ト ラ ッキングオンは、 エコー to エコー測定モー

ド とみなされます。
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G1 モードまたは G2 モードで選択されるゲート測定モードは、 デジタル測定を ト リ

ガーする、 ゲート設定されたエコーまたはエコーパラ メータを決定します。

• “ 最大ピーク ： High Peak” ： ゲート設定された範囲内にある一番大きいピーク位

置に基づく測定値 （ゲート をク ロスする必要はあ り ません） （45 ページ図 2-12
参照）。

• “1st ピーク ： 1stPeak” ： ゲートの閾値を超える最初のピーク位置に基づく測定値

（45 ページ図 2-12 参照）。

• “ エッジ ： Edge” ： ゲート をク ロスする信号の最初のクロスポイン トの位置に基

づく測定値 （45 ページ図 2-12 参照）。

図 2-12    エッジ、 最大ピーク、 1st ピークモードにおいて測定がト リガーされた位置

2.3.4 アラームインジケータ

いずれかの測定ゲートでアラームが ト リガーされる と、 オペレータには 2 通りの方

法で通知されます。

• EPOCH 600 が警告音を発する

• EPOCH 600 の前面パネルにある 2 つのアラームインジケータ （LED） のいずれ

かが点灯する （46 ページ図 2-13 参照）

エッジ 最大ピーク 1st ピーク
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図 2-13    ゲート 1 およびゲート 2 アラームインジケータランプ

EPOCH 600 は、 背面パネルの 9 ピン D サブコネクタ経由でアラーム信号を出力

するこ と もできます。

2.4 校正

EPOCH 600 では、 反射エコーから正確な厚さ （ビーム路程） 測定を行うため、 ゼロ

点補正値と音速を簡単に校正できます。 EPOCH 600 は 2 点間校正を採用しています。

次の項では、 最も標準的で基本的な校正例の概略を説明します。 校正に関する詳し
い情報については、 157 ページ 10 を参照して ください。

2.4.1 測定校正

正確なデジタル測定のための校正は、 一般的に試験材料の 2 つの既知の厚さを使用

して行います。 この項で、 「薄い」 と 「厚い」 とい う用語は、 試験片またはプレート
の 2 つの厚さ （垂直ビーム校正）、 あるいは角度のあるビーム路程の 2 つの長さ （斜

角ビーム校正） を指します。

校正を開始するには

1. 探触子を試験材料の薄い箇所に接触させます。

2. 画面上の指示位置に、 ゲート 1 を配置します。

3. （自動 XX % ： Auto XX %） 機能を使用して、 指示位置がフルスク リーン高さの

80 % になるよ うに、 ゲインを調整します。

4. “ 自動校正 ： Auto Cal” メニューを選択します （47 ページ図 2-14 参照）。

ゲート 1 アラームインジケータ

ゲート 2 アラームインジケータ
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図 2-14    自動校正メニュー

5. モードパラ メータを使用して、 適切な校正モードを選択します （垂直ビームの厚
さ、 または斜角ビームのビーム路程が最も一般的です）。

6. “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を押します （47 ページ図 2-15 参照）。

図 2-15    校正ゼロの値
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7. ノブまたは矢印キーを使用して、 表示されている値を適切な厚さに調整します。
この例では、 探触子を階段状試験片の 5 mm の段に当てます。

8. “ 続行 ： Continue” を選択して、 調整した値を承認し、 2 番目の校正ステップに

進みます。

9. 探触子を試験材料の厚い箇所に当てます。

10. 画面上の指示位置に、 ゲート 1 を配置します。

11. （自動 XX % ： Auto XX %） 機能を使用して、 指示位置がフルスク リーン高さの

80 % フルスク リーン高さになるよ うに、 ゲインを調整します （48 ページ図 2-16
参照）。

12. [ エスケープ ： ESCAPE] を押して自動校正メニューに戻り ます。

図 2-16    ゲート 1 開始位置

13. “ 音速校正 ： Cal-Val” を押します。

14. ノブまたは矢印キーを使用して、 表示されている値を適切な厚さに調整します。
この例では、 探触子を階段状試験片の 12.5 mm の段に当てます （49 ページ図

2-17 参照）。
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図 2-17    音速校正の値

15. “ 完了 ： Done” を選択して、 調整した値を承認し、 校正プロセスを完了します。

16. [測定範囲 ： RANGE] を押して、 スク リーンレンジを希望の設定に調整します

（49 ページ図 2-18 参照）。

図 2-18    測定範囲の設定値
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2.4.2 斜角ビーム校正

斜角ビーム校正では一般的に 4 ステップが必要です。 各ステップについて、 以下に

概略を説明します。

斜角ビーム校正を実行するには

1. ビーム入射点 （B.I.P.） を確認します。

2. ウェ ッジの屈折角を確認します。

3. 46 ページ 2.4.1 項の手順に従って、 距離の校正を完了します （反射源タイプに応

じて、 校正モードはビーム路程または深さに設定します）。

4. 感度を設定するために、 感度校正用の穴に向けて探触子を接触させ、 穴からの反
射エコーの位置にゲート 1 を配置します。 （自動 XX % ： AUTO XX %） で、 指示

位置がフルスク リーン高さの 80 % になるよ うにゲインを調整し、 [2ND F]、

（REF dB ： dB±XX %） を押して基準ゲインを設定します （50 ページ図 2-19 参

照）。

図 2-19    基準ゲイン設定
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2.5 データロガー

EPOCH 600 には、 検査ファイル （Inc）、 専用の校正ファ イル （Cal）、 および腐食ス

タイル構成オプシ ョ ンの検査ファ イル （2D、 3D、 ボイラー、 その他） を保存できる

オンボードデータロギングシステムがあ り ます。 ファ イルタイプに関係なく、
EPOCH 600 に保存される不連続性のデータポイン トには、 有効なデジタル測定、 圧

縮された A- スキャン、 校正データ、 アラーム条件、 有効なソフ ト ウェア機能がすべ

て保存されます。 オンボード メモ リは 2 GB MicroSD カードに保存され、 500,000 を

超える個別のデータポイン ト を保存できます。

次の項では、 最も基本的で一般的なファ イルタイプである校正ファ イルについて、
設定および保存の概略を説明します。 標準およびオプシ ョ ンのファ イルタイプに関
する詳しい説明については、 205 ページ 11 を参照して ください。

2.5.1 校正ファイル

校正ファイルを設定して保存するには、 超音波のパラ メータ設定およびソフ ト ウェ
ア設定を完了させる必要があ り ます。

超音波のパラメータ設定およびソフ トウェア設定を完了するには

1. “ ファ イル ： File” メニューを選択します。

2. ファ イル作成画面を開くために、 “ 作成 ： Create” キーを押します。

作成画面が表示されます （52 ページ図 2-20 参照）。

3. “ ファ イルタイプ ： File Type” ボッ クスで、 ノブまたは矢印キーを使用して Cal
を選択します。

4. [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを使用して、 “ ファ イル名 ： Filename”
ボッ クスに移動します。

5. “ ファ イル名 ： Filename” ボッ クスで、 “ 編集 ： Edit” パラ メータキーを押して

ファ イル名を作成します （32 文字を超えるこ とはできません）。
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図 2-20    作成画面

6. ノブまたは矢印キーを使用して、 仮想キーパッ ドを操作します （52 ページ図

2-21 参照）。

7. メニュー上の “INS” を押して文字を挿入します （52 ページ図 2-21 参照）。

図 2-21    仮想キーパッ ド
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8. [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを使用して、 ファ イル名の作成を完了しま

す。

インク リ メ ンタル （Inc） ファ イルを作成する場合は、 まず、 スタートポイン ト

を作成する必要があ り ます。

9. “ 作成 ： Create” ボタンがハイライ ト化されるまで、 [次のグループ ： NEXT 

GROUP] キーを使用します。

10. “ 保存 ： Save” を押します （53 ページ図 2-22 参照）。

図 2-22    保存ダイアログボックス

11. [P1] を押して、 保存を承認します。 

ラ イブ画面に戻り ます。
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2.5.2 その他のファイル作成機能

ファ イル作成機能は他に 2 つあ り ます。 それらについて、 以下に説明します。

• “ 作成 ： Create” ： ファ イルを メモ リ内に作成しますが、 現在有効なデータ保存

先のファイルと しては開きません。 データを保存せずに、 複数のファイルを一度
に作成する と きに使用されます。

• “ 開く ： Open” ： ファ イルを メモ リ内に作成し、 現在有効なデータ保存先のファ

イルと して開きますが、 [2ND F]、 （保存 ： SAVE） が押されるまではファイルに

ファ イルパラ メータを保存しません。 一般的に検査ファイルに使用され、 検査の
開始前にファイルが作成されます。
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3. EPOCH 600 ハードウェア機能

EPOCH 600 は、 これまでの EPOCH 探傷器と比べ、 まった く新しいあるいは改良さ

れた多数のハード ウェア機能を搭載しています。 これらの機能の使用と管理につい
て熟知しているこ とが大切です。

この章では、 以下の内容について取り上げています。

• 56 ページ 『ハード ウェア外観』

• 57 ページ 『前面パネルユーザーインターフェイス』

• 69 ページ 『コネク タ』

• 73 ページ 『様々なハードウェア機能』

• 75 ページ 『環境適合評定』
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3.1 ハードウェア外観

57 ページ図 3-1 は、 EPOCH 600 探傷器とその主要コンポーネン トについて示してい

ます。

ゴム製保護バンパー

オプシ ョ ンの
チェストハーネス

取付用 D- リング （4）

前面パネルユーザー
インターフェイス

キーパッ ド
（ナビゲーシ ョ ンキー
パッ ドの構成を図示）
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図 3-1    EPOCH 600 ハードウェアの外観

3.2 前面パネルユーザーインターフェイス

お客様の様々な要望に応えるために、 EPOCH 600 には、 調整ノブ付き とナビゲー

シ ョ ンキーパッ ド付きの 2 つのハード ウェア構成が用意されています。 キーパッ ド

の調整ノブと矢印キーで、 パラ メータの調整と値の設定を行います。 注文する際は、
希望の調整方法に応じて、 調整ノブまたはナビゲーシ ョ ンキーパッ ドのいずれかを
選択します。

3.2.1 ノブ構成

EPOCH 600 の調整ノブは、 [ チェ ック ： CHECK]および [ エスケープ ： ESCAPE]

キーと一緒に使用され、 パラ メータ値を粗調整または微調整します （58 ページ図

3-2 を参照）。 ユーザーは検査中にノブをロ ッ ク して、 偶然によるパラ メータ値の変

更を防止するこ とができます。 この構成では、 ノブを使ってパラ メータを調整する
場合にスムーズに値を設定できます。

AC 電源コネクタ

VGA 出力コネクタ

パイプスタンド

バッテリー収納
カバー

アラームコネクタ

従来型探触子
コネクタ

保護膜付き通気口側面ドア
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図 3-2    EPOCH 600 — 調整ノブの構成

3.2.2 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ドの構成

ナビゲーシ ョ ンキーパッ ドは EPOCH 探傷器の特徴的な機能です。 ナビゲーシ ョ ン

キーパッ ドにある上下の矢印をパラ メータの粗調整に使用し、 左右の矢印をパラ
メータの微調整に使用します。 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ドには、 追加機能やゲイン、
保存など頻繁に使用するパラ メータ、 そして [ チェ ック ： CHECK]および [ エス

ケープ ： ESCAPE] キーもあ り ます。 この構成は以前の EPOCH 探傷器 （1000 シ リー

ズ、 XT、 LTC） に類似しており、 EPOCH の製品ラインで容易に移行するこ とができ

ます。

59 ページ図 3-3 に示す EPOCH 600 前面パネルには、 ダイレク ト アクセスキー、 矢印

キー、 ダイナミ ッ ク機能とパラ メータアクセスキーを備え、 あらゆるモードで探傷
器の操作性を最適化するこ とができます。 前面パネルのレイアウ トによ り、 一般的
な検査パラ メータにも直接アクセスし、 表示画面を妨害するこ とな く探傷器の片側
から、 簡単に値を調整するこ とができます。

調整ノブ
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図 3-3    EPOCH 600 — ナビゲーシ ョ ンキーパッ ドの構成

前面パネルの左側にあるダイレク ト アクセスキーパッ ドは、 検査中に通常使用され
るソフ ト ウェアパラ メータに直接アクセスするためのキーです （詳細は 63 ページ

3.2.6 を参照）。

3.2.3 汎用キー

EPOCH 600 には、 矢印キーまたは調整ノブ （構成に応じて決まる） が付いています

が、 探傷器のモードや機能に関係のない [ チェ ック ： CHECK]および [ エスケープ ：

ESCAPE] キーの汎用キーもあ り ます （60 ページ図 3-4、 60 ページ図 3-5、 61 ページ

図 3-6 を参照）。

ダイレク ト
アクセス

キーパッ ド

ファンク
シ ョ ン
[F<n>]キー

パラメータ [P<n>]キー

インジケータ
[ オン / オフ ]

電源キー

ディスプレイ
ウィンドウナビゲー

シ ョ ンキー
パッ ド
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図 3-4    汎用キー — 英語版

図 3-5    汎用キー — 国際記号版

[ チェ ック ：

CHECK]キー

[ エスケープ ：

ESCAPE]キー

[右 ： RIGHT][左 ： LEFT]

[上 ： UP]

[ エスケープ ：
ESCAPE]

[下 ： DOWN]

[ チェ ック ：
CHECK]

[ チェ ック ：

CHECK]キー

[ エスケープ ：

ESCAPE]キー

[右 ： RIGHT][左 ： LEFT]

[上 ： UP]

[ エスケープ
ESCAPE]

[下 ： DOWN]

[ チェ ック ：
CHECK]
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図 3-6    汎用キー — 日本語版

[ チェ ック ： CHECK] キーには、 2 つの基本的な機能があ り ます。

• 調整パラ メータが強調表示されている際、 [ チェ ック ： CHECK]パラ メータ調整

を粗調整か微調整に切り替えます （ノブ構成）。

— パラ メータキーが括弧で囲まれている場合は、 粗調整の状態です。

— パラ メータキーに括弧がない場合は、 微調整の状態です。

• [ チェ ック ： CHECK] キーを使用して、 数字の順番にメニューをスクロールしま

す （ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成）。

[ エスケープ ： ESCAPE] キーには、 3 つの主要な機能があ り ます。

• セッ ト アップページで [ エスケープ ： ESCAPE] を押すと、 ライブ検査画面に戻

り ます。

• 選択したメニューに関係なく、 [ エスケープ ： ESCAPE] キーを押すと、 基本メ

ニューに戻り ます。

• ダイレク ト アクセスパラ メータ （ゲイン、 測定範囲、 ゲート など） が選択されて
いる と きは、 [ エスケープ ： ESCAPE] キーを押すと、 前のメニューに戻り ます。

[ チェ ック ]キー

[ESCAPE]キー

[右 ][左 ]

[上 ]

[ エスケープ ][下 ]

[ チェ ック ]
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3.2.4 ファンクシ ョ ンキーとパラ メータキー

EPOCH 600 は、 わかりやすいメニュー構成で、 ほとんどの機能の調整や有効化を行

う こ とができます。 メニューボタンは、 常に右側に縦列または画面下部に横列に表
示されています。 5 つのファンクシ ョ ンキー （[F1]～ [F5]） および 7 つのパラ メータ

キー （[P1]～ [P7]） は、 表示画面の周囲にあ り、 個別に有効化するこ とができます。

図 3-7    ソフ トウェアボタンに面した [F<n>] キーおよび [P<n>]キー

3.2.5 パラメータ調整

ゲインまたは測定範囲のよ うなソフ ト ウェアパラ メータの値は、 探傷器の構成に応
じて、 2 つの主要な方法で調整します。

• [上 ： UP]、 [下 ： DOWN]、 [左 ： LEFT]、 [右 ： RIGHT]矢印キーを使い、 パラ

メータ値を粗調整または微調整にて、 増加した り、 減少した りするこ とができま
す （ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成）。

• 調整ノブを右に回転する と粗調整または微調整でパラ メータ値が増加し、 左に回
転する と同じ く粗調整または微調整で、 パラ メータ値が減少します （ノブ構成）。

パラメータキー

ファンクシ ョ ン
キー
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[ チェ ック ： CHECK] キーを押すと、 粗調整 / 微調整モードを設定し、 [ エス

ケープ ： ESCAPE] キーを押すと、 フォーカスが基本 ： Basic メニューに戻り ま

す。

3.2.6 ダイレク トアクセスキーパッ ド

こ こでは、 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド （63 ページ図 3-8 および 64 ページ図 3-9 参

照） と ノブ構成 （65 ページ図 3-10 および 66 ページ図 3-11 参照） のためのダイレク

ト アクセスキーパッ ドについて説明します。

図 3-8    ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成 （英語および国際記号版）
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図 3-9    ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成 （日本語版）
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図 3-10    ノブ構成 （英語および国際記号版）
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図 3-11    調整ノブ構成 （日本語版）

66 ページ表 4 に、 英語版キーパッ ドでの各キーの説明を示します。

表 4    英語版ダイレク トアクセスキーパッ ドの説明  

ナビゲーシ ョ ン
キー

パッ ド構成

ノブ構成 機能

[dB]

探傷器の感度を調整します。

 [2ND F]、 （基準ゲイン ： REF dB）

基準ゲインレベルをロックし、 スキャンの感度
調整を可能にします。
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[保存 ： SAVE]

選択したファイル名と ID で保存します （ナビ

ゲーシ ョ ンキーパッ ド構成のみ）。

 [2ND F]、 （保存 ： SAVE）

選択したファイル名と ID で保存します （ノブ構

成のみ）。

[ フリーズ ： FREEZE]

波形の画面をフリーズし、 再度 [ フリーズ ：

FREEZE] を押すと解除します。

[ゲート ]

画面上でゲート （1、 2、 または IF） を選択しま

す。

 [2ND F]、 （自動 XX % ： AUTO XX %）

自動的に、 ゲート をクロスする信号をフルスク
リーン高さに対する割合 （XX %） に調整します

（120 ページ 6.2 参照）。

[測定範囲 ： RANGE]

音速レベル設定に従って探傷器の測定範囲を調
整します。

 [2ND F]、 （遅延 ： DELAY）

校正されたゼロ点補正値に影響を与えない遅延
を表示します。

表 4    英語版ダイレク トアクセスキーパッ ドの説明 （続き） 

ナビゲーシ ョ ン
キー

パッ ド構成

ノブ構成 機能
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3.2.7 インジケータについて

EPOCH 600 探傷器には、 電源インジケータランプと 3 種類のアラームインジケータ

ランプがあ り ます （68 ページ図 3-12 参照）。 インジケータは、 前面パネルの表示画

面ウ ィンド ウの上にあ り ます （59 ページ図 3-3 参照）。

図 3-12    前面パネルインジケータランプ

アラームインジケータは、 対応するゲート アラームが ト リガーされる と赤色に変わ
り ます。 ゲート アラームに関する情報は、 148 ページ 8.8 を参照して ください。

電源インジケータの様々な状態の意味に関する詳細は、 79 ページ表 5 を参照して く

ださい。

[ ピーク表示 ： PEAK MEM]

ピーク表示機能をオンにします （130 ページ 7.2
を参照）。

 [2ND F]、 （ピークホールド ： PEAK HOLD）

ピークホールド機能をオンにします （132 ページ

7.3 を参照）。

 [2ND F]

キーを押して離すと、 キーパッ ドのキーの上に
指定されている 2 次機能にアクセスできます。

表 4    英語版ダイレク トアクセスキーパッ ドの説明 （続き） 

ナビゲーシ ョ ン
キー

パッ ド構成

ノブ構成 機能

ゲート 1 アラームインジケータ AC チャージャー /
アダプタ電源
インジケータ

ゲート 2 アラームインジケータ
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3.3 コネクタ

EPOCH 600 探傷器は、 数々の接続を可能にします。 次の項では、 これらの接続につ

いて説明します。

3.3.1 探触子接続

EPOCH 600 探傷器には、 BNC または LEMO 01 従来型探触子コネク タが付いていま

す。 探触子のコネク タのタイプは、 注文する際に選択します。 必要ならば、 オ リ ン
パスサービスセンターで、 有償で探触子接続用コネク タのタイプを変更するこ とが
できます。 探触子接続用コネクタは、 オペレータが選択するこ とができます。 市販
されている BNC および LEMO01 シ リーズのコネクタは、 IP67 に準拠しており、 ほ

とんどの検査環境での使用に対応できます。 EPOCH 600 と BNC コネクタの説明図

は、 本マニュアルにあ り ます。

探触子コネク タは、 探傷器の左側上部にあ り ます。 2 つのコネク タは、 探傷器の前面

から簡単にアクセスできます （69 ページ図 3-13 参照）。

図 3-13    探触子コネクタの位置

一振動子型探触子の場合、 探触子コネク タのいづれかを使用するこ とができます。
いくつかの二振動子型探触子や透過法検査では、 探触子のコネクタは、 T/R および R

と ラベル表示されているコネクタを使用します。 T/R は送信チャンネルと して使用

し、 R は受信チャンネルと して使用します。

警告記号

受信専用 BNC コネクタ

（LEMO 01 シリーズも

使用可能）

送信 / 受信 BNC コネクタ

（LEMO 01 シリーズも

使用可能）
EPOCH 600ハードウェア機能    69



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
感電の危険性があるため、 BNC （または LEMO） コネク タの内部導体には、 決

して触れないよ うにして ください。 BNC （または LEMO） コネク タの内部導体

には、 最大 400 V までの電圧がかかる可能性があ り ます。 69 ページ図 3-13 に示

す送信 / 受信 （T/R） および受信 （R） BNC コネク タの間にある警告記号は、 感電

の危険性があるこ とを示しています。 

3.3.2 入力 / 出力コネクタ

RS-232/ アラームコネク タおよび VGA 出力コネク タは、 探傷器の背面の上部に配置

されています （70 ページ図 3-14 参照）。 各コネクタはゴム製カバーで保護されてい

ます。 コネク タは、 デジタルアラーム出力、 デジタル入力およびエンコーダ出力に
使用します。 アナログ出力は、 探傷器を注文する際にオプシ ョ ンで購入するこ とが
できます。 購入した場合、 このコネクタは、 探傷器コネクタの右側、 探傷器の上部
に配置されます。 サポート されている I/O 信号のすべての仕様については、 285 ペー

ジ 14.3 を参照して ください。

図 3-14    RS-232/ アラームコネクタおよび VGA 出力コネクタ

VGA 出力コネクタ

RS-232/ アラームコネクタ
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RS232/ アラームまたは VGA 出力コネク タがゴム製カバーで保護されていない場

合は、 探傷器を過酷な環境または水滴にさ ら されるよ う な環境に置かないでくだ
さい。 コネク タの腐食や探傷器への損傷を避けるため、 ケーブルが接続されてい
ない場合は、 コネク タにゴム製保護カバーで覆ってください。

3.3.3 バッテリー収納カバー

EPOCH 600 バッテ リー収納カバーは道具がなくても、 簡単にバッテ リーにアクセス

できるよ うに設計されています。 バッテ リー収納カバーには、 探傷器にバッテ リー
収納カバーを固定し、 収納部をしっかり密閉するための 2 本の締め付けねじがつい

ています。

バッテ リー収納カバーの底部中央部には、 耐環境シールされた保護膜付き通気口で
内側が覆われた小さな穴があ り ます。 この通気口は、 本体のバッテ リーが故障して
ガスを出したと きに必要な安全機構です。 この通気口の穴を貫通させてはな り ませ
ん。

図 3-15    バッテリー収納部

保護膜付き
通気口の穴

締め付けねじ (2)

バッテリー収納
カバー
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EPOCH 600 では、 探傷器の内部またはオプシ ョ ンの外部充電器 （P/N: EPXT-EC-X）

で、 充電式リチウムイオンバッテ リーパッ ク （P/N: 600-BAT-L [U8760056]） を充電で

きます。 EPOCH 600 に標準 AA アルカ リ電池を使用して、 携帯用と して長期間使用

するこ と も可能です。

3.3.4 MicroSD と PC の通信

EPOCH 600 の右側にある ドアが、 MicroSD および USB ポート をカバーしています

（73 ページ図 3-16 参照）。 側面ドアには、 ドアの背後にあるシールド されていない接

続部に液体が付着しないよ うにする一体型保護膜シールが付いています。 

EPOCH 600 は、 オンボードおよび着脱式メモ リ用に 2 GB の MicroSD メモ リ カード

を使用しています。 オンボード 2 GB MicroSD カードが、 本体内の PC 基板に装着さ

れており、 すべてのオンボードデータの保存を行います。 探傷器が修理できないほ
ど損傷した場合は、 認定サービスセンターでこの MicroSD カードを取り外し、 故障

した探傷器から重要なデータを回復するこ とができます。

着脱式メモ リのほかに、 EPOCH 600 ではユーザーが 1 個の USB On The Go （OTG）

ポート を介して PC に接続するこ とができます。 PC との通信には、 ファ イル転送、

エクスポート、 およびレポート用にオリ ンパスの GageView Pro PC インターフェイス

プログラムが必要です。
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図 3-16    側面ドア裏側のコネクタ

側面ドアは、 2 つの締め付けねじで密閉されています。 必要ならば、 これらのネジを

調整するためにコインまたはスク リ ュード ラ イバーを使用するこ と もできます。

コンピュータ接続収納ドアが開いている場合には、 決して過酷な環境下または水
滴にさら されるよ う な環境では、 探傷器を使用しないでください。 コネクタの腐
食や探傷器への損傷を避けるためにも、 ケーブルが接続されていない場合は、 コ
ンピュータ接続収納ドアを閉め、 密閉して ください。

3.4 様々なハードウェア機能

次の項では、 様々なハード ウェア機能について説明します。

USB ポート

締め付けねじ (2)

MicroSD カードスロッ ト
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3.4.1 探傷器スタンド

EPOCH 600 には、 あらゆる角度に調整可能な連接型パイプスタンドが付いています

（74 ページ図 3-17 参照）。 スタンドは、 それぞれ 2 つの丈夫な回転ブロ ッ クで探傷器

に取り付けられており、 使用中に滑り落ちるこ とがないよ うに、 被膜加工が施され
ています。 スタンドは、 曲面上にも簡単に配置できるよ う、 中央位置にへこみがつ
いています。

図 3-17    傾斜した探傷器

3.4.2 O- リングガスケッ トおよび保護膜シール

EPOCH 600 には、 次のよ うな、 環境から探傷器内部のハードウェアを保護するため

の保護膜シールがついています。

• バッテ リー収納カバーシール

• 側面ドアシール

• 保護膜付き通気口シール

これらのシールは、 防水 ・ 防塵性能を確保するために、 適切に管理しなければなり
ません。 シールは本体の毎年の校正時に、 必要に応じ評価および交換を実施します。
この作業は認定されたオ リ ンパスサービスセンターのみで実施します。
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3.4.3 ディスプレイ保護

EPOCH 600 には、 探傷器のディ スプレイウ ィ ンド ウを保護するための透明なプラス

チッ ク製のシートがついています。 このシートは、 そのまま残しておく こ とをお奨
めします。 交換用のシートは、 オ リ ンパスから 10 シートのセッ トで購入可能です

（P/N: 600-DP [U8780297]）。

探傷器のディ スプレイウ ィンド ウは、 本体ケースに永久的に接着され、 完全に密
閉されています。 も し、 ディ スプレイウ ィンド ウが損傷した場合は、 ケースの前
面部を本体のダイレク ト アクセスキーパッ ド と と もに取り替えなければなり ませ
ん。

3.5 環境適合評定

EPOCH 600 は、 過酷な環境でも使用できる非常に頑丈で耐久性の高い探傷器です。

水分や湿気の多い環境での探傷器の耐久性を分類するために、 探傷器の密閉機能を
評価する IP （Ingress Protection） 規格を採用しています。

EPOCH 600 は、 IP66 （ノブ構成） または IP67 （ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成） の

要求条件への適合性がテス ト されています。 探傷器は工場出荷時に、 この防塵 ・ 防
水性能規格に準拠するよ う設計 ・ 製造されています。 このレベルの防塵 ・ 防水性能を

維持するためには、 オペレータは通常露出している保護膜シールをすべて適切にメ
ンテナンスする必要があ り ます。 さ らに、 毎年、 認可されたオリ ンパスサービスセ
ンターに探傷器を返却し、 シールの性能が適切に維持されているか確認する必要が
あ り ます。 オ リ ンパスは、 探傷器のシールが不適切に取り扱われている場合は、 い
かなるレベルにおいても防塵 ・ 防水性能について保証するこ とはできません。 過酷
な環境で使用する前に、 適切な判断にて事前の準備を行います。

EPOCH 600 は、 282 ページ表 16 に一覧表示された環境基準を順守しています。
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4. EPOCH 600 の電源投入

この章では、 次に挙げる様々な電源オプシ ョ ンによる EPOCH 600 の操作方法につい

て説明します。 内容は次のとおりです。

• 78 ページ 『EPOCH 600 の起動』 

• 79 ページ 『AC 電源の使用』

• 80 ページ 『バッテ リー電源の使用』

• 82 ページ 『バッテ リーの充電』

• 84 ページ 『バッテ リーの交換』
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4.1 EPOCH 600 の起動

78 ページ図 4-1 では、 電源キーと AC チャージャー / アダプタ電源インジケータの位

置を示しています。 

図 4-1    EPOCH 600 電源キーと電源インジケータの位置

[ オン / オフ ]電源キーを押すと、 最初のビープ音がなり ます。 探傷器の起動画面が

現れます。 探傷器は続いて 5 ～ 6 秒間セルフテス ト を行い、 起動を開始します。 電

源インジケータ とバッテ リーインジケータは、 探傷器の作動 / 充電ステータスについ

て、 基本的な状況を知らせます （79 ページ表 5 参照）。

[ オン / オフ ]
電源キー

AC チャージャー /
アダプタ電源
インジケータ
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4.2 AC 電源の使用

AC 電源は、 専用のチャージャー / アダプタによ り EPOCH 600 探傷器に電源を供給

します。 チャージャー / アダプタは、 一般的な AC 電源入力を備えており、 周波数

50 Hz ～ 60 Hz の 100–120 VAC または 200–240 VAC で動作します。 チャージャー /
アダプタ出力を EPOCH 600 の AC アダプタプラグにつなぎます （80 ページ図 4-2 参

照）。

表 5    電源インジケータステータス  

インジケータの
意味

AC 電源 インジケータの意味
バッテリー
インジケータ

緑色 あり バッテリー充電完了

赤色 あり バッテリー充電中

オフ なし AC 電源は未接続

緑色 あり AC チャージャー / アダプタは接続済み

バッテリーなし
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図 4-2    アダプタコネクタ

AC 電源を使用するには

1. 電源コードをチャージャー / アダプタのユニッ ト と適切な電源に接続します。

2. EPOCH 600 探傷器の上部のアダプタコネクタを覆っているゴム製カバーを取り

外します。

3. チャージャー / アダプタの DC 出力電源ケーブルを、 アダプタコネクタにつなぎ

ます （80 ページ図 4-2 参照）。

4. 前面パネル電源キーを押して、 EPOCH 600 の電源を入れます （78 ページ図 4-1
参照）。

前面パネルの電源インジケータが起動します （78 ページ図 4-1 参照）。

4.3 バッテリー電源の使用

 EPOCH 600 は、 弊社指定の一般的な充電可能な リチウムイオン （Li-ion） バッテ

リー （P/N: 600-BAT-L [U8760056]） で操作できます。 標準アルカ リ電池を使用して、

携帯用と して長期間使用するこ と も可能です。

アダプタコネクタ
（ゴム製カバーは表示されていません）
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EPOCH 600 探傷器では、 充電可能なオ リ ンパス リチウムイオンバッテ リーパッ

ク （P/N: 600-BAT-L [U8760056]） のみを使用して ください。 他のバッテ リーを使

用する と、 バッテ リーの充電中に爆発して、 死亡や重傷の原因となる恐れがあ り
ます。

バッテ リー充電インジケータは、 常に動作中の探傷器画面の右下付近にあ り ます
（81 ページ図 4-3 参照）。 バッテ リー充電インジケータは、 バッテ リーの残量を画像

によ り表示します。 バッテ リーインジケータは、 電源投入後 5 分から 10 分後に正確

な表示を行います。

図 4-3    バッテリー充電インジケータ

バッテリー駆動時間

バッテ リーの駆動時間は、 使用しているバッテ リーの年数およびメーカ、 探傷器の
設定によ り異な り ます。 現実に即したバッテ リー駆動時間を示すために、
EPOCH 600 探傷器は各モードで操作パラ メータを中程度に設定してテス ト していま

す。 バッテ リー駆動時間は最大 12 ～ 13 時間です。

バッテ リーを全容量まで使用できるよ うにするには、 バッテ リーの完全な充電 /
放電を何度か繰り返す必要があ り ます。 この調整過程は、 こ う した充電式バッテ
リーには一般的な作業です。
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4.4 バッテリーの充電

EPOCH 600 チャージャー / アダプタは、 EPOCH 600 バッテ リ - （P/N: 600-BAT-L 
[U8760056]） のみ充電するよ うに設計されています。 アルカ リ乾電池ホルダー

（P/N: 600-BAT-AA [U8780295]） を使用したアルカ リ乾電池などの他のバッテ

リーを充電したり、 他のチャージャー / アダプタを使用しないでください。 使用

する と爆発や負傷の原因になるおそれがあ り ます。

EPOCH 600 バッテ リーは、 チャージャー / アダプタによ り内部で充電するか、 オプ

シ ョ ンのスタンドアローン型バッテ リーチャージャー （P/N: EPXT-EC-X） によ り外

部から充電するこ とができます。 外部からのバッテ リー充電は、 探傷器でバッテ
リーを使用しながら別のバッテ リーを充電するのに有用です。 この外付けチャー
ジャーに関する詳しい情報については、 オ リ ンパスまたはお近くの販売代理店にお
問い合わせください。

EP-MCA-U チャージャー / アダプタで、 他の電気機器の電源供給や充電を行わな

いでください。 バッテ リー充電中、 爆発によって死亡したり重傷を負う可能性が
あ り ます。 
EPXT-EC-X スタンドアローン型バッテ リーチャージャーで、 他のバッテ リーの

充電を行わないでください。 バッテ リー充電中、 爆発によって死亡したり重傷を
負う可能性があ り ます。

EPOCH 600 が AC 電源に接続され電源がオンの場合、 バッテ リーインジケータは、

残量をパーセンテージで示す標準レベルインジケータの代わりに、 稲妻の記号を表
示します。
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バッテリーを内部で充電するには

1. 探傷器の上部にあるアダプタコネク タカバーを取り外し、 AC チャージャー / ア
ダプタに差し込みます。 

2. AC チャージャー / アダプタの電源コードを電源コンセン トに差し込みます。 

探傷器の電源がオンでもオフでもバッテ リーは充電できますが、 探傷器がオンの
場合、 充電時間が長くな り ます。 電源インジケータの意味については、 79 ペー

ジ表 5 を参照して ください。 

バッテリー使用に関する手順

使用していないバッテ リーも自然に放電しています。 完全に放電したバッテ リーは、
充電できません。 バッテ リーの性能を最大限に活かすためにも、 次に述べる手順に
従う よ うにして ください。 

• バッテ リーを毎日使用する場合は、 使用していない間もバッテ リーをチャー
ジャー / アダプターに接続するよ うにして ください。

• 可能ならば、 バッテ リーを AC チャージャー / アダプタ （夜間または週末） に接

続しておきます。 そ うすれば 100 % 完全充電ができます。

• 定期的にバッテ リーを完全充電するこ とによ り、 バッテ リーを適切に機能させ、
サイ クル寿命を維持するこ とができます。

• 使用後は、 できるだけすぐに放電したバッテ リーを再充電してください。 

• バッテ リーは涼し く乾燥した環境で保管してください。 

• 太陽光の当たる場所や車のト ランク内など、 非常に熱くなる場所での長期保管は
避けてください。 

• 保管中には、 少なく と も 2ヶ月に 1 度はバッテ リーを完全充電してください。

• バッテ リーを保管する際は性能を維持するため必ず完全充電を行ってください。 
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4.5 バッテリーの交換

バッテ リーは、 EPOCH 600 の背面からアクセス可能な収納部に収納されています

（84 ページ図 4-4 参照）。 

図 4-4    バッテリー収納部を開ける

バッテリーを交換するには

1. 探傷器のパイプスタンドを開いて ください。

2. 探傷器の背面で、 バッテ リー収納カバーを固定している 2 本の締め付けねじを緩

めてください （84 ページ図 4-4 参照）。 

3. バッテ リー収納カバーを取り外し、 バッテ リーを取り除いてください。

EPOCH 600 探傷器では、 充電可能なオ リ ンパス リチウムイオンバッテ リーパッ

ク （P/N: 600-BAT-L [U8760056]） のみを使用して ください。 他のバッテ リーを使

用する と、 バッテ リーの充電中に爆発して、 死亡や重傷の原因となる恐れがあ り
ます。 

バッテリー

バッテリー
収納カバー

締め付け
ねじ (2)
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4. 別のバッテ リー （P/N: 600-BAT-L [U8760056]） をバッテ リー収納部に押し込んで

ください。 

5. バッテ リー収納カバーのガスケッ トが清潔で、 良好な状態であるこ とを確認して
ください。

6. 探傷器の背面にバッテ リー収納カバーを取り付け、 2 本の締め付けねじを締めて

ください。
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5. EPOCH 600 ソフ トウェア機能

この章では、 ソフ ト ウェアの構成内容について説明します。 内容は次のとおりです。

• 88 ページ 『ソフ ト ウェアのメ イン画面』

• 99 ページ 『メニューコンテンツ』

• 103 ページ 『セッ ト アップページについて』

• 114 ページ 『基本手順』

• 117 ページ 『リセッ ト メニュー』

• 118 ページ 『ソフ ト ウェア診断』
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5.1 ソフ トウェアのメイン画面

EPOCH 600 ソフ ト ウェアの主要な画面要素を、 88 ページ図 5-1 に示します。 次の項

では、 メ イン画面の各要素について説明します。

図 5-1    ソフ トウェアのメイン画面構成図

5.1.1 メニューについて

EPOCH 600 のメニューには、 メニューグループ、 ファンクシ ョ ンボタン、 およびパ

ラ メータボタンがあ り ます （89 ページ図 5-3 参照）。

EPOCH 600 には、 5 つのメニューグループがあ り ます。 すべてのメニューグループ

をスク ロールするには、 [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを使用します。 選択

したメニューが緑色で表示されます （89 ページ図 5-2 参照）。

ライブ A-
スキャン

ビュー

測定値
ボックス

パラメータ
ボタン

フラグ

メニュー

基本パラメータ

ゲート 2 （青色）

ゲート 1 （赤色）

メニュー
グループ
レベル番号
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図 5-2    メニューグループ

図 5-3    メニューシステムの概観

[ 次のグループ ：

NEXT GROUP] キー

基本メニューに属する
パラメータ （7）

フォーカスされた選択中のパラメータ

選択中のメニュー

メニューボタンの 1 つにフォーカス

し、 パラメータキーを使って、 使用
できるパラメータ、 機能、 またはサ
ブメニューの 1 つを選択します。

その他の使用可能なメニュー
グループ
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各メニューには、 ソフ ト ウェアのメ イン画面の右側に縦方向に並ぶ 5 つまでのメ

ニューがあ り ます。 対応する [F<n>] ファンクシ ョ ンキーを使い、 メニューを選択し

ます。

ソフ ト ウェアメ イン画面の下部に水平方向に、 選択したサブメニューボタンに関連
する 7 つまでのパラ メータボタンが現れます。 対応する [P<n>]パラ メータキーを押

して、 パラ メータを選択します。 

99 ページ 5.2 では、 使用できるすべてのメニューグループ、 メニュー、 およびパラ

メータに関する全面的なクイ ッ ク リ ファレンスを提供します。 

5.1.2 メニュー項目の構成規則について

本マニュアルでは、 次の規則に従い、 メニューツ リー内の項目を簡潔に指示してい
ます。 

メニュー > パラ メータ = 値

ここで ： 

メニューは、 メニューのラベルを表示します （例 : “ 測定セッ ト アップ ： Meas 
Setup”）

パラ メータは、 パラ メータのラベルを表示します （例 : “ 単位 ： Unit”）

値は、 編集可能または選択可能な値を表示します （例 : mm）。
90　第 5章



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
例えば、 “ 測定セッ ト アップ ： Meas Setup” メニューで、 “ 単位 ： Unit” パラ メータ

を mm にする手順を示す場合、 91 ページ図 5-4 のよ うな規則で示します。

図 5-4    メニュー項目を示す簡潔な規則

同様に、 ゲート 1 メニューの “ 幅 ： Width” パラ メータを選択する手順は、 次のとお

り示されます。  

ゲート 1 >“ 幅 ： Width” を選択します。

異なる メニューをスクロールするには、 必ず [次のグループ ： NEXT GROUP]

を押す必要があるので、 この手順では [次のグループ ： NEXT GROUP] ボタン

と、 それを押す回数については説明していません。

“ 測定セッ トアップ ： Meas Setup” > “ 単位 ： Unit” = mm を選択
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5.1.3 フォーカスについて

緑色 （または屋外スキームのと きは白色） の背景で表示されたファンクシ ョ ンボタ
ンは、 フォーカスされている項目です。 フォーカスされている項目は常に 1 つのみ

です。 パラ メータボタンがフォーカスされている場合、 属する メニューのボタンの
背景も緑色または灰色 （屋外スキームのと き） で表示されます。 92 ページ図 5-5 お

よび 93 ページ図 5-6 の “ 範囲 ： Range” および基本 ： Basic ボタンを参照して くださ

い。 

図 5-5    緑色に表示された項目がフォーカスされている

現在選択中の
メニュー

現在フォーカスされている項目
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図 5-6    灰色に表示された項目がフォーカスされている

5.1.4 ボタンの種類について

93 ページ表 6 では、 EPOCH 600 インターフェイスにある様々なボタンの種類につい

て説明します。 

表 6    ボタンの種類

種類 例 説明

値を編集 値を編集できるパラメータ

調整ノブを回転するか矢印キーを押して、 値を変更し
ます。

値を選択 すでに定義されている一連の値から選択することがで
きるパラメータ。

調整ノブを回転するか矢印キーを押して、 値を選択し
ます。

機能 選択後コマンドをすぐに実行します。

現在選択されて
いるメニュー

現在フォーカスされている項目
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5.1.5 ファイル名およびメ ッセージバーについて

ファ イル名バーは、 メ イン画面の上部左隅に現れ、 現在開いている識別番号 （ID）

の名前を表示します [94 ページ図 5-7 の例を参照 ]。

図 5-7    ID のあるファイル名バーの例

メ ッセージバーは、 操作の内容に従い画面の下部に現れ、 必要に応じてメ ッセージ
および通知を表示します [94 ページ図 5-8 の例を参照 ]。

図 5-8    メ ッセージが表示されているメ ッセージバー

5.1.6 ダイレク トアクセスパラ メータについて

ダイレク ト アクセスパラ メータは、 常にディ スプレイウ ィ ンド ウの上部右隅に表示
されます。 これによ り、 現在アクセスしている メニューやパラ メータに関係なく、
メ イン画面から これらのパラ メータを見るこ とができます。 これらのパラ メータに
は、 ゲイン、 測定範囲、 遅延、 ゲートが含まれます。 

[ゲイン ： dB] ダイレク ト アクセスキーを押して、 ゲインパラ メータを選択しま

す。 “ 範囲： Range” パラ メータは、 [測定範囲：RANGE] を押して選択します。 
[ゲート ： GATES] を押すと、 “G1 開始位置 ： G1Start” パラ メータが “ 遅延 ： Delay”
ボタンに変わり ます。 [2nd F]、 （遅延 ： DELAY） を押すと、 “ 遅延 ： Delay” パラ

メータに戻り ます。

サブメニュー より多くのパラメータを使ってダイアログボックスか
画面を開きます。

表 6    ボタンの種類 （続き）

種類 例 説明

現在の識別番号
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ダイレク ト アクセスキーを押して、 “ 測定範囲 ： Range”、 “ 遅延 ： Delay”、 または

“G1 開始位置 ： G1Start” パラ メータを選択します。 選択したら、 ボタンは緑色に変

わり ます （95 ページ図 5-9 参照）。 調整ノブを回転するか [上 ： UP]、 [下 ： DOWN]

矢印キーを押して値を編集します。 ゲート調整に関する追加情報は、 140 ページ 8.2
を参照して ください。

図 5-9    測定範囲ダイレク トアクセスパラ メータ と
遅延ダイレク トアクセスパラ メータの例

5.1.7 測定値ボックスについて

ソフ ト ウェアメ イン画面の上部左隅、 メ ッセージバーの下にある測定値ボッ クスは、
選択可能な 5 種類までの測定値のアイコンとデジタル値を表示します （95 ページ図

5-10 参照）。 測定値を選択する方法と各測定値の内容については、 106 ページ 5.3.2
を参照して ください。

図 5-10    アイコンによる測定値ボックスの例

[測定範囲 ： RANGE] を
押して選択

[2nd F]、 （遅延 ： DELAY）

を押して選択 [ゲート ：

GATES] を押して、 ゲート

調整に戻ります。
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5.1.8 ライブスキャン領域について

大きい固定サイズのライブスキャン領域では、 超音波データを波形で表示します
（96 ページ図 5-11 参照）。

図 5-11    ゲート付き A- スキャン波形の例

ゲート 1
ゲート 2
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5.1.9 フラグについて

EPOCH 600 は、 ライブスキャン領域の右側の狭い縦方向領域にフラグセッ ト を表示

して、 特定の機能が有効であるこ とを示します （97 ページ図 5-12 参照）。 97 ページ

表 7 に各フラグの説明を示します。

図 5-12    フラグ表示領域

表 7    フラグの説明 

フラグ 説明

長さの単位はインチです。

長さの単位はミ リ メートルです。

長さの単位はマイクロ秒です。

[2ND F]キーが押されていることを示します。

フラグ領域
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“ ゲート 1 ： Gate 1” はピーク測定モードです。

“ ゲート 2 ： Gate 2” はピーク測定モードです。

“ ゲート 1 ： Gate 1” はエッジ （またはフランク） 測定モードで

す。

“ ゲート 2 ： Gate 2” はエッジ （またはフランク） 測定モードで

す。

“ ゲート 1 ： Gate 1” は 1st ピーク測定モードです。

“ ゲート 2 ： Gate 2” は 1st ピーク測定モードです。

DAC が有効です。

DGS が有効です。

AWS が有効です。

API 5UE が有効です。

テンプレート保管が有効です。

校正が有効です。

曲面補正 （CSC） が有効です。

ゲート ト ラ ッキング （エコー to エコー） が有効です。

ズームが有効です。

[ フリーズ ： FREEZE]が有効です。

表 7    フラグの説明 （続き）

フラグ 説明
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5.2 メニューコンテンツ

EPOCH 600 では、 メニューによ り類似した機能を類別しています。 100 ページ表 8
で示すよ うに 5 つのメニューグループがあ り ます。

[ ピーク表示 ： PEAK MEM]が有効です。

[2ND F]、 （ピークホールド ： PEAK HOLD） 基準エコーが有効です。

波形平均化が有効です。

[ オン / オフ ]以外の探傷器すべてのファンクシ ョ ンキーへのアク

セスがロックされています。

MicroSD カードが装着されていることを示します。

MicroSD カードが装着されていないことを示します。

現在の設定は、 60 Hz 以下に画面更新を制限しています。

チャージャーが接続され、 バッテリーを充電していることを示し
ます。

探傷器がバッテリー電源で動作していることを示します。

表 7    フラグの説明 （続き）

フラグ 説明
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100 ページ表 9 から 102 ページ表 13 までは、 各メニューグループで使用可能なメ

ニューとパラ メータのク イ ッ ク リ ファレンスです。 

表 8    標準メニューグループ 

グループメニュー

メニュー
ボタン

表 9    最初のメニューグループのコンテンツ  

メニュー パラメータ

“ 基本 ：
Basic”

“ 音速 ：

Velocity”
“ ゼロ ： Zero”

“ レンジ ：

Range”
“ 遅延 ：

Delay”

“ パルサー ：
Pulser”

“PRF モー

ド ： PRF 
Mode”

PRF “ 電圧 ：

Energy”
“ ダンプ ：

Damp”
“ モード ：

Mode”
“ パルサー ：

Pulser”
“ 周波数 ：

Freq”

“ レシーバ ：
Rcvr”

“ フ ィルタ ：

Filter” 
“ 検波 ： Rect”

“ リジェク

ト ： Reject”

“ 斜角法 ：
Trig”

“ 角度 ：

Angle”
“ 板厚 ： Thick”

“X 値 ： X 
Value”

CSC “ 直径 ：

Diameter”

“ 自動校正 ：
Auto Cal”

“ 種類 ： Type”
“ 校正音速 ：

Cal-Vel”
“ 校正ゼロ ：

Cal-Zero”
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表 10    第 2 メニューグループのコンテンツ

メニュー パラメータ

“ ゲート 1 ：
Gate 1”

“ ズーム ：

Zoom”
“ 開始位置 ：

Start”
“ 幅 ： Width” “ 閾値 ： Level”

“ アラーム ：

Alarm”

最小深さ

（アラームを

最小深さに

設定したと

きのみ表示）

“ ステータ

ス ： Status”

“ ゲート 2 ：
Gate 2”

“ ズーム ：

Zoom”
“ 開始位置 ：

Start”
“ 幅 ： Width” “ 閾値 ： Level”

“ アラーム ：

Alarm”

最小深さ

（アラームを

最小深さに

設定したと

きのみ表示）

“ ステータ

ス ： Status”

“ ゲート

セッ トアッ
プ ： Gate 

Setup”

“G1 モード ：

G1 Mode”
G1 RF G1 %Amp “G2 モード ：

G2 Mode”
G2 RF G2 %Amp

“G2 ト ラ ッ

ク ： G2 
Tracks”

表 11    第 3 メニューグループのコンテンツ

メニュー パラメータ

“ 表示セッ

トアップ ：
Display 
Setup”

“ 表示セッ ト

アップ ：
Display Setup”

“ 測定セッ

トアップ ：
Meas Setup”

“ 読み出し

セッ トアッ

プ ： Reading 
Setup”

“ 単位 ： Unit”
“TH 分解能 ：

TH Res”
“% 分解能 ：

% Res”
“A- アウト ：

A-Out”
“ 特殊 ：

Special”
“ 自動 XX % ：

AutoXX %”

“ 探傷器

セッ トアッ
プ ： Inst 
Setup”

“ 一般 ：

General”
“ ステータ

ス ： Status”
“ クロック ：

Clock”

“ ソフ トウェ

アオプシ ョ

ン ： Software 
Options”

“ その他 ：

Misc”
“ テスト ：

Tests”

“ ソフ トウェ

ア診断 ：
Software 

Diagnostic”
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表 12    第 4 メニューグループのコンテンツ

メニュー パラメータ

DAC/TVG

“ 追加 ： Add”
（セッ トアップ

モード） 
“DAC ゲイン ：

DAC Gain” （検査

モード）

“ 削除 ： Delate”
（セッ トアップ

モード）

“ 表示 ： View”
（検査モード）

“ 完了 ： Done”
（セッ トアッ

プモード）

“ ゲインス

テップ ：Gain 
Step” （検査

モード）

“G1 スター

ト ： G1Start”

“ セッ ト

アップ ：
Setup”

DGS/AVG

“ 基準 ： Ref”
（セッ トアップ

モード）

“ デルタ VT ：

Delta VT” （検査

モード）

“ 検出レベル ：

Reg Level” （検

査モード）

“G1 スター

ト ： G1Start”

“ セッ ト

アップ ：
Setup”

AWS “ 基準 B ： Ref B”
“ 基準 / 補正 ：

Scan dB”

“ 基準レベ

ル ： Ref Level”
（検査モー

ド）

“G1 スター

ト ： G1Start”

“ セッ ト

アップ ：
Setup”

API5UE

RefAMax （セッ ト

アップモード）

収集 （セッ ト

アップモード、

Peak Mem 有効、

検査モード）

RefT1 （セッ ト

アップモード）

RefT2 （セッ

トアップ

モード）

“G1 スター

ト ： G1Start”

“ 検査： Inspect ”
（セッ トアッ

プモード、 収

集データ）

“ リコール -
校正 ： Re-Cal”
（検査モード）

“ クリア ：

Clear”
（セッ ト

アップ

モード、

収集デー

タ）

“ セッ ト

アップ ：
Setup”

表 13    第 5 メニューグループのコンテンツ  

メニュー パラメータ

“ ファイル ：
File”

“ 開く ： Open”
“ 作成 ：

Create”

“ クイック リ

コール ：
Quick Recall”

“ 最初の ID ：

First ID”
“ 最後の ID ：

Last ID”
“ 選択 ID ：

Select ID”

“ 管理 ：
Manage”

“ リセッ ト ：

Reset”
“ メモリ ：

memory”
“ 宛先 ：

Send To”
“ 編集 ： Edit”

“ コピー ：

Copy” 
“ 削除 ：

Delete”
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5.3 セッ トアップページについて

EPOCH 600 ソフ ト ウェアには、 探傷器の機能や設定をカスタマイズできる多数の

セッ ト アップページがあ り ます。 セッ ト アップページには、 [次のグループ ： NEXT 

GROUP] ボタンで第 3 グループモードを選択してアクセスします。 例えば、 “ 表示

セッ ト アップ ： Display Setup” を選択して、 103 ページ図 5-13 に示すよ うに “ 表示 ：

Display” セッ ト アップページにアクセスします。  

図 5-13    表示セッ トアップページとその項目

タイ トルバーは、 セッ ト アップページの種類を示します。 パラ メータは、 左側の列
のパラ メータラベルで表内に表示され、 現在の値と単位 （適用される場合） は、 右
の列に表示されます。 7 つのボタンが、 セッ ト アップページの下部に表示され、 現在

選択中のパラ メータに対応する使用可能な数値を示します。 セッ ト アップをスク
ロールするには、 [次のグループ ： NEXT GROUP] を押します。

[ エスケープ ： ESCAPE] を押すと、 セッ ト アップページを出てライブ画面に戻り ま

す。

次の項では、 セッ ト アップページについて説明します。

タイ トルバー

現在選択中のパラメータ

選択中のパラメータで使用
できる数値データ
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5.3.1 表示セッ トアップページ

104 ページ図 5-14 に示す “ 表示 ： Display” セッ ト アップページは、 “ 表示セッ ト

アップ ： Display Setup” を選択する とアクセスできます。

図 5-14    表示セッ トアップページ

使用可能なパラ メータは、 次のとおりです。

ライブ A- スキャン表示 ： ラ イブ A- スキャン描画モードを設定します。

• アウ ト ラ イン

• 塗り潰し

エンベロップ表示 ： ピーク表示とピークホールド A- スキャンエンベロ ップ描画モー

ドを設定します。

• アウ ト ラ イン

• 塗り潰し

X- 軸グリ ッ ドモード ： 横方向の X- 軸グ リ ッ ド表示モードを設定します。

“ オフ ” ： グ リ ッ ドなし
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“ 標準 ： Standard”: 1 から 10 まで等間隔で 10 区分に分割

“ ビーム路程 ： Soundpath” ： 等間隔で 5 分割し、 対応するビーム路程の値を表示

“ レグ ： Leg” ： 斜角検査モードにおいて試験体の厚さ値に基づき L1 ～ L4 と表

示された、 半スキップの距離を表す最大 4 区分

“X- 軸グリ ッ ド ： Y-Axis Grid” ： フルスク リーン高さ 100 % または 110 % に対し、 縦方

向の Y- 軸グ リ ッ ド表示モードを設定します。

“ ベースライン ： Baseline” ： ベースラインブレイ ク機能をオンまたはオフにします。

この機能は、 全波整流モードでの A- スキャンの外観を変更します。 有効になる

と、 探傷器は RF 波形で全ゼロク ロスポイン ト を探し、 全波整流 A- スキャンを

ベースラインに引き込みます。 この機能によ り、 特に大きな測定範囲において、
試験体の裏面付近にある小さな欠陥を確認するのに役立ちます。

“ 輝度 ： Brightness”

1 % ずつ増減するか、 プ リセッ トの値 （0 %、 25 %、 50 %、 75 %、 または

100 %） から選択して、 画面の輝度を設定します。

“ 画面配色 ： Color Scheme” ： 全体的な探傷器画面の配色を設定します。

“ 工場 ： Factory” ： デフォルトによるマルチカラー表示

“ 屋外 ： Outdoor” ： 白の背景、 黒字
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5.3.2 読み出しセッ トアップページ

読み出しセッ ト アップページは、 106 ページ図 5-15 に示すよ うに、 “ 読み出しセッ

ト アップ ： Reading Setup” を選択する とアクセスできます。 このページでは、 ソフ

ト ウェアメ イン画面の上部にある測定値ボッ クスに、 どの測定値を表示したいか選
択するこ とができます （95 ページ 5.1.7 を参照）。

図 5-15    読み出しセッ トアップページ

使用可能なパラ メータは次のとおりです。

測定選択

探傷器の機能に基づき、 測定値ボッ クス定義モードを自動で選択するか （“ 自

動 ： Auto”）、 または手動で定義するか （“ 手動 ： Manual”） を設定するのに使用

します。

測定値 1 ～ 5

各測定値ボッ クスは、 手動モードの場合は別々に定義します。 測定値選択パラ
メータの下には、 調整している測定の位置を示す測定値ボッ クスの例が表示され

測定値ボックス
の例
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ます （106 ページ図 5-15 参照）。 107 ページ表 14 では、 測定可能な測定値につい

て説明しています。

図 5-16    アイコンのある測定値ボックスの例

表 14    測定可能な測定値

アイコン 測定値 説明

ゲート 1 厚さ ゲート 1 の厚さ。 斜角では使用できませ

ん。

ゲート 2 厚さ ゲート 2 の厚さ。 斜角では使用できませ

ん。

ゲート 1 ビーム路程 ゲート 1 内のビーム路程 （角度） 距離。

ゲート 2 ビーム路程 ゲート 2 内のビーム路程 （角度） 距離。

ゲート 1 反射源深さ ゲート 1 反射源の深さ。 斜角で使用しま

す。

ゲート 2 反射源深さ ゲート 2 反射源の深さ。 斜角で使用しま

す。

ゲート 1Y 距離 ゲート 1 にある反射源までの水平距離。

斜角で使用します。

ゲート 2Y 距離 ゲート 2 にある反射源までの水平距離。

斜角で使用します。

ゲート 1 Y 距離－入射点 ゲート 1 での水平距離から入射点の値を

減算 （ビーム入射点からウェ ッジ前面ま
での距離）。 斜角で使用します。
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ゲート 2 Y 距離－入射点 ゲート 2 での水平距離から入射点の値を

減算 （ビーム入射点からウェ ッジ前面ま
での距離）。 斜角で使用します。

ゲート 1 最小深さ ゲート 1 の最小深さ。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 2 最小深さ ゲート 2 の最小深さ。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 1 最大深さ ゲート 1 の最大深さ。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 2 最大深さ ゲート 2 の最大深さ。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 1 現在振幅 ゲート 1 の振幅測定。 フルスクリーンの

高さ （FSH） のパーセンテージで表示。

ゲート 2 現在振幅 ゲート 2 の振幅測定。 フルスクリーンの

高さ （FSH） のパーセンテージで表示。

ゲート 1 最大振幅 ゲート 1 の最大振幅。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 2 最大振幅 ゲート 2 の最大振幅。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 1 最小振幅 ゲート 1 の最小振幅。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

表 14    測定可能な測定値 （続き）

アイコン 測定値 説明
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ゲート 2 最小振幅 ゲート 2 の最小振幅。 ゲート調整および

大部分のパルサー / レシーバ調整でのリ

セッ ト。

ゲート 1 DAC 基準線に対

する振幅 （%）

ゲート 1 の振幅測定。 エコーの高さを

DAC/TVG 基準線の高さに対するパーセン

テージで表示。

ゲート 2 DAC 基準線に対

する振幅 （%）

ゲート 2 の振幅測定。 エコーの高さを

DAC/TVG 基準線の高さに対するパーセン

テージで表示。

ゲート 1 DAC 基準線に対

する振幅 （dB）
ゲート 1 の振幅測定。 基準線の高さを

0 dB と してエコー振幅 （dB） 値を表示。

ゲート 2 DAC 基準線に対

する振幅 （dB）
ゲート 2 の振幅測定。 基準線の高さを

0 dB と してエコー振幅 （dB） 値を表示。

ゲート 2 – ゲート 1 （エ

コー to エコー）

ゲート 2 の厚さからゲート 1 の厚さを引

算 （エコー to エコー測定）。

AWS D1.1/D1.5 溶接評価 ゲート を設定したエコーに対して計算す
る D 評定。

平底穴 DGS/AVG 評価のための等価反射源サイズ

（平底穴）。

オーバーシュート （OS） DGS/AVG 曲線とエコーの高さを比較する

オーバーシュート振幅 （dB）。

API5UE 深さ API 5UE 検査手順から計算した欠陥サイズ

（クラ ッ ク高さ）

表 14    測定可能な測定値 （続き）

アイコン 測定値 説明
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5.3.3 一般セッ トアップページ

110 ページ図 5-17 に示すよ うに、 “ 一般 ： General” セッ ト アップページは、 “ 探傷器

セッ ト アップ ： Inst Setup” > 一般からアクセスします。 ユーザーインターフェイス

の言語や探傷器の日付モードなどの一般的なパラ メータを設定するこ とができます。

図 5-17    一般セッ トアップページ

使用可能なパラ メータは次のとおりです。

言語

ユーザーインターフェイスの言語を選択します （英語、 日本語、 ド イツ語、 フラ
ンス語、 スペイン語、 ロシア語、 中国語）。

フ ィルタグループ

レシーバフ ィルタグループを選択するのに使用します。 探傷器には、 標準フ ィル
タグループしかあ り ません。

キー操作音

各キーを押した後に、 可聴音を発生します。
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アラーム音

ゲート アラームが ト リガーされる と可聴音を発生します。

校正ロック

校正/波形データに影響を与えるすべての機能へのアクセスをロ ッ ク します。 
“ 基本：Basic”、“ パルサー：Pulser”、“ レシーバ：Rcvr” （レシーバ） および 
“ ト リ ガー ： Trig” 設定、 そして “ ゲイン ： Gain”、 “ 測定範囲 ： Range”、 “ 遅

延 ： Delay” などが含まれます。 これらのパラ メータは、 “ 校正ロ ッ ク ： Cal 
Lock” 機能がオンになっている と き ク ロスアウ ト します。

基数の種類

探傷器で数値 （基数） と日付を表示する形式を選択します。

日付モード

日付形式を設定するのに使用します。 dd/mm/yyyy または mm/dd/yyyy 形式を選

択できます。

通信プロ ト コル

探傷器でのリモート /PC 通信のコマンド タイプを選択するのに使用します

（Multi Char または Single Char）。 オ リ ンパス GageView Pro PC ソフ ト ウェアと

通信する と きは、 Multi Character モードを選択する必要があ り ます。

通信デバイス

リモート /PC 通信のタイプを選択するのに使用します （USB または RS-232）。 オ

リ ンパス GageView Pro PC ソフ ト ウェアと通信する と きは、 USB モードを選択す

る必要があ り ます。

ボーレート

通信デバイスボッ クスで RS232 を選択したと きにのみ有効になり ます。 探傷器

と PC のボーレートが一致していなければなり ません。

5.3.4 ステータスセッ トアップページ

“ ステータス ： Status” セッ ト アップページには、 112 ページ図 5-18 に示すよ うに、

“ 探傷器 ： Inst” “ セッ ト アップ ： Setup” >“ ステータス ： Status” からアクセスしま

す。 このページは、 内部温度、 バッテ リーの状態、 探傷器のハード ウェア / ソフ ト

ウェアの識別データなど、 探傷器の現在の状態についての情報を表示します。
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図 5-18    ステータスセッ トアップページ

製造日や総実行時間など、 ユニッ トに関する追加情報は、 “ 計測器情報 ： Gage Info”
を押すと表示されます。 計測器情報ページを 112 ページ図 5-19 に示します。

図 5-19    計測器情報ページ
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5.3.5 ソフ トウェアオプシ ョ ンページ

ソフ ト ウェアオプシ ョ ンページで有効化コードを入力する と、 探触器機能の標準
パッケージに含まれていないソフ ト ウェアオプシ ョ ンにアクセスできます。 これは
特定のソフ ト ウェアオプシ ョ ン購入後に、 オ リ ンパスの代理店から入手できます。
ソフ ト ウェアオプシ ョ ンの有効化の詳細については、 229 ページ 12.1 を参照して く

ださい。

5.3.6 クロックセッ トアップページ

113 ページ図 5-20 に示すクロ ッ クセッ ト アップページは、 “ 探傷器セッ ト アップ ：

Inst Setup” >“ ク ロ ッ ク ： Clock” を選択してアクセスでき、 探傷器の日付と時刻を設

定するこ とができます。

図 5-20    クロックセッ トアップページ

年

探傷器の内部クロ ッ クの年を設定します。

月

探傷器の内部クロ ッ クの月を設定します。
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日

探傷器の内部クロ ッ クの日を設定します。

モード

探傷器の内部クロ ッ クの時間表示モード （12 時間または 24 時間） を設定しま

す。

時間

探傷器の内部クロ ッ クの時間を設定します。

分

探傷器の内部クロ ッ クの分を設定します。

5.4 基本手順

次の項では、 基本的なタスクをすばやく実行するための手順をステップ式で説明し
ます。 本マニュアルでは、 これら基本手順の詳細を繰り返して、 複雑な内容で説明
するこ とはあ り ません。 

5.4.1 メニュー構造での操作

以下、 メニュー構造の操作に関する一般的な手順について説明します。 

メニューグループ、 メニュー、 およびパラ メータ値を選択するには

1. [ 次のグループ ： NEXT GROUP] ボタンを使って、 希望のメニューグループを選

択します。 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成では、 メニューグループをスクロール
するのに [ チェ ック ： CHECK] キーも使用します。

2. 必要なファンクシ ョ ンボタンに対応する [F<n>] ファンクシ ョ ンキーを使って、

メニューを選択します。 メニューインジケータが、 選択したメニューを特定しま
す （メニュー構造に関する詳細内容は、 88 ページ 5.1.1 参照）。

3. 必要なパラ メータボタンに対応する [P<n>]パラ メータキーを使って、 パラ メー

タを選択します。

5.4.2 パラメータ値の変更

次の手順では、 パラ メータボタンに関連する値を変更する方法について説明してい
ます。 パラ メータ値は、 編集可能または選択可能です。 
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パラメータ値を変更するには

1. 適切なメニュー （例 : “ パルサー ： Pulser” を選択） を使用して、 必要なセッ ト

アップページにアクセスします。

2. 対応する [P<n>]パラ メータキー （例 : “ ダンプ ： Damp” を選択） を押して、 必

要な値を選択します。

選択したパラ メータのボタンの背景が緑色に変わり、 フォーカスされているこ と
を知らせます （フォーカスの概念についての詳細は、 92 ページ 5.1.3 を参照）。

3. 矢印キーを使用するか調整ノブを回転して、 値を変更します。

編集した値はすぐに有効にな り ます。

4. 必要ならば、 次の方法の 1 つを使って値の増加 / 減少モードを粗調整または微調

整で切り替えるこ とができます。

 [ チェ ック ： CHECK] を押します （ノブ構成）。

または

 [上：UP]および [下：DOWN]矢印キーを押して粗調整を行い、 [左：LEFT]

および [右 ： RIGHT]矢印キーを押して、 微調整を行います （ナビゲーシ ョ

ンキーパッ ド構成）。

ボタンのラベルが括弧で囲まれている場合、 値の増加 / 減少は粗調整モードで

す。 また、 括弧がない場合は微調整モードです。

5.4.3 セッ トアップページでの操作

セッ ト アップページはパラ メータボタンからアクセスできます。 セッ ト アップペー
ジには、 関連のフ ィールド / パラ メータがあ り ます。

セッ トアップページで操作を行うには

1. 適切なメニュー （例 : “ 表示セッ ト アップ ： Display Setup” を選択） を使用して、

必要なセッ ト アップページにアクセスします。

2. 対応する [P<n>]パラ メータキー （例 : “ 表示セッ ト アップ ： Display Setup” を選

択） を押して、 必要な値を選択します。

3. [次のグループ ： NEXT GROUP] を押して、 変更するフ ィールド / パラ メータを

選択します。 ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構成では、 メニューフ ィールドを移動す
るするのにも [ チェ ック ： CHECK] キーを使用します。

4. 矢印キーを使用するか調整ノブを回転して、 値を変更します。
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5. [ エスケープ ： ESCAPE] を押すと、 メニューを出てライブ画面に戻り ます。

編集した値はすぐに有効にな り ます。 変更を取り消すこ とはできません。

5.4.4 仮想キーボードによる英数字値の入力

セッ ト アップページには、 単数または複数の英数字値を持つパラ メータがあ り、 仮
想キーボード もついています。 仮想キーボードでは、 USB キーボードがなくても簡

単に英数字を入力するこ とができます。 

仮想キーボードを使って英数字値を入力するには

1. 英数字値を持つパラ メータがあるセッ ト アップページにアクセスします。 

例えば、 116 ページ図 5-21 に示すよ うに、 “ 編集 ： Edit” セッ ト アップページに

アクセスするには、 “ 管理 ： Manage” >“ 編集 ： Edit” を選択します。

図 5-21    仮想キーボードによるオーナー登録セッ トアップページ

2. [次のグループ ： NEXT GROUP] ボタンを使って、 編集したいフ ィールドを選択

してから、 “ 編集 ： Edit” を選択します。
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3. 仮想キーボードから文字を入力するには

a) [左 ： LEFT] または [右 ： RIGHT]矢印キーを押すか、 調整ノブを回して、

追加する文字にカーソルを移動します。

b) INS を選択します。

4. ステップ 3 を繰り返し、 他の文字を入力します。

5. 入力した文字を削除するには

a) 二重矢印キー （<< または >>） を押して、 削除する文字にカーソルを移動し

ます。

b) DEL を選択します。

6. 入力したデータを保存してセッ ト アップページを出るには、 “ 適用 ： Apply” ボ

タンを選択するまで [次のグループ ： NEXT GROUP] を押し、 [P1] を押します。

5.5 リセッ ト メニュー

リ セッ ト メニューによ り、 オペレータは様々な探傷器機能を工場出荷時の標準値に
リセッ トするこ とができます。 リセッ ト メニューにアクセスするには、 “ 管理 ：

Manage”>“ リ セッ ト ： Reset” を選択します。 このタブを 117 ページ図 5-22 に示しま

す。

図 5-22    リセッ ト メニュー
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5.6 ソフ トウェア診断

“ ソフ ト ウェア診断 ： Software Diagnostic” メニューは、 EPOCH 600 の性能に影響す

る可能性のあるソフ ト ウェア問題を記録します。 このメニューはオ リ ンパスが ト ラ
ブルシューティングに使用する場合があ り ます。 “ ソフ ト ウェア診断 ： Software 
Diagnostic” メニューにアクセスするには、 “ 探傷器セッ ト アップ ： Inst Setup”>“ ソ

フ ト ウェア診断 ： Software Diagnostic” を選択します。
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6. パルサー / レシーバの調整

この章では、 EPOCH 600 でパルサー / レシーバを調整する方法について説明してい

ます。 内容は次のとおりです。

• 119 ページ 『感度 （ゲイン） の調整』

• 120 ページ 『自動 XX % 機能の使用』

• 121 ページ 『基準ゲインおよび補正ゲインの設定』

• 122 ページ 『パルサー調整』

• 126 ページ 『レシーバ調整』

• 128 ページ 『カスタムフ ィルタ設定』

6.1 感度 （ゲイン） の調整

感度を調整するには

1. [ゲイン ： dB] を押します。

2. 感度 （ゲイン） を粗調整または微調整で調整します。

最大感度は 110 dB です。
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6.2 自動 XX % 機能の使用

自動 -XX % 機能は、 EPOCH4 シ リーズの自動 -80 % 機能と同等のものです。

EPOCH 600 における “ 自動 XX % ： AUTO XX %” 機能のデフォルト設定は、 フルス

ク リーンの高さ （FSH） 80 % です。 アプ リ ケーシ ョ ンの必要性に応じて、 希望する

FSH 値 （XX） に調整するこ とができます。

自動 -XX % 機能は、 ゲート設定したエコーピークを XX % FSH に移動し、 すばやく

ゲイン （dB） を調整する機能です。 自動 -XX % 機能は、 特に探傷器の基準ゲインレ

ベルを確定するために、 エコーを XX % FSH まで上げるのに有用です （詳細情報は、

121 ページ 6.3 を参照）。

自動 XX % 機能は、 どのゲートでもエコーを XX % FSH に調整するのに使用できま

す。

自動 XX % 機能を使用するには

1. [ゲート ： GATES] を押して、 調整するエコーを測定するゲート を選択します。

2. [2ND F]、 （自動 XX % ： AUTO XX %） を押し、 自動 XX % 機能を有効にします。

自動 XX % は、 操作中いつでも有効にするこ とができます。 ゲート をあえて選

択しない場合、 自動 -XX % は最後に調整したゲートに適用されます。

自動 XX % は、 エコーが指定した振幅を超える場合に使用できます。 エコーは

XX % FSH の上または下のいずれにな り ます。 信号の振幅が非常に高い場合

（500 % FSH 以上） は、 自動 XX % 機能を何回も操作する必要があ り ます。
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6.3 基準ゲインおよび補正ゲインの設定

現在のシステム感度を基準 （ベース） レベルと して設定するこ とは、 基準ゲインレ
ベルの確定が必要な検査や補正ゲインの加算や減算が必要な検査に有用です。

補正ゲインを加算するには

1. [2ND F]、 （REF dB） を押します。

ゲイン表示は次のとおりです。 基準 XX.X + 0.0 dB。 こ こで、 補正ゲインを加算

または減算できます。

2. 補正ゲインを粗調整または微調整で調整します。

粗調整モードでは、 ゲイン値 ±6 dB で調整します。 微調整モードでは、 ゲイン値

±0.1 dB で調整します。

基準ゲインと補正ゲインを使用している間、 画面の下部に次のパラ メータが表示さ
れます。

加算

基準ゲインに補正ゲインを加算した り、 基準ゲイン機能を解除するために使用し
ます。

基準 / 補正

補正ゲイン値と補正ゲイン値 0.0 dB （基準レベル） を交互に切り替え、 振幅を基

準表示値と直接比較できるよ うにします。

オフ

補正ゲイン値を基準ゲイン値に加算せずに、 基準ゲイン機能を解除します。

+6 dB

基準ゲイン値に 6 db を加算します。 このボタンを押すたびに 6 dB が加算されま

す。

–6 dB

基準ゲイン値から 6 db を減算します。 このボタンを押すたびに 6 dB が減算され

ます。
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6.4 パルサー調整

EPOCH 600 のパルサー設定は、 “ パルサー ： Pulser” メニューで行います。 パルサー

セッ ト アップパラ メータは、 次のとおりです。

• パルス繰り返し周波数 （PRF）

• パルスエネルギー （電圧）

• ダンピング

• テス トモード

• パルサー波形

• パルサー周波数選択 （パルス幅）

6.4.1 パルス繰り返し周波数 （PRF）

パルス繰返し周波数 （PRF） は、 EPOCH 600 の電子回路による探触子の励起の頻度

を示す単位です。 

PRF は、 通常、 検査方法や試験体の形状に基づいて調整されます。 ビーム路程 （W）

の長い試験体では、 ディ スプレイの不要な信号の原因となるラ ップアラウンド干渉
を避けるために PRF 値を下げる必要があ り ます。 探触子が高速で試験体上を移動す

るアプリ ケーシ ョ ンでは、 小さな欠陥を確実に検出するために、 PRF 値を高く設定

する必要がある場合がよ くあ り ます。

EPOCH 600 では、 手動で PRF 値を 50 Hz 単位 （粗調整モード） または 10 Hz 単位

（微調整モード） で、 10 Hz ～ 2000 Hz の範囲で調整するこ とができます。 探傷器に

は、 2 つの自動 - 基準設定も付いており、 スク リーンの範囲に合わせて自動的に PRF
を調整するこ とができます。

PRF 値の調整方法を選択するには

 “ パルサー ： Pulser” > “PRF モード ： PRF Mode” を選択してから、 設定を変更し

ます。 使用可能な選択肢は、 次のとおりです。

自動

PRF 値を選択したスク リーンの範囲に合わせて自動的に PRF 値を設定しま

す。

手動

PRF 値を手動で設定します。
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PRF 値を手動 PRF モードで調整するには

1. “ パルサー ： Pulser” > “PRF モード ： PRF Mode” = “ 手動 ： Manual” を選択しま

す。 

2. PRF を選択し、 PRF を粗調整モードまたは微調整モードで調整します。

EPOCH 600 はシングルシ ョ ッ ト機能を採用しています。 これは、 1 つの完全な

波形を構築するのに複数回の取得を行うのではなく、 1 つのパルスごとに、 完全

な A- スキャンを取得、 測定、 描画するこ とを意味します。 EPOCH 600 における

測定レート と PRF は、 マルチプレクサを使用しない限り、 常に等し くな り ます。

6.4.2 パルスエネルギー （電圧）

EPOCH 600 では、 パルス電圧を 100 V 単位で、 0 V から 400 V までの範囲で調整す

るこ とができます。 このよ う な柔軟性を備えているため、 バッテ リーの寿命を延長
したいと きの最小値から、 最も測定が困難な試験体に対する非常にハイパワーなパ
ルサーの設定までが可能です。

パルサー電圧を調整するには

 “ パルサー：Pulser” >“ 電圧：Energy” を選択してから、電圧値を変更します。 
“ 電圧 ： Energy” 調整では、 粗調整モード と微調整モードのステップは同じです

（100 V）。

探傷器のバッテ リーと探触子を長持ちさせるために、 測定上問題がない場合は、
電圧を低めに設定してください。 ほとんどのアプリ ケーシ ョ ンでは、 200 V を超

える電圧設定は必要あ り ません。
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6.4.3 ダンピング

ダンピングコン ト ロールは、 内部抵抗回路を通じて、 高分解能測定のための波形を
最適化します。 EPOCH 600 では、 50 Ω、 100 Ω、 200 Ω、 または 400 Ω の 4 つのダン

ピング設定ができます。 

ダンピングを調整するには

 “ パルサー ： Pulser” >“ ダンプ ： Damp” を選択した後、 設定を変更します。 

一般に、 低い抵抗値 （Ω） を設定する とシステムダンピングが増加し、 近距離分

解能が向上します。 高い抵抗値を設定する とシステムダンピングが減少し、 遠距
離分解能が向上します。

適切なダンピング設定を選択する と、 EPOCH 600 は使用する探触子に応じて微調整

を行います。 使用中の探触子に応じて、 各種ダンピング設定によ り近距離分解能を
高めたり、 遠距離分解能を高めます。

6.4.4 テストモード

EPOCH 600 は、 “ パルサー ： Pulser” >“ モード ： Mode” パラ メータで選択できる 3
つのテス トモードで動作できます。

P/E

一振動子型探触子によ り超音波信号を送受信するパルスエコーモードを選択しま
す。 いずれかの探触子コネク タを使用。

デュアル

超音波信号の送信用および受信用の 2 つの振動子の付いた探触子によるピッチア

ンドキャ ッチモードを選択します。 探触子接続と ラベルの付いた T/R を送信コネ

クタ と して使用。

透過

2 つの探触子を試験体の両側に挟み込み配置する透過モードを選択します。 超音

波信号の送信用探触子と受信用探触子を使用。 探触子接続と ラベルの付いた T/R
を送信コネク タ と して使用。
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透過 （Thru） モードを使って、 一方向のビーム路程を補正する場合、

EPOCH 600 は、 厚さ測定計算中に経過時間を 2 等分するこ とはできません。

テストモードを調整するには

 “ パルサー ： Pulser” >“ モード ： Mode” を選択した後、 設定を変更します。 

6.4.5 パルサー波形

EPOCH 600 は、 “ パルサー ： Pulser” >“ パルサー ： Pulser” パラ メータで選択できる

2 つのパルサー波形モードで動作します。

スパイク

探触子を励起する狭帯域パルスを使い、 従来のスパイ クパルスを発生させます。

スクエア

パルスの幅を調整して、 探触子の反応を最適化します。

EPOCH 600 は、 PerfectSquare 技術によ り、 調整可能なスクエア波パルサーから

の反応を最適化します。 この PerfectSquare 技術によ り、 接続された探触子の駆

動電圧を最大にし、 優れた近距離分解能を提供します。

パルサー波形を調整するには

 “ パルサー ： Pulser” >“ パルサー ： Pulser” を選択した後、 設定を変更します。
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6.4.6 パルサー周波数選択 （パルス幅）

“ パルサー ： Pulser” >“ パルサー ： Pulser” = “ スクエア ： Square” のと き、 パルサー

周波数を選択してパルス幅を設定します。 この周波数の選択によ り、 使用中の探触
子から最高の性能を引き出すために、 各パルスの形状と持続時間を調整するこ とが
できます。 一般に、 最高の性能は使用中の探触子の中心周波数にできるだけ近づけ
るよ うにパルサー周波数を調整して達成します。

パルサー周波数を調整するには

 “ パルサー ： Pulser” >“ 周波数 ： Freq” を選択した後、 設定を変更します。 

実際の結果は、 試験体や探触子の中心周波数のばらつきによ り異なる場合があ り
ます。 最大限の超音波性能を得るために、 探触子と試験体でさまざまな設定を試
みるこ とをお奨めします。

6.5 レシーバ調整

レシーバ設定は、 “ レシーバ ： Rcvr” メニューで行います。 レシーバパラ メータは、

次のとおりです。

• デジタルレシーバフ ィルタ

• 波形検波

6.5.1 デジタルレシーバフ ィルタ

合計帯域幅は、 –3 dB で 26.5 MHz です。 探傷器には、 8 種類の標準固定デジタル

フ ィルタがあ り ます。 これらのフ ィルタは、 検査周波数帯域外の不要な高周波数ノ
イズや低周波数ノ イズをフ ィルタで除去するこ とによ り、 探傷器の S/N 比を改善す

るよ うに設計されています。 標準フ ィルタ設定は、 EN12668-1 に必要なダイナミ ッ

クレンジ （dB） を提供するこ と もできます。

ほとんどの場合、 使用中の探触子の周波数をカバーする広帯域または狭帯域フ ィル
タを選択します。 ほとんどの試験体で周波数スペク ト ラムがシフ トするため、 探傷
器の性能を高めるにはフ ィルタ設定を調整する必要があ り ます。 どの材料も異なる
ため、 用途に基づいて、 最適なレシーバ設定を行います。
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EPOCH 600 には、 EN12668-1 に準拠した次の 8 種類のフ ィルタがあ り ます。

• 2.0 MHz ～ 21.5 MHz

• 0.2 MHz ～ 10.0 MHz

• 0.2 MHz ～ 1.2 MHz

• 0.5 MHz ～ 4.0 MHz

• 1.5 MHz ～ 8.5 MHz

• 5.0 MHz ～ 15.0 MHz

• 8.0 MHz ～ 26.5 MHz

• DC ～ 10 MHz

フ ィルタを調整するには

 “ レシーバ ： Rcvr” >“ フ ィルタ ： Filter” を選択した後、 フ ィルタ設定を変更しま

す。

6.5.2 波形検波

EPOCH 600 は、 “ レシーバ ： Rcvr” >“ 検波 ： Rect” パラ メータで選択できる、 “ 全

波 ： Full-wave”、 “ プラス半波 ： Half-wave Positive”、 “ マイナス半波 ： Half-wave 
Negative”、 RF （波形調整されていない） の 4 種類の検波モードの 1 つで操作するこ

とができます。

RF モードは、 DAC モードや “ ピーク表示 ： Peak Memory” などの特殊ソフ ト

ウェア機能モードで操作している間は設定できません。

検波を調整するには

 “ レシーバ ： Rcvr” >“ 検波 ： Rect” を選択した後、 検波設定を変更します。
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6.6 カスタムフ ィルタ設定

EPOCH 600 は、 お客様のご要望によ りオ リ ンパスが開発したカスタムフ ィルタ設定

を保存するこ とができます。 詳しい内容については、 オ リ ンパスにお問い合わせく
ださい。
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7. 特殊波形機能の管理

この章では特殊な波形機能の管理方法について説明します。 内容は次のとおりです。

• 129 ページ 『リ ジェク ト 』

• 130 ページ 『ピーク表示』

• 132 ページ 『ピークホールド』

• 132 ページ 『フ リーズ』

• 133 ページ 『グ リ ッ ドモード』

7.1 リジェク ト

“ レシーバ ： Rcvr”>“ リ ジェ ク ト ： Reject” パラ メータによ り、 画面から不要なレベ

ルの信号を排除します。 リ ジェク ト機能は、 線形で 0 % から 80 % FSH の範囲で調整

可能です。 リ ジェク ト レベルを増加しても リ ジェク ト レベル以上の信号振幅に影響
するこ とはあ り ません。

リ ジェク ト機能は、 波形調整されていない “ レシーバ ： Rcvr”>“ 検波 ： Rect” = 
RF モードでも使用するこ とができます。

リ ジェク ト レベルは、 探傷器の画面上に水平ラインで表示されます （130 ページ図

7-1 参照）。 波形調整されていない “ レシーバ ： Rcvr”>“ 検波 ： Rect” = RF モードの

場合は、 2 本のラインで表示されます。
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図 7-1    リジェク ト レベルを示す水平のライン

7.2 ピーク表示

ピーク表示機能によ り、 各 A- スキャンデータ収集の振幅を画面上にキャプチャ ・ 保

存するこ とができます。 画面の各ピクセルによ り大きな振幅が取得される とキャプ
チャされた画面が更新されます。 探触子を反射源に対し走査する と、 探触子の動き
と と もに信号エンベロ ップが画面上に緑色のラインでホールド されます （131 ページ

図 7-2 参照）。 また、 現在のライブ波形が信号エンベロ ップ内の該当する位置に表示

されます。

リジェク ト レベルの
ライン
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図 7-2    ピーク表示信号エンベロップの例

この機能は、 斜角探傷時に波形のピークを見つける と きに必要になり ます。

ピーク表示機能は、 波形調整されていない “ レシーバ ： Rcvr”>“ 検波 ： Rect” = 
RF モードでは使用できません。

ピーク表示機能を有効にするには

1. [ ピーク表示 ： PEAK MEM] を押します。

記号がフラグエ リ アに表示され、 機能が有効であるこ とを示します。

2. 反射源の上をスキャンし、 エコーエンベロ ップを取得します。

3. [ ピーク表示 ： PEAK MEM] をも う一度押して、 ピーク表示機能をオフにしま

す。

ピーク表示フラグ

ピーク表示信号エンベロップ
（青色のライン）

現在のライブ波形
（緑色のライン）
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7.3 ピークホールド

ピークホールド機能は、 ピーク表示機能と類似した機能で、 この機能へのアクセス
時の画面をキャプチャします。 違いは、 ピークホールド機能では、 キャプチャした
波形が画面上でフ リーズされ、 ラ イブ波形がフ リーズした波形の振幅を超えても更
新されないこ とです。

ピークホールド機能は、 既知の試験体から波形を取得後に、 未知の試験体の波形と
比較する場合に有効です。 波形の類似点や相違点は、 未知の試験体における合格判
定基準の決定に役立ちます。

ピークホールド機能を有効にするには

1. 画面上のエコーを取得します。

2. [2ND F]、 （ピークホールド ： PEAK HOLD） を押します。

これによ り、 画面がキャプチャされ、 ラ イブ波形と比較しながら見るこ とができ

ます。 記号が、 A- スキャン表示画面の右側に現れ、 機能が有効であるこ とを

示します。

3. [2ND F]、 （ピークホールド ： PEAK HOLD） をも う一度押して、 ピークホールド

機能を解除します。

7.4 フリーズ

フ リーズ機能は、 [ フリーズ ： FREEZE] を押した瞬間の画面情報を保持またはフ

リーズします。 フ リーズ機能が有効になる と、 EPOCH 600 のパルサー / レシーバは

オフになり、 それ以上のデータ取得は行いません。 記号が画面の右側に現れ、 フ

リーズ機能が有効であるこ とを示します。 [FREEZE] を再度押すと、 通常のライブ表

示に戻り ます。 

フ リーズ機能は、 現在の A- スキャンをホールド しながら、 探触子を試験体から離す

こ とができるので、 波形を保存する と きに便利です。 フ リーズしたら、 様々な探傷
器の機能を使用できます。 以下、 使用可能な機能の一例です。

• ゲートの移動 ： 測定データを取得したい領域の上にゲート を置きます。

• ゲイン ： 高い補正ゲイン値を使用している と きは、 目的の信号を増幅するか信号
の振幅を減衰させるこ とができます。
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• 測定範囲および遅延 ： 時間基準を管理して、 特定の領域にフォーカスできます。
ただし、 測定範囲を広げるこ とはできませんが、 測定範囲を狭めてフ リーズした
波形の特定領域に 「ズームイン」 するこ とができます。

• 検波 ： フ リーズした波形の検波表示を調整します。

• データロガー

• 印刷

フ リーズ機能が有効なと きは、 次のパラ メータにアクセスした り変更した りするこ
とはできません。

• ゼロ調整

• 測定範囲 （範囲を広げるこ とはできません）

• PRF、 電圧、 モード、 パルサー波形、 フ ィルタなどのパルサー / レシーバ設定

7.5 グリ ッ ドモード

EPOCH 600 は、 アプリ ケーシ ョ ンに応じて、 わかりやすい A- スキャンを表示する

様々なグ リ ッ ドモードを備えています。 

グリ ッ ドモードを調整するには

1. “ 表示セッ ト アップ ： Display Setup” >“ 表示セッ ト アップ ： Display Setup” を選

択し、 “ 表示 ： Display” セッ ト アップメニューを開きます。 

2. [次のグループ ： NEXT GROUP] ボタンを使って、 “X- 軸グ リ ッ ドモード ： X-
Axis Grid Mode” パラ メータにフォーカスします （134 ページ図 7-3 参照）。
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図 7-3    x- 軸グリ ッ ドモードの選択

3. オプシ ョ ンから目的の x- 軸グ リ ッ ドモードを選択します （135 ページ図 7-4 参

照）。
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図 7-4    x- 軸グリ ッ ドモード

4. “Y- 軸グ リ ッ ドモード ： Y-Axis grid Mode” パラ メータにフォーカスします。

5. 目的の y- 軸グ リ ッ ドモードを選択します （136 ページ図 7-5 参照）。

“ 標準 ： Standard” グリ ッ ド ： 画面の範囲を 10
区分に等分割した従来の表示方法で、 各区分
の下に 1 ～ 10 の数字を表示。

“ ビーム路程 ： Sound Path” グリ ッ ド ： 水平軸

に沿って画面を等分割し、 実際のビーム路程
測定を表示。 このモードは、 ビーム路程の値
を 5 等分に分割し表示します （“ 基本 ：

Basic” >“ 測定範囲 ： Range”、 “ 基本 ：

Basic” >“ 遅延 ： Delay”、 および “ 測定セッ ト

アップ ： Meas Setup” >“ 単位 ： Unit” 設定に依

存します）。

“ レグ ： Leg” グリ ッ ド ： 斜角検査のレグを示

す縦のラインを表示。 このモードは、 最大 4
区分に分けられ （L1 ～ L4） 斜角検査中にお

ける試験体の各 1/2 スキップの距離を表示し

ます。 表示されるグリ ッ ド間の間隔や区分
は、 “ 基本 ： Basic” >“ 測定範囲 ： Range”、 “
基本 ： Basic” >“ 遅延 ： Delay”、 および “ 斜角

設定 ： Trig” >“ 板厚 ： Thick” （材料の厚さ） パ

ラ メータに依存します。
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図 7-5    y- 軸グリ ッ ドモード

100 % 110 %

100 % または 110 % グリ ッ ド ： 縦 Y- 軸上に表

示される最大振幅の高さ。
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8. ゲート

この章では、 EPOCH 600 にあるゲートの使用方法について説明しています。 内容は

次のとおりです。

• 138 ページ 『測定ゲート 1 および 2』

• 140 ページ 『基本のゲートパラ メータのク イ ッ ク調整』

• 141 ページ 『ゲート測定モード』

• 144 ページ 『測定値の表示』

• 144 ページ 『ゲート ト ラ ッキングおよびエコー to エコー測定』

• 146 ページ 『タイムオブフライ ト （TOF） モードの操作』

• 146 ページ 『ズームの使用』

• 148 ページ 『ゲート アラーム』
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8.1 測定ゲート 1 および 2

EPOCH 600 には、 2 つの独立した測定ゲートがあ り ます。 A-スキャンでは、 ゲート

はスタート とエンドが固定された水平ラインで表示されます。 この水平ラインの長
さ と位置は、 ビーム路程レンジを示しており、 ゲート ラ インの高さ位置は、 エコー
振幅の閾値レベルを示します。 EPOCH 600 では、 ゲート 1 は、 赤色の実線で表示さ

れ、 ゲート 2 は青色の中抜きラインで表示されます。

図 8-1    ゲート 1 およびゲート 2 （エコー to エコーがオン）

両ゲートは、 垂直探触子を用いた厚さ測定や斜角探触子を用いたビーム路程および
深さの測定、 信号振幅の測定、 マイ クロ秒単位でのタイムオブフライ ト測定、 閾値
や最小深さに応じたアラーム設定に使用するこ とができます。 また、 エコー to エ

コー厚さ測定を行う場合、 両ゲート を同時に使用するこ とができます。

“ ゲート 1 ： Gate 1” および “ ゲート 2 ： Gate 2” メニューにあるパラ メータを使っ

て、 ゲート を管理できます （139 ページ図 8-2 参照）。

ゲート 1 （赤色）

ゲート 2 （青色）
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図 8-2    ゲート 1 メニュー

使用可能なゲートパラ メータは、 次のとおりです。

“ ズーム ： Zoom”

ゲートの幅を拡大表示します （詳しい内容は、 146 ページ 8.7 を参照）。

“ スタート ： Start”

 ゲートの開始位置を調整します。

“ 幅 ： Width”

 ゲートの幅を調整します。

“ レベル ： Level”

 ゲートの縦方向の位置を調整します。

“ アラーム ： Alarm”

ゲートのアラーム条件を選択します （詳しい内容は、 148 ページ 8.8 を参照）。

“ 最小深さ ： Min Depth”

最小深さアラームを ト リガーする最小深さの値を調整します。 このパラ メータは
“ アラーム ： Alarm” = “MinDepth ： 最小深さ ” の場合にのみ使用可能です。
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“ ステータス ： Status”

ゲートの状態 （オンとオフ） を切り替えます。

8.2 基本のゲートパラ メータのクイック調整

[ゲート ： GATES] ダイレク トアクセスキーを使って、 基本的なゲート調整を行う

ことができます。

ゲートの位置をすばやく調整するには

1. [ゲート ： GATES] ダイレク ト アクセスキーを押します。

メ イン画面の右側のダイレク ト アクセスゲートパラ メータボッ クスがフォーカス
されます。 ゲートパラ メータボッ クスは、 最初に使用可能なゲートパラ メータを
表示します （140 ページ図 8-3 参照）。 

図 8-3    ダイレク トアクセスゲートパラ メータボックス

2. 粗調整または微調整を使って、 値を編集します。

3. 選択しているゲートに別のパラ メータ、 または他の有効なゲートにパラ メータを
選択するには、 [ゲート ： GATES] キーを押して、 目的のパラ メータを選択しま

す。

[ゲート ： GATES] キーを続けて押すと、 “G1 スタート ： G1Start”、 “GI 幅 ：

GIWidth”、 “G1 レベル ： G1Level”、 “G2 スタート ： G2Start”、 “G2 幅 ：

G2Width”、 “G2 レベル ： G2Level” が表示されます。

ダイレク トアクセスゲートボタン
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[ゲート ： GATES] キーは、 現在有効なゲートだけへのアクセスを可能にしま

す。 ゲート を有効にするには、 “ ゲート ： Gate”<n> >“ ステータス ： Status” = オ

ンを選択します。

4. 目的のパラ メータを選択したら、 粗調整または微調整を使って値を編集します。
必要に応じて、 粗調整モード と微調整モードを切り替えます。

ダイレク ト アクセス [ゲート ： GATES] キーを使って、 ゲート を調整する場合、

画面下部にあるパラ メータキーメニューが消え、 ゲートが有効なパラ メータにな
り ます。 前に選択したサブメニューに戻るには、 [ エスケープ ： ESCAPE] また

は [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを押します。 これによ り、 すばやく

ゲート位置を調整し、 直ちに前に操作したパラ メータに戻るこ とができます。

8.3 ゲート測定モード

EPOCH 600 の 2 つのゲートは、 3 種類の測定モードのうちの 1 つに基づき、 ゲート

をク ロスする波形指示を測定します。 “ ゲート ： Gate” “ セッ ト アップ ： Setup” メ

ニューで、 各ゲートの測定モードを定義するこ とができます （142 ページ図 8-4 参

照）。
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図 8-4    ゲートセッ トアップメニュー

使用可能なパラ メータは次のとおりです。

G<n>“ モード ： Mode”

各ゲートでは次のモードを使って測定できます。

エッジ

ゲート をク ロスする信号の最初のクロスポイン トの位置に基づく測定値。
エッジ測定を行うには、 波形がゲートの閾値を超えている必要があ り ます。
これはフランクモード と も呼ばれます。

ピーク

ゲート設定された画面の範囲内で一番大きいピーク位置に基づく測定値を取
得します。 ピーク測定では、 波形はゲート閾値をクロスする必要はあ り ませ
ん。

1st ピーク

ゲート設定された領域内でゲートの閾値を超える最初のピーク位置に基づく
測定値を取得します。

測定ゲートの 1 つを使って測定する場合、 小さな三角形がゲートに表示され、 ど

のエコー / ポイン トから測定値を取得しているかを示します （143 ページ図 8-5
参照）。 
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図 8-5    エッジ、 ピーク、 1st ピークモードにおいて測定がト リガーされた

位置を示す矢印

G<n> RF

波形調整されていない （RF） モードで、 ゲートの極性を選択します。 次のオプ

シ ョ ンがあ り ます。

デュアル

ゲートは、 X- 軸の正極側および負極側に表示されます。 位置と幅は同一で、

ゲート閾値が X- 軸に対し対称になり ます （例 ： 25 % および –25 %）。

ポジティブ

ゲートは、 X- 軸の正極側にのみ表示されます。

ネガティブ

ゲートは、 X- 軸の負極側にのみ表示されます。

G<n> %Amp

エッジモードのみで、 ゲート をク ロスする欠陥指示の振幅を測定する方法を定義
するこ とができます。

ピーク最高位置

ゲート設定された範囲内で一番高いピークのある欠陥指示の振幅測定を取得
します。

1st ピーク

ゲート設定された範囲内で最初のピークがある欠陥指示の振幅測定を取得し
ます。 このピークが測定するゲートの閾値を超える必要があ り ます。 この

エッジ ピーク 1st ピーク
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モードでは、 ゲートに 2 つの三角形が表示されます。 三角形の表示は、 厚さ

またはビーム路程 / 深さ測定を実行中のポイン ト を示します。 中抜き三角形

の表示は、 振幅測定を実行中のポイン ト を示します。

EPOCH 600 は、 目的の欠陥指示が画面のゲート設定された範囲内にない場合に

は、 測定値を取得しません。 上記の測定モード定義に従って、 ゲート設定された
範囲内に波形を描く よ うに、 測定ゲートの “ 開始位置 ： Start”、 “ 幅 ：

Width”、 “ 閾値 ： Level” を適切に調整する必要があ り ます。

8.4 測定値の表示

EPOCH 600 には、 測定結果を表示するカスタマイズ可能な 5 つの測定値ボッ クスが

あ り ます。 これらの測定値は、 欠陥波形指示から目的のデータを表示するために、
適切に定義する必要があ り ます。

測定値ボッ クスの定義および表示可能な測定値の一覧について詳し くは、 106 ページ

5.3.2 を参照して ください。

8.5 ゲート ト ラ ッキングおよびエコー to エコー測定

EPOCH 600 のゲート ト ラ ッキング機能では、 必要に応じていつでもエコー to エコー

測定を行う こ とができます。 エコー to エコー測定は、 ゲート 2 – ゲート 1 の間で行

う こ とができます。

ゲート ト ラ ッキング機能は、 最初のゲートの欠陥指示の位置と 2 番目のゲートのス

タート位置の間を一定間隔に維持します。 このダイナイ ッ クモビ リ ティによ り、 他
の欠陥指示を測定したい場所に必ずト ラ ッキングゲートが配置されます。 ゲート ト
ラ ッキング機能をオンにする と、 ト ラ ッキングゲートの開始位置の値 （測定に必要
な 2 番目のゲート ） を基に、 固定した開始位置ではなく、 ゲート間の距離間隔を定

義します。
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ゲート 1 およびゲート 2 によるエコー to エコー測定

1. “ ゲート 1 ： Gate 1”>“ ステータス ： Status” = オンと “ ゲート 2 ： Gate 2”>“ ス

テータス ： Status” = オンを選択して、 両方のゲート を有効にします。

2. 145 ページ図 8-6 の例にあるよ うに、 ゲート 1 を最初に検出するエコーの上に配

置し、 ゲート 2 を 2 番目に検出するエコーの上に配置します。 
“ ゲート 2 ： Gate 2” >“ 開始位置 ： Start” 位置は、 ゲート 1 の波形指示の位置と

ゲート 2 の開始位置の距離間隔を定義します。

図 8-6    エコー to エコー測定の例

3. “ ゲートセッ ト アップ ： Gate Setup” >“G2 ト ラ ッ ク ： G2 Tracks” = オンを選択

し、 ゲート 2 を ト ラ ッキングゲート と して設定します。

エコー to エコーモードフラグが、 画面の右側に現れ、 探傷器がゲート 1 と

ゲート 2 の各波形指示の距離間隔を測定しているこ とを示します。

4. 測定値を表示するには、 測定値ボッ クスの 1 つを G2-1 パラ メータを表示するよ

うに設定します （詳細は、 106 ページ 5.3.2 を参照）。

エコー to
エコーフラグ

2 ゲートの

波形指示間の
距離測定
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8.6 タイムオブフライ ト （TOF） モードの操作

EPOCH 600 は、 ゲート をク ロスする欠陥指示のタイムオブフライ ト （TOF） のビー

ム路程データを表示するこ とができます。 タイムオブフライ トは、 反射源の位置を
マイ ク ロ秒 （μs） で表示します。

タイムオブフライ トモードでは、 測定値を 2 で除算しません。 試験体全体を通過し

た往復のタイムオブフライ トが表示されます。

タイムオブフライ トモードで厚さ測定を行う場合、 EPOCH 600 では、 材料音速 × タ

イムオブフライ ト値を 2 で除算して試験体の厚さを算出するこ とを思い出して くだ

さい。 これを行わなかった場合、 音波ビームエネルギーが二度試験体を通過するた
め、 探傷器は実際の厚さの 2 倍の値を表示します。

探傷器が、 タイムオブフライ トモードで距離を表示するよ うにセッ ト アップされ
ている場合、 “ 基本 ： Basic” >“ 音速 ： Velocity” パラ メータは無効になり ます。

これはタイムオブフライ トモードが、 ビーム路程測定値の計算に材料音速を使用
しないためです。

タイムオブフライ トモードで操作するには

 “ 測定セッ ト アップ ： Meas Setup” >“ 単位 ： Unit” = μs を選択します。 

タイムオブフライ トモードでは、 すべての距離測定はインチやミ リ メートルでは
なくマイ ク ロ秒で表示されます。

8.7 ズームの使用

EPOCH 600 では、 画面の範囲をすばやくズームし、 特定の検査ゾーンを高分解能で

表示するこ とが可能です。 ズーム表示を使用する と、 探傷器は自動的にスク リーン
遅延を適用して、 ゲート開始位置に対応するポイン ト を画面左側に移動させ、 表示
範囲をゲート幅に合う よ うに調整します。 新し く設定された表示範囲は、 ズーム前
のゲート幅と等し くな り ます。 拡大可能な最小表示範囲は、 現在の材料音速設定値

での最小測定範囲に相当します。 ズーム表示機能がオンの場合は、 フラグが画面

の右側に現れます。
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8.7.1 ズームをオンにする

ゲート 1 にズーム表示を適用するには

1. “ ゲート 1 ： Gate 1” >“ ステータス ： Status” = オンを選択し、 ゲート 1 をオンに

します。

2. ゲート 1 を目的の位置に配置します。

3. “ ゲート 1 ： Gate 1” >“ ズーム ： Zoom” を選択します。

ゲート 2 にも同じプロセスを適用可能ですが、 ズーム機能で同時にオンにできる

のは 1 つのゲートだけです。

8.7.2 ズーム表示の用途

ズーム表示機能は、 特定の欠陥検出アプリ ケーシ ョ ンで使用する と特に有用です。
例えば、 粒界応力腐食割れ （IGSCC） のよ う な多面上の割れを検出する場合、 試験

体の形状や欠陥そのものの特殊な性質によ り、 検査作業が複雑になるこ とがあ り ま
す。 パイプカウンタボアが溶接ルート部に近い場合、 3 つの信号がすべて互いに非常

に近い場所 （溶接ルート部、 カウンタボア、 亀裂自体） に現れる可能性があ り ます。
この場合、 ズーム機能を使う こ とによ り、 EPOCH 600 の表示分解能が向上し、 各信

号がよ り簡単に識別できるよ うにな り ます。

亀裂からの信号を評価する場合、 通常はエコーの立ち上がりエッジ部分を注視しま
す。 信号の立ち上がりエッジに見られる小さなピークの数と位置を観察するこ とに
よ り、 亀裂の異なる枝の存在と位置を予測できるよ うにな り ます。 ズーム表示機能
を使う こ とによ り、 欠陥指示のよ り詳細な表示が得られ、 亀裂の位置と深さをよ り
正確に判断するこ とができます。

ズーム表示機能は、 特に測定範囲が広く詳細な波形表示ができない大形試験体や厚
肉材の検査に有効です。 ズーム表示機能を使う こ とによ り、 探傷器の本来の校正に
支障をきたすこ とな く、 試験体の小さな部分を観察するこ とができます。
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8.8 ゲートアラーム

EPOCH 600 では、 各測定ゲートにおいて様々なアラーム設定が可能です。 波形調整

されていない （RF） モードでは、 これらのアラームを正極、 負極、 またはデュアル

ゲートモードで設定するこ とができます。

デフォルトでは、 アラーム条件がト リガーされる と、 EPOCH 600 は可聴音を発生し

ます。 探傷器では、 画面ウ ィンド ウの上部にある赤色のインジケータランプが、 ア
ラームが ト リガーされたゲートに対応して点灯します。 可聴アラームのオン ・ オフ
を切り替えるには、 110 ページ 5.3.3 を参照して ください。

ゲート アラームには、 正極閾値、 負極閾値、 最小深さの 3 種類があ り ます。

8.8.1 閾値アラーム

閾値アラームは、 ゲート 1 またはゲート 2 に設定できます。

正極ロジッ クアラームの場合は、 信号がゲート閾値を上回る とアラームが動作しま
す。 負極ロジッ クアラームの場合は、 信号がゲート閾値を下回る とアラームが動作
します。 

閾値アラームを設定する と、 ゲートの終点のチェッ クマークの形状が変化します。
正極ロジッ クアラームの場合にはチェッ クマークは上向きに表示され、 負極ロジッ
クアラームの場合は下向きに表示されます （149 ページ図 8-7 参照）。 ゲート アラー

ムがオンでファイル保存時にアラームが ト リガーされる と、 すべてのアラーム条件
が EPOCH 600 データロガーに保存されます。 保存されたすべての ID は、 ゲート 1
アラームに対する有効なアラーム表示 A1、 ゲート 2 アラームに対するアラーム表示

A2、 またはインターフェイスゲート アラームに対するアラーム表示 AIF を持ってい

ます。
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図 8-7    アラーム閾値の種類を示すゲートチェ ックマーク

閾値アラームを設定するには

1. “ ゲート ： Gate”<n> >“ ステータス ： Status” = オンを選択して、 ゲート をオンに

します。

2. 目的のエリ アをカバーするよ うにゲート を配置します。

3. “ ゲート ： Gate”<n> > “ アラーム ： Alarm” を選択した後、 “ ポジティブ ：

Positive” または “ ネガティブ ： Negative” 閾値アラームの条件を選択します。

8.8.2 最小深さアラーム

EPOCH 600 は、 現在の厚さ表示値が設定されたレベルを下回る と動作する最小深さ

アラーム機能を備えています。 最小深さアラームはシングルゲート またはエコー間
（エコー to エコー） 測定モードで使用できます。

8.8.3 シングルゲートでの最小深さアラーム

最小深さアラームが有効になる と、 ゲート上にマーカーが現れ、 現在の設定を表示
します （150 ページ図 8-8 参照）。 ゲート閾値を超えたエコーがマーカーの左側に現

れたと きアラームが作動します。

オフ

ポジテ ィブ

ネガテ ィブ
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図 8-8    最小深さアラームマーカー

最小深さアラームを設定するには

1. “ ゲート ： Gate”<n> >“ ステータス ： Status” = オンを選択して、 ゲート をオンに

します。

2. 目的のエリ アをカバーするよ うにゲート を配置します。

3. “ ゲート ： Gate”<n> > “ アラーム ： Alarm” = “ 最小深さ ： Min Depth” を選択し

ます。

4. “ ゲート ： Gate”<n> > “ 最小深さ ： Min Depth” を選択した後、 目的の最小値に

変更します。 最小深さアラーム値は、 ゲート開始位置の値よ り も大き く、 ゲート
幅の設定値よ り も小さ く します。

8.8.4 ゲート ト ラ ッキングでの最小深さアラーム

EPOCH 600 は、 ゲート ト ラ ッキングでエコー to エコー厚さ測定を行う と きに最小深

さアラームを使用するこ とができます。 ゲート ト ラ ッキングをオンにする と、 ト
ラ ッキングゲートが横に移動し、 ト ラ ッキングしていない （最初の） ゲートのエ
コーの位置を ト ラ ッキングします。 ゲート ト ラ ッキングがオンのと き、 “ 最小深さ ：

Min Depth” アラームの閾値は、 ト ラ ッキングしていないゲート （最初のゲート ） の

エコーの位置に連動しています。

ゲート ト ラ ッキングで最小深さアラームを設定するには、 149 ページ 8.8.3 のステッ

プに従います。

最小深さアラームマーカー
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9. 入力 ・出力機能

この章では、 EPOCH 600 の入力機能および出力機能について説明しています。 内容

は次のとおりです。

• 151 ページ 『VGA 出力』

• 152 ページ 『アナログ出力』

• 154 ページ 『シ リ アル通信 （RS-232）』

• 154 ページ 『USB 通信』

• 155 ページ 『シ リ アル /USB コマンドプロ ト コル』

9.1 VGA 出力

EPOCH 600 には、 VGA 出力機能が標準で付いています。 この機能は、 探傷器の背面

にある出力ポートのピンを使用します。 VGA 出力を使用すれば、 VGA 入力が可能

なデバイスに、EPOCH 600 のスク リーンにすべての内容を表示するこ とができます。 

VGA 出力を使用するには

1. EPOCH 600 と VGA デバイスの電源をオフにします。 

2. 600-C-VGA-5 （U8780298） ケーブル （別売品） を EPOCH 600 の VGA 出力コネ

クタに接続してから （152 ページ図 9-1 参照）、 VGA デバイスに接続します。
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図 9-1    RS-232/ アラームコネクタおよび VGA 出力コネクタ

3. EPOCH 600 と VGA デバイスの電源をオンにします。

9.2 アナログ出力

EPOCH 600 には、 プログラム可能なアナログ出力 （オプシ ョ ン） があ り ます。 この

アナログ出力を使用する と、 EPOCH 600 はス ト リ ップチャート レコーダーやアナロ

グ ・ デジタルコンバーターカードが実装されたコンピュータなどの外付けデバイス
に、 厚さ情報や振幅情報を連続して出力するこ とができます。

情報は 0–1 V または 0–10 V 圧縮による電圧と して出力されます。 EPOCH 600 は、 探

傷器の上部、 探触子コネク タの右側にあるアナログ出力 LEMO 00 コネクタによ り、

外付けデバイスに接続されます。 各電圧は、 接続されているデータ収集デバイスが
必要とするデータ収集速度に応じて、 最大 PRF （最大 6 kHz） で出力するか、 または

60 Hz 出力に圧縮されます。

アナログ出力セッ ト アップパラ メータは、 “ 測定セッ ト アップ ： Meas Setup” >“A-
アウ ト ： A-Out” を選択してアクセスできる “A- アウ ト ： A-Out” セッ ト アップペー

ジにあ り ます （153 ページ図 9-2 参照）。

VGA 出力

コネクタ

RS-232/
アラーム
コネクタ
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図 9-2    A- アウトセッ トアップページ

各アナログ出力信号を管理するパラ メータは 4 種類あ り ます。

表示

アナログ出力コネク タに出力する測定 （厚さまたは振幅） を選択します。

出力

探傷器からの電圧出力の範囲を選択します （0-1 V または 0-10 V）。

マッピング

出力電圧の係数をフルスク リーン範囲 （Range） またはゲート幅 （GateWidth）
のどちらをベースにするか選択します。

負荷

EPOCH 600 探傷器のアナログ出力を測定する周辺デバイスのインピーダンスの

値を選択します。 
EPOCH 600 の出力インピーダンス と周辺デバイスの入力インピーダンスを整合

させるこ とによ り、 EPOCH 600 はアナログ出力を適切にオフセッ ト し、 スク

リーン測定に基づいて予測可能な出力電圧を生成するこ とができます。 例えば、
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スク リーン範囲が 100 mm で、 EPOCH 600 が 10 mm の測定は、 0-10 V のアナロ

グ出力範囲では、 1 V のアナログ出力を生成します。 インピーダンスの整合がな

い場合、 値は予測される 1 V 出力値よ り上または下にスキューするこ とがあ り ま

す （0.95 V、 1.02 V など）。

9.3 シリアル通信 （RS-232）

EPOCH 600 には、 シ リ アル通信 （RS-232） ポートが標準で付属しており、 同じコネ

クタのアラーム信号と結合されます （152 ページ図 9-1 参照）。 シ リ アル通信は、 探

傷器の背面にある RS-232/ アラーム出力コネク タのピンを使用します。 シ リ アル通

信によ り、 EPOCH 600 をコンピュータに接続して、 EPOCH 600 コンピュータイン

ターフェイスプログラムである GageView Pro を使って通信するこ とができます。

シ リ アル通信によ り、 EPOCH 600 を リモート操作するこ と もできます。 詳しい情報

については、 155 ページ 9.5 を参照して ください。

9.4 USB 通信

EPOCH 600 には、 現在 PC との通信に使用している On-the-Go 兼用 USB ポートが 1
個標準で装備されています。

9.4.1 USB クライアン ト

USB ク ライアン ト ポートはコンピュータ との通信に使用します。 USB ク ライアン ト

では、 周辺デバイスから EPOCH 600 にコマンドを送るこ とが可能ですが、

EPOCH 600 が周辺デバイスにコマンドを送るこ とはできません。 USB ク ラ イアン ト

ポートは、 EPOCH 600 のコンピュータインターフェイスプログラム GageView Pro と

の通信に使用する標準ポートです。
154　第 9章



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
9.4.2 USB ホスト

USB ホス ト ポートは将来使用のために用意されています。

9.5 シリアル /USB コマンドプロ ト コル

EPOCH 600 は、 シ リ アル （RS-232） 通信ポート または USB ク ラ イアン ト ポート経由

でリモート コン ト ロールするこ とができます。 わかりやすい一連のリモート コマン
ドを使って、 探傷器のすべての機能にアクセスできます。 詳しい情報については、
オ リ ンパスにご連絡ください。
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10. EPOCH 600 の校正

この章では、 EPOCH 600 の校正方法について説明しています。 校正は、 特定温度下

で特定の探触子を使用して特定材料を正確に測定できるよ う、 探傷器を調整する過
程のこ とを指しています。 

校正中、 EPOCH 600 のゼロ点補正値と音速パラ メータを調整する必要があ り ます。

ゼロ点補正値は （「プローブ遅延」 と呼ぶこ と もあ り ます）、 メ インバンと音波が試
験体へ入る間の不感時間を補正します。 探傷器は試験体の材料音速に一致するよ う、
適切な音速設定にプログラムする必要があ り ます。

EPOCH 600 は、 迅速で簡単な校正プロセスを可能にする高度な自動校正機能 （“ 自

動校正 ： Auto Cal” メニューのパラ メータ） を搭載しています。 次の項では、 垂直探

触子、 遅延材付き探触子、 二振動子型探触子、 斜角探触子の 4 つの基本的な探触子

を使用した場合の EPOCH 600 の校正手順を詳細に説明します。

EPOCH 600 がマイ ク ロ秒 （TOF）、 DAC、 または TVG モードに設定されている

と きは、 自動校正機能を使用しないでください。

校正に関する詳細は、 次の項で説明します。

• 158 ページ 『校正の開始』

• 159 ページ 『校正モード』

• 161 ページ 『垂直探触子の校正』

• 165 ページ 『遅延材付き探触子の校正』

• 171 ページ 『二振動子型探触子の校正』
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• 176 ページ 『エコー to エコーモードにおける校正』

• 180 ページ 『既知のビーム路程値による斜角探触子の校正』

• 192 ページ 『既知の傷深さ値による斜角探触子の校正』

• 197 ページ 『曲面補正』

• 198 ページ 『一般の斜角校正試験片ダイアグラム』

10.1 校正の開始

EPOCH 600 の操作に完全に慣れるまでは、 実際に校正を行う前に、 基本操作と設定

手順を確認してください。

校正の前に EPOCH 600 をセッ トアップするには

1. [ゲイン ： dB] を押し、 校正に適切な初期ゲイン値を選択します。

適切なゲイン値が不明な場合は、 初期ゲインを 20 dB に設定し、 必要に応じて校

正中に調整してください。

2. “ 基本 ： Basic” > “ 音速 ： Velocity” を選択した後、 試験体材料の適切な音速を入

力します。 各種材料の音速表については、 付録 287 ページ A を参照して くださ

い。

探傷器がタイムオブフライ トモードの場合、 “ 音速 ： Velocity” パラ メータは使用

できません。 “ 測定セッ ト アップ ： Meas Setup” > “ 単位 ： Unit” = mm またはイ

ンチを選択し、 “ 音速 ： Velocity” パラ メータを有効にします。

3. “ 基本 ： Basic” > “ ゼロ ： Zero” を選択した後、 探傷器のゼロ点補正値を 0.000 μs
に調整します。

4. “ 基本 ： Basic” > “ レンジ ： Range” を選択するか、 [測定範囲 ： RANGE] キーを

押した後、 選択した校正用試験片内のビーム路程レンジに基づいて測定範囲を設
定します。
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すべての校正エコーを画面に表示させるために、 必要な範囲よ り広いレンジを使
用します。

5. “ 基本 ： Basic” >“ 遅延 ： Delay” を選択した後、 画面の遅延を 0.000 インチまた

は 0.00 mm に設定します。

6. 斜角設定 > 屈折角を選択した後、 プローブの正しい屈折角度 （ス ト レート ビー

ムまたは 90° のプローブには 0、 45° プローブには 45 など） を入力します。 

7. “ 斜角設定 ： Trig” >“ 板厚 ： Thick” を選択した後、 材料の厚さを 0.00 インチま

たは 0.00 mm に設定します。 

8. “ レシーバ ： Rcvr” > “ リ ジェク ト ： Reject” を選択した後、 リ ジェク トのレベル

を 0 % に設定します。

9. “ ゲート 1 ： Gate 1” >“ ステータス ： Status” = オンを選択して、 ゲート 1 をオン

にします。

10. 探触子を試験体に接触させたら、 パルサーとフ ィルタ設定を調整し、 ク リーンな
A- スキャンを生成します。 
パルサーとレシーバの調整に関する情報は、 122 ページ 6.4 および 126 ページ 6.5
を参照して ください。

探傷器の設定に基づいて校正している間、 EPOCH 600 で関連する肉厚 / ビーム

路程の測定値を自動的に表示できるよ うにするには、 自動測定値の選択を使用し
ます。 詳しい情報については、 106 ページ 5.3.2 を参照して ください。

10.2 校正モード

EPOCH 600 は、 多数の校正モードを備えており、 選択した探触子、 校正用試験片、

およびアプリ ケーシ ョ ンの要件に正確に適合するこ とができます。 これらの校正
モードは、 “ 自動校正 ： Auto Cal” メニューで調整できます。 垂直探触子と斜角探触

子にそれぞれ 2 つのモードがあ り ます。
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10.2.1 垂直ビームモード

垂直ビームの校正は 2 つの方法で実行できます。 この校正という観点からは、 垂直

ビームは、 接触型、 二振動子型、 遅延材型、 水浸型など、 すべてのゼロ度のプロー
ブという こ とにな り ます。 垂直ビームの校正には、 次の 2 つの方法があ り ます。

板厚

標準垂直ビームの校正モードでは、 2 箇所の厚さが判っている試験片を使って探

傷器を校正します。 板厚の薄い材料ではゼロ点補正値の校正、 板厚の厚い材料で
は音速の校正が可能です。

エコー to エコー

この校正モードでは、 エコー to エコー測定を使用して、 材料音速のみを校正し

ます。 エコー to エコー校正では、 測定値の開始位置を示す特定の波形にゲート

設定して、 ゼロ点補正値の原因となる要素を排除しています。 2 番目のゲート

は、 そのゲート設定波形を ト ラ ッキングして測定を行います。 つま り、 正確なエ
コー to エコー測定を行うには、 検査の材料音速のみ校正する必要がある という

こ とです。 エコー to エコー測定は、 G2–G1 間で実行できます。 この校正モード

は、 ゲート 2 ト ラ ッキングがオンの場合にのみ使用できます （144 ページ 8.5 参

照）。

10.2.2 斜角ビームモード

斜角ビーム校正には、 次の 2 つの方法があ り ます。

ビーム路程

この標準斜角校正モードでは、 2 箇所の厚さが判っている試験片のビーム路程を

使用して、 探傷器を適切に校正します。 一般に、 これらのビーム路程は校正用試
験片の半径から測定されます。 小形 （板厚の薄い） 材料ではゼロ点補正値の校
正、 大形 （板厚の厚い） 材料では音速の校正が可能です。

深さ

この斜角校正モードでは、 2 箇所の反射源の深さが判っている試験片を使用し

て、 探傷器を適切に校正します。 一般に、 これらの深さは同サイズの横穴から測
定します。 正確な測定を行うために、 EPOCH 600 は、 ビーム路程と既知の屈折

角を基に深さ値を計算するため、 最初に探触子の屈折角を確認する必要があ り ま
す。 反射源の位置が浅い場合にはゼロ点補正値の校正を行い、 反射源の位置が深
い場合には音速校正を行います。
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10.3 垂直探触子の校正

周波数 5.0 MHz、 振動子径 13 mm （0.50 インチ） のオ リ ンパス探触子 （部品番号

A109S-RM） を使用した、 垂直探触子の校正手順の例を示します。

校正には試験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さが判っている試験片が必要です。 2 箇所

の厚さ値は、 検査を行う試験体の期待厚を上回るものと下回るものが理想です。

こ こでは、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用します。 各ス

テップは、 0.100 インチ、 0.200 インチ、 0.300 インチ、 0.400 インチ、 0.500 インチで

す。

EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順は同じです。

垂直探触子を使用して校正するには

1. 158 ページ 10.1 で説明した初期設定手順を実行します。 

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 そのケーブルを探傷器の上部にあるいずれか
の探触子コネクタに接続します。

3. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = “ 板厚 ： Thick” を選択します。

4. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 この例では、 探触子を階段状
試験片の 0.200 インチの段に当てます。

使用中の接触探触子の周波数によ り、 測定対象物が非常に薄いと適切な測定値が
得られない場合があ り ます。

5. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。 

6. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。
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自動 XX % 機能は、 ゲート設定したエコー振幅がフルスク リーン高さの XX %
（デフォルトの XX 値は 80 %） に設定されるよ うに、 ゲインを自動的に調整する

のに使用できます。 この機能をオンにするには、 [2ND F]、 （自動 XX % ：AUTO 

XX %） を押します。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます （162 ページ図

10-1 参照）。

図 10-1    ゼロ校正のためのゲート設定された信号の例

7. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” ダイアログボッ クスが現れます （163
ページ図 10-2 参照）。

厚さ測定値
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図 10-2    校正ゼロ板厚値の入力

8. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.200 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 続行 ： Continue” を選択し、 2 番目の校正ステップへ進み

ます （164 ページ図 10-3 参照）。 校正のこの部分で使用した厚さ値は、 参照のた

めに “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” パラ メータボッ クスに保存されます。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 キャンセ
ルを押します。
EPOCH 600の校正    163



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
図 10-3    音速校正のためのゲート設定された信号の例

9. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。 

この例では、 探触子を階段状試験片の 0.500 インチの段に当てます。

10. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。

11. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲイン設定を調

整します。 

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。 

12. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： Cal-Vel” を選択します。 

画面がフ リーズし、 “ 音速校正値を入力 ： Enter Value for Velocity Cal” ダイアロ

グボッ クスが現れます （165 ページ図 10-4 参照）。
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図 10-4    音速校正厚さ値を入力

13. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.500 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 完了 ： Done” を選択して、 校正プロセスを完了します。

既知の厚さが 1 つしかない試験片でも、 自動校正機能を使用するこ とができま

す。 このシナリオでは、 探触子を薄い肉厚の試験片に接触させたまま、 ゲート を
複数の底面エコーの 1 つに移動させ、 校正の音速測定中に正しいビーム路程の厚

さ （最初の底面エコーの適切な倍数） を入力します。

10.4 遅延材付き探触子の校正

こ こでは、 周波数 10.0 MHz、 振動子径 6 mm （0.25 インチ） のオ リ ンパス探触子

（部品番号 V202-RM） を使用した遅延線の校正手順の例を示します。 
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校正には試験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さが判っている試験片が必要です。 2 箇所

の厚さ値は、 検査を行う試験体の期待厚を上回るものと下回るものが理想です。 こ
こでは、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用します。 各ステッ

プは、 0.100 インチ、 0.200 インチ、 0.300 インチ、 0.400 インチ、 0.500 インチです。

EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順はまった く同じです。

遅延材付き探触子で校正するには

1. 158 ページ 10.1 で説明した初期設定手順を実行します。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 そのケーブルを探傷器の上部にあるいずれか
の探触子コネクタに接続します。

ゼロ点補正値を 0.000 μs に設定する と、 初期励起パルス （またはメ インバン） が

画面左側に表示されます。 

3. “ 基本 ： Basic” > “ ゼロ ： Zero” を選択してから、 励起パルスが画面左側から消

え、 遅延材チップの先端からのインターフェイスエコーが画面に現れるまで値を
増加させます。

4. 接触媒質を塗布した遅延材の先端を指で触わって、 エコーが表示されているこ と
を確認します。 これによ り信号が減衰し、 エコーが画面で上下に振幅するはずで
す。 

5. “ 基本 ： Basic” > “ ゼロ ： Zero” を選択してから、 値を増やしてこのエコーがわ

ずかに見える と ころまで、 画面の左側に移動させます。
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図 10-5    最初の遅延材エコーに対するゼロ点補正値の調整

6. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = “ 板厚 ： Thick” を選択します。

7. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 この例では、 探触子を 0.100
インチの段に当てます。

8. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。

9. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。

自動 XX % 機能は、 ゲート設定したエコー振幅がフルスク リーン高さの XX %
（デフォルトの XX 値は 80 %） に設定されるよ うに、 ゲインを自動的に調整する

のに使用できます。 この機能をオンにするには、 [2ND F]、 （自動 XX % ：AUTO 

XX %） を押します。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます （168 ページ図

10-6 参照）。
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図 10-6    ゼロ校正のためのゲート設定された信号の例

遅延材先端からの多重エコーではなく、 最初の底面エコーにゲートが設定されて
いるこ とを確認します。

10. 値が安定したら、 “ 自動校正： Auto Cal” > “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を選択します。 

画面がフ リーズし、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” ダイアログボッ クスが現れます （163
ページ図 10-2 参照）。

厚さ測定値
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図 10-7    校正ゼロ板厚値の入力

11. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.100 インチ） 値を

調整します。 次に、 続行を選択して、 2 番目の校正ステップへ進みます （170
ページ図 10-8 参照）。 校正のこの部分で使用した厚さ値は、 参照のために “ 校正

ゼロ ： Cal-Zero” パラ メータボッ クスに保存されます。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 キャンセ
ルを押します。
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図 10-8    音速校正のためのゲート設定された信号の例

12. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。

この例では、 探触子を階段状試験片の 0.500 インチの段に当てます。

13. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。 

14. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。 

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。 

15. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： Cal-Vel” を選択します。 

画面がフ リーズし、 “ 校正音速 ： Cal-Vel” ダイアログボッ クスが現れます。 

16. “ 校正音速 ： Cal-Vel” ダイアログボッ クスで、 ゲート内指示の既知の板厚値に一

致するよ うに （こ こでは、 0.500 インチ） 値を調整します。 次に、 “ 完了 ： Done”
を選択して、 校正プロセスを完了します （171 ページ図 10-9 参照）。
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図 10-9    音速校正の板厚値を入力

既知の厚さが 1 つしかない試験片でも、 自動校正機能を使用するこ とができま

す。 薄い箇所と厚い箇所の両方に探触子を接触させる代わりに、 多重底面エコー
を使用するこ とができます。 この手順では、 探触子を薄い肉厚の試験片に接触さ
せたまま、 ゲート を複数の底面エコーの 1 つに移動させ、 校正の音速測定中に正

しいビーム路程の厚さ （2、 3、 4 など最初の底面エコーの倍数） を入力します。

10.5 二振動子型探触子の校正

こ こでは、 周波数 5.0 MHz、 振動子径 6 mm （0.25 インチ） のオ リ ンパス探触子 （部

品番号 DHC711-RM） を使用した二振動子型探触子の校正手順の例を示します。 
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校正には試験体と同じ材料で、 2 箇所の厚さが判っている試験片が必要です。 2 箇所

の厚さ値は、 検査を行う試験体の期待厚を上回るものと下回るものが理想です。 こ
こでは、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用します。 各ステッ

プは、 0.100 インチ、 0.200 インチ、 0.300 インチ、 0.400 インチ、 0.500 インチです。

EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順は同じです。

二振動子型探触子の音響的特性によ り、 試験体の厚さが減少する と、 距離校正に
非直線性が生じます。 最大感度ポイン トは、 個別の二振動子型探触子の 「ルーフ
角」 によ り決定されます。 目的の範囲がカバーされているステップ試験片を用い
て距離校正を行う こ とをお勧めします。 校正範囲を超えて厚さを測定する際は注
意が必要です。 EPOCH 600 には、 v- パス補正があ り ません。 したがって、 校正

作業に使用される最小厚に応じて、 校正された範囲内でもある程度非線形性が生
じる可能性があ り ます。

二振動子型探触子のゼロ点補正値は、 極端な温度環境下で大き く変動するこ とがあ
り ます。 ゼロ点補正値を設定した温度から数度以上変化する場合は、 ゼロ点補正値
を再確認する必要があ り ます。 温度差の大きい環境で厚さ測定を行う場合は、 高温
アプリ ケーシ ョ ン用に設計されたオリ ンパス製二振動子型探触子のご使用を強くお
勧めします。 これらの探触子には、 温度変化にほとんど影響されない安定した音速
の遅延材が内部に組み込まれています。 オ リ ンパス二振動子型探触子 D790-SM と

D791 のご使用を推奨します。

二振動子型探触子を使って校正するには

1. 158 ページ 10.1 で説明した初期設定手順を実行します。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 そのケーブルを探傷器の上部にある探触子コ
ネクタに接続します。

3. “ パルサー ： Pulser” > “ モード ： Mode” = “ 二振動子型 ： Dual” を選択します。 

4. [ゲイン ： dB] を押してから、 底面エコーの立ち上がりがほぼ垂直な線と して画

面に現れるよ うにゲインをかなり高く設定します。
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5. 厚さ測定を行う場合にエコーの立ち上がり を使用するには、 “ ゲートセッ ト アッ

プ ： Gate Setup” >“G1 モード ： G1 Mode” =“ エッジ ： Edge” を選択して、 測定

ゲート をエッジ検出モードに設定します。

6. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = “ 板厚 ： Thick” を選択します。

7. 探触子を校正用試験片の薄い箇所に接触させます。 

この例では、 探触子を 0.100 インチの段に当てます。 上述しているよ うに、 はっ

き り したエコーの立ち上がり を生成するには、 高めのゲイン設定が必要です。 エ
コーのギザギザしたピークについては、 心配しないでください。 エコー立ち上が
り部分にのみ注視します。

8. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

の立ち上がりがゲート閾値を超えるよ うにゲート 1 を配置します。 

9. [ゲイン ： dB] を押し、 エコーの立ち上がりができるだけ垂直になるよ うにゲイ

ン設定を調整します。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。

図 10-10    ゼロ校正のためのゲート設定された信号の例

厚さ測定値
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10. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” ダイアログボッ クスが現れます （174
ページ図 10-11 参照）。

図 10-11    校正ゼロ厚さ値の入力

11. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.100 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 続行 ： Continue” を選択して、 2 番目の校正ステップへ進

みます。 校正のこの部分で使用した厚さ値は、 参照のために “ 校正ゼロ ： Cal-
Zero” パラ メータボッ クスに保存されます。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 “ キャン

セル ： Cancel” を押します。
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図 10-12    音速校正のためのゲート設定された信号の例

12. 探触子を校正用試験片の厚い箇所に接触させます。 

この例では、 探触子を階段状試験片の 0.500 インチの段に当てます。

13. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。 エコー振幅がおよそ 80 %
になるよ うにゲイン設定を調整します。

14. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： CAL Velocity” を選択し

ます。

画面がフ リーズし、 “ 音速校正値を入力 ： Enter Value for Velocity Cal” ダイアロ

グボッ クスが現れます。

15. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.500 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 完了 ： Done” を選択して、 校正プロセスを完了します

（176 ページ図 10-13 参照）。
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図 10-13    音速校正の板厚値を入力

10.6 エコー to エコーモードにおける校正

こ こでは、 周波数 10.0 MHz、 振動子径 6 mm （0.25 インチ） のオ リ ンパス遅延材付

き探触子 （部品番号 V202-RM） を使用したエコー to エコー校正手順の例を示しま

す。

エコー to エコーモードにおける校正では、 試験体と同じ材料で 1 箇所のみ厚さが

判っている試験片が必要です。 厚さ値は試験体の期待厚に非常に近いものが理想で
す。 エコー to エコーモードでは、 2 つの波形間の距離を測定します。 1 つは開始位置

の測定、 も う 1 つは終了位置の測定を示します。 波形の開始位置にゲート を設定す

るこ とによ り、 ゼロ点補正値の校正が不要になり ます。 そのため、 エコー to エコー

モード校正では、 探傷器が正確に測定値を表示できるよ うに、 材料音速のみを校正
しなければなり ません。

こ こでは、 オ リ ンパス鋼製 5 段階試験片 （部品番号 2214E） を使用します。 各ス

テップは、 0.100 インチ、 0.200 インチ、 0.300 インチ、 0.400 インチ、 0.500 インチで

す。
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EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順はまった く同じです。

遅延材付き探触子を使用しエコー to エコーモードで校正するには

1. 158 ページ 10.1 で説明した初期設定手順を実行します。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 そのケーブルを探傷器の上部にあるいずれか
の従来型探触子コネク タに接続します。 

ゼロ点補正値を 0.000 μs に設定する と、 初期励起パルス （またはメ インバン） が

画面左側に表示されます。 

3. “ 基本 ： Basic” > “ ゼロ ： Zero” を選択してから、 励起パルスが画面左側から消

え、 遅延材チップの先端からのインターフェイスエコーが画面に現れるまで値を
増加させます。

4. 接触媒質を塗布した遅延材の先端を指で触わって、 エコーが表示されているこ と
を確認します。

これによ り信号が減衰し、 エコーが画面で上下に振幅するはずです。

5. “ 基本 ： Basic” > “ ゼロ ： Zero” を選択してから、 値を増やしてこのエコーがわ

ずかに見える と ころまで、 画面の左側に移動させます。

エコー to エコー測定を行うには、 少なく と も 2 つのゲートがオンになる必要が

あ り ます。 ゲート ト ラ ッキングもオンにします。 

6. ゲート 1 >“ ステータス ： Status” = オンおよび “ ゲート 2 ： Gate 2”>“ ステータ

ス ： Status” = オンを選択して、 ゲート 1 とゲート 2 を有効にします。

7. “ ゲートセッ ト アップ ： Gate Setup” >“G2 ト ラ ッ ク ： G2 Tracks” = オンを選択し

て、 ゲート 2 がゲート 1 を追従するよ うにします。  
ゲート ト ラ ッキングの有効化に関する詳しい情報は、 144 ページ 8.5 を参照して

ください。

8. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = G2-1 を選択します。

9. 探触子を校正用試験片に接触させます。 
この例では、 探触子を 0.300 インチの段に当てます。

10. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの最初の底面エコー

がゲート閾値を超える位置にゲート 1 を配置します。
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11. [ゲート ： GATES] キーを使い、 既知の厚さのステップからの 2 番目の底面エ

コーがゲート 2 の閾値を超えるよ うに、 ゲート 1 とゲート 2 の距離を空けて配置

します。

12. 信号が飽和しないよ うに、 またゲート 2 のエコー振幅が 50 % よ り高くなるよ う

に、 ゲインを調整します。

厚さ測定値は、 2-1 とい う ラベルと と もに A- スキャンの上に大きな文字で表示

されます。

減衰材料では、 最初の信号を飽和させないよ うにする と、 2 番目の指示を 50 %
以上にできない可能性があ り ます。 その場合は、 正確な測定を行うために、 ピー
ク検出ではなく、 エッジ検出モードを試して ください （詳細は 141 ページ 8.3 を

参照）。 

ゲート 1 とゲート 2 が、 遅延材先端からの多重エコーではなく、 連続する底面エ

コーをキャプチャするこ とを確認します。
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図 10-14    音速校正のためのゲート設定された信号の例

13. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： Cal-Vel” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 校正音速 ： Cal-Vel” ダイアログボッ クスが現れます （180
ページ図 10-15 参照）。

厚さ測定値
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図 10-15    音速校正の板厚値を入力

14. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.300 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 完了 ： Done” を選択して、 校正プロセスを完了します。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 “ キャン

セル ： Cancel” を押します。

10.7 既知のビーム路程値による斜角探触子の校正

次に周波数 2.25MHz、 振動子径 0.625 インチ x 0.625 インチのオリ ンパス探触子 （部

品番号 A430S-SB） を使用した、 斜角の校正手順の例を示します。 探触子は 45°
ウェ ッジ （部品番号 ABWS-6-45） に取り付けられています。 また、 試験片は、 オ リ

ンパス IIW タイプ I 炭素鋼製校正用試験片 （部品番号 TB7541-1） を使用します。
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斜角探触子を使用して校正するには

1. 158 ページ 10.1 で説明した初期設定手順を実行します。

2. 探触子を適切なケーブルに接続し、 そのケーブルを探傷器の上部にあるいずれか
の従来型探触子コネク タに接続します。

3. “ 斜角設定 ： Trig” >“ 屈折角 ： Angle” を選択してから、 探触子と ウェ ッジの組み

合わせに最適な屈折角を入力します （こ こでは、 45°）。

4. “ 基本 ： Basic” >“ 音速 ： Velocity” を選択した後、 試験体材料のおよその横波の

音速 （0.1280 インチ /μs または炭素鋼を使用した場合、 メートル単位では

3.251 mm/μs） を入力します。

5. “ 基本 ： Basic” >“ レンジ ： Range” を選択した後、 使用する試験片の適切なレン

ジ （12.000 インチ。 こ こではメートル単位を使用し 304.80 mm） を入力します。

次の手順を確認します。

• 181 ページ 『ビーム入射点の測定』

• 184 ページ 『屈折角の確認』

• 185 ページ 『距離の校正』

• 190 ページ 『感度の校正』

10.7.1 ビーム入射点の測定

ビーム入射点 （BIP） は、 音波がウェッジを離れ、 試験片に最大エネルギーで入射す

るポイン トです。 次の手順は、 プローブと ウェ ッジの BIP を確定する方法を説明し

ています。 

ビーム入射点 （BIP） を測定するには

1. プローブを試験片の 「0」 マークの位置に接触させます。
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図 10-16    ｢ 0 ｣マークの位置にプローブを配置した IIW 校正用試験片

2. 励起パルス後に、 画面に高振幅の信号が現れるまでプローブを操作します。 
タイプ I 試験片の 4.00 インチ （100 mm） の位置にある大きな弧からの反射エ

コーです。

3. プローブを前後に移動させながら、 この振幅が最大 （ピーク） になるよ うにしま
す。 

4. エコーが 100 % を超えないよ うにして ください。 必要ならば、 ゲインを下げま

す。
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ピーク表示機能は、 BIP の検出に優れたツールです。 [ ピーク表示 ： PEAK MEM] を

押して、 ピーク表示機能をオンにします。 これはライブ波形を描画する際にも、 信
号のエコーエンベロ ップを描画して収集します （183 ページ図 10-17 参照）。 ラ イブ

波形を、 以前に取得したエコーのダイナミ ッ クカーブに対応する最大値に一致させ
ます。 [ ピーク表示 ： PEAK MEM] をも う一度押して、 ピーク表示機能をオフにしま

す。

図 10-17    IP 検出に使用するピーク表示機能

5. 信号がピークに達したらプローブを静止させた状態で保持し、 試験片の 「0」
マークの真上で探触子ウェッジ側面にマークを付けます。 
これが BIP、 すなわち音波がウェ ッジを離れ、 試験片に最大エネルギーで入射す

るポイン トです。
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10.7.2 屈折角の確認

プローブの屈折角は、 校正手順の初期段階において、 既に EPOCH 600 に入力されて

いるはずです。 ただし、 ウェ ッジを例えば 45° に設定できても、 実際の屈折角は試

験体の特性やウェッジの磨耗度などによってわずかに異なる可能性があ り ます。 そ
のため、 実際の角度を確認する必要があ り ます。 これによ り、 EPOCH 600 のビーム

路程の計算を正確に行えます。

屈折角を確認するには

1. プローブを試験片の該当する角度マークに移動させます （この例では 45°）。

図 10-18    45° マークの位置にプローブを配置した IIW 校正用試験片

2. プローブを前後に動かしながら、 校正用試験片の大きな円形の穴からの振幅が最
大になるよ うに調整します。 円形の空孔には、 Plexiglas を充填できますが、 手順

は同じです。

[ ピーク表示 ： PEAK MEM] を押してピーク表示機能を使用し、 信号のピークを

探します。
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3. 信号振幅が最大値に達したら、 プローブを静止させた状態で保持し、 試験片の度
マークが 181 ページ 10.7.1 の手順でウェ ッジ側面に記入された BIP に一致して

いるこ とを確認します。 

この角度が、 使用中の探触子と鋼用ウェッジに対する実際の屈折角 （β） です。 

4. この屈折角の値 （β） が前回の入力値と異なる場合、 “ 斜角設定 ： Trig” > “ 屈折

角 ： Angle” を選択して、 正しい屈折角を入力します。

図 10-19    屈折角の確認

10.7.3 距離の校正

側面に半月形の切り込みがある ASTM E-164 IIW タイプ I 試験片は、 100 mm （4 イン

チ） および 225 mm （9 インチ） で画面上にエコーを表示します。 これらをビーム路

程距離校正に使用します。 以下の手順では、 オ リ ンパス IIW タイプ I 炭素鋼製校正

用試験片 （部品番号 TB7541-1） を使用します。 その他の標準校正用試験片に関する

情報は、 198 ページ 10.10 を参照して ください。
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EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順はまった く同じです。

ビーム路程で校正するには

1. “ 基本 ： Basic” > “ 測定範囲 ： Range” を選択してから、 12.00 インチ （300 mm）

に値を設定します。
これによ り、 画面上に試験片からのエコーが見えるよ うにな り ます。

2. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = “ ビーム路程 ： Soundpath” を選択しま

す。

3. 入射点 （BIP） が ASTM 試験片の 「0」 マーク真上にく るよ うに探触子を試験片

に接触させます。 距離校正ステップの作業中は、 探触子をこの入射点から動かさ
ないでください。

4. [ゲート ： GATES] キーを使い、 試験片の弧からの最初の反射エコーがゲート閾

値を超える位置に、 ゲート 1 を配置します。 
この反射エコーは、 およそ 4 インチ （100 mm） の位置に現れます。 

5. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲイン設定を調

整します。

自動 XX % 機能は、 ゲート設定したエコー振幅がフルスク リーン高さの XX %
（デフォルトの XX 値は 80 %） に設定されるよ うに、 ゲインを自動的に調整する

のに使用できます。 この機能をオンにするには、 [2ND F]、 （自動 XX % ：AUTO 

XX %） を押します。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます （187 ページ図

10-20 参照）。
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図 10-20    ゼロ校正のためのゲート設定された信号の例

6. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” ダイアログボッ クスが現れます。 

厚さ測定値
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図 10-21    校正ゼロ板厚値の入力

7. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 4.000 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 続行 ： Continue” を選択して、 2 番目の校正ステップへ進

みます。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 “ キャン

セル ： Cancel” を押します。

8. [ゲート ： GATES] キーを使い、 試験片の弧からの 2 番目のエコーがゲート設定

された範囲内に入るよ うにゲート 1 を配置します。 この反射エコーは、 およそ 9
インチ （225 mm） の位置に現れます ［189 ページ図 10-22 参照］。
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図 10-22    音速校正のためのゲート設定された信号の例

8 インチ （200 mm） の位置に別の反射エコーが現れる場合があ り ます。 このエ

コーは、 ビーム拡散や試験片側面からの反射エコーに起因するものであ り、 無視
するこ とができます。 ゲート 1 が、 このエコー上にかからないよ うにして くださ

い。

9. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。 

10. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： Cal-Vel” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 音速校正値を入力 ： Enter Value for Velocity Cal” ダイアロ

グボッ クスが現れます （190 ページ図 10-23 参照）。
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図 10-23    音速校正の板厚値を入力

11. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 9.000 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 完了 ： Done” を押して、 校正プロセスを完了します。

10.7.4 感度の校正

斜角校正の最終段階は感度校正です。 この校正を完了する と、 検査のための基準ゲ
インレベルを設定できます。

感度を校正するには

1. プローブを IIW 校正用試験片の基準反射源と して使用する口径 0.060 インチ

（1.5 mm） の横穴に向けて、 接触させます。
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図 10-24    感度校正用の穴にプローブを配置した IIW 校正用試験片

2. プローブを前後に移動させながら、 横穴からのエコーの振幅が最大になるよ う調
整します。 試験片側面からの基準反射エコーと混同しないよ う注意して くださ
い。

[ ピーク表示 ： PEAK MEM] を押してピーク表示機能を使用し、 信号のピークを

探します。

3. エコーが最大振幅を示したら、 基準反射源の信号が画面の所定基準ラインにいく
よ うに、 システム感度 （ゲイン） を調整します。 この例では、 エコーをフル画面
の 80 % の高さに調整します。

4. [2ND F]、 （REF dB） を押して、 基準ゲインレベルを確定し、 走査ゲインを別々に

加算 / 減算します。

5. 基準ゲイン （Ref） をオンにしたら、 “ 加算 ： Add”、 “ 基準 / 補正 ： Scan dB”、
+6 dB、 –6 dB、 “ オフ ： Off” パラ メータを使用し、 ゲイン調整を行います （192
ページ図 10-25 参照）。 これらの機能に関する詳しい情報については、 121 ペー

ジ 6.3 を参照して ください。

感度校正
用の横穴
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図 10-25    基準ゲインの設定

10.8 既知の傷深さ値による斜角探触子の校正

EPOCH 600 では、 既知のビーム路程ではなく、 同じサイズの反射源 （通常、 横穴）

の既に分かっている傷の深さに基づいて、 斜角探触子による距離の校正を行う こ と
ができます。 次に、 斜角探触子校正における深さ校正の手順について詳し く説明し
ます。

他の斜角校正と同様、 ビームの入射点 （BIP）、 屈折角を確認した上で、 感度校正を

行う必要があ り ます。 距離の校正を実行する前に、 屈折角を確認するこ とが非常に
重要です。 この校正モードで使用する深さ測定値は、 反射源のビーム路程からの値
（直接測定） と手動で入力した角度パラ メータ値での計算に基づいているためです。
したがって、 角度値が正確でない場合、 深さに関する距離の校正が不正確になって
しまいます。

次の手順では、 EPOCH 600 の傷深さを用いた校正手順についてのみ説明しています。

BIP （ビーム入射点） と屈折角を確認したり、 感度を校正するには、 180 ページ 10.7
を参照して ください。 こ こでは、 周波数 2.25MHz、 振動子径 0.625 インチ x0.625 イ

ンチのオリ ンパス探触子 （部品番号 A430S-SB） を使用して斜角校正手順を示しま
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す。 探触子は 45° ウェ ッジ （部品番号 ABWS-6-45） に取り付けられています。 試験

片には、 オ リ ンパス NAVSHIPS 炭素鋼製試験片 （部品番号 TB7567-1） を使用しま

す。

距離の校正

NAVSHIPS 校正用試験片には、 異なる深さ位置に 6 つの No.3 横穴があ り （202 ペー

ジ図 10-35 参照）、 画面に 0.25 インチ （6.35 mm） の増分で異なる深さ位置に反射エ

コーを生成します。 傷深さを用いた校正には、 この横穴を使用します。 これによ り、
2.75 インチ （69.85 mm） までの多様な検査測定範囲で校正を行う こ とができます。

こ こでは、 0.5 インチおよび 1.5 インチ （12.5 mm と 38 mm） の深さ位置にある横穴

を使用します。

その他の標準校正用試験片に関する情報は、 198 ページ 10.10 を参照して ください。

EPOCH 600 がメートル単位に設定されている場合、 入力値がインチではな く ミ

リ メートル （mm） 単位であるこ とを除いて、 校正手順はまった く同じです。

傷深さを用いて校正するには

1. “ 基本 ： Basic” >“ レンジ ： Range” を選択した後、 4 インチ （100 mm） に値を設

定します。 これによ り、 画面上に試験片からのエコーが見えるよ うにな り ます。

2. “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 種類 ： Type” = “ 深さ ： Depth” を選択します。

3. 探触子を校正用試験片に接触させ、 上下に動かしながら 0.5 インチ （12.7 mm）

の深さ位置にある横穴からの反射エコーを最大にします。

[ ピーク表示 ： PEAK MEM] を押してピーク表示機能を使用し、 信号のピークを

探します。

4. [ゲート ： GATES] キーを使い、 最初の横穴からの反射エコーがゲート閾値を超

えるよ うにゲート 1 を配置します。 この反射エコーは、 およそ 0.5 インチ

（12.5 mm） の位置に現れます ［194 ページ図 10-26 参照］。 
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図 10-26    ゼロ校正のためのゲート設定された信号の例

5. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。

自動 XX % 機能は、 ゲート設定したエコー振幅がフルスク リーン高さの XX %
（デフォルトの XX 値は 80 %） に設定されるよ うに、 ゲインを自動的に調整する

のに使用できます。 この機能をオンにするには、 [2ND F]、 （自動 XX % ：AUTO 

XX%） を押します。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。 

6. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” を選択します。

画面がフ リーズし、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero” ダイアログボッ クスが現れます （195
ページ図 10-27 参照）。

厚さ測定値
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図 10-27    校正ゼロ厚さ値の入力

7. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 0.500 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 続行 ： Continue” を選択し、 2 番目の校正ステップへ進み

ます （196 ページ図 10-28 参照）。

何らかの理由で校正データを取得しないで終了する必要がある場合は、 “ キャン

セル ： Cancel” を押します。
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図 10-28    音速校正のためのゲート設定された信号の例

8. [ゲート ： GATES] キーを使い、 2 番目の横穴からの反射エコーがゲート設定さ

れた範囲内に入るよ うに、 ゲート 1 を配置します。 
この反射エコーは、 およそ 1.5 インチ （38.1 mm） の位置に現れます。 

9. [ゲイン ： dB] を押し、 エコー振幅がおよそ 80 % になるよ うにゲインを調整し

ます。

厚さ測定値は、 A- スキャンの上に大きな文字で表示されます。 

10. 値が安定したら、 “ 自動校正 ： Auto Cal” > “ 校正音速 ： Cal-Vel” を選択します。 
画面がフ リーズし、 “ 校正音速 ： Cal-Vel” ダイアログボッ クスが現れます （197
ページ図 10-29 参照）。
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図 10-29    音速校正の板厚値を入力

11. ゲート内指示の既知の板厚値に一致するよ うに （こ こでは、 1.500 インチ） 値を

調整します。 次に、 “ 完了 ： Done” を選択して、 校正プロセスを完了します。

10.9 曲面補正

EPOCH 600 は、 パイプ、 シ リ ンダー、 その他の曲面を斜角探触子を使って検査する

際に、 表面距離補正を行う こ とができます。 この機能は、 試験体の表面が、 探触子
のビーム路程の方向にカーブしているよ う な検査にのみ適用されます。 水平距離と
深さを補正し、 試験体の板厚と外径を反映した測定値を提供します。 補正は、 探触
子が試験体の外径に置かれた曲面検査に適用できます。 曲面補正は表示されている
固体シ リ ンダー （バー） にも適用できます。

曲面補正機能を使用するには

1. “ 斜角設定 ： Trig” >CSC =“ 外径 ： Outer Dia” または “ バー ： Bar” を選択して、

管状シ リ ンダーまたは固体シ リ ンダーに対する曲面補正機能を有効にします。

記号がフラグ領域に現れます。

2. “ 斜角設定 ： Trig” > “ 直径 ： Diameter” を選択し、 試験体の外径を入力します。
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10.10 一般の斜角校正試験片ダイアグラム

198 ページ図 10-30 から 203 ページ図 10-36 は、 斜角プローブで一般的に使用されて

いる校正用試験片の図解です。

図 10-30    ASTM E164 IIW タイプの校正用試験片 （P/N: TB7541-1）

4 インチ9 インチ

.050 標準許容差

非累積
ルーサイ トプラグなし
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図 10-31    IIW タイプ 2 基準ブロック （P/N: TB5939-1）

0.060 穴

.906”
ルーサイ ト

直径 2”
ルーサ
イ ト
プラグ

0.046 THRU

0.078 THRU

0.125 THRU

3/8 RAD
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図 10-32    距離感度補正 （DSC） 試験片 （P/N: TB7549-1）

1 インチ

5 インチ

7 インチ 3 インチ

R2.625 REF

R3.000 REF

2.500 REF

.032 REF

R1.000 REF

1.000 REF 4.000 REF

45°0’ REF
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200　第 10章



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
図 10-33    ASTM E164 IIW タイプのメートル校正用試験片 （P/N: TB1054-2）

100 mm
225 mm

300 MM REF

ルーサイ トプラグなし

100 MM REF

R100 MM REF

200 MM REF

25 MM REF

91 MM REF
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図 10-34    ISO 7963 MAB 校正用試験片 （P/N: TB1065-1）

図 10-35    Navships シリンダー状反射ブロック （P/N: TB7567-1）

25 MM REF

30°0’ REF

R25 MM 
REF

R 50 MM REF

75 MM REF

Ø5 MM THRU REF

12.00 REF 1.25 REF

3.00 REF
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図 10-36    5 段階高精度板厚校正用試験片 （P/N: 2214E）

3.75 REF

.75 TYP
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11. データロガーの管理

この章では、 EPOCH 600 の内部データロガーの管理方法について説明します。 内容

は次のとおりです。

• 205 ページ 『データロガーの概要』

• 206 ページ 『データロガーの保存機能』

• 206 ページ 『データロガーのメニュー機能』

• 209 ページ 『データロガーのパラ メータ機能』

• 227 ページ 『スク リーンキャプチャの保存』

11.1 データロガーの概要

探傷検査と腐食厚さ測定に対応するために、 データロガーは幅広いファイルタイプ
と機能を備え、 かつ簡単に操作できるよ うに設計されています。 データロガーは次
の機能を備えています。

• ファ イルおよび識別子 （ID） コードによ り体系化されたデータ

• 英数字ファ イル名および識別子 （ID） コード

• すべてのファイルに対してファ イル詳細情報、 検査担当者 ID、 およびロケー

シ ョ ン メモ

• ファ イルタイプには、 次のものがあ り ます。

— 校正ファイル

— インク リ メ ンタルファ イル

• ファ イル編集、 ID の追加および削除、 ファ イル名の変更、 ファ イル内容の消去、

ファ イルの削除の機能

• すべてのファイル内容のオンスク リーンレビュー
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• 画像およびセッ ト アップ情報のない測定レビューのためのファイルサマ リ画面

• EPOCH 600 と コンピュータまたはプリ ンタ間のデータ転送機能

• ファ イル、 画像、 およびエクスポート されたデータの着脱式メモ リへの保存機能

11.2 データロガーの保存機能

EPOCH 600 は、 [2ND F]、 （保存 ： SAVE） または [保存 ： SAVE] を押すたびに （構成

によって異な り ます）、 次の情報を保存します。

• ファ イル名

• 識別子 （ID） コード

• アラーム条件

• ゲート測定モード

• 各ゲートのビーム路程レグ

• 最大 6 測定値ボッ クス値 （探傷器画面でユーザーが選択したすべての有効な測定

値）

• A- スキャン波形

• ピーク表示エンベロ ップまたはピークホールド波形 （機能がオンの場合）

• 全セッ ト アップパラ メータ

• フラグステータス （[ フリーズ ： FREEZE]、 “ ズーム ： Zoom”、 [ ピーク表示 ：

PEAK MEM] など）

• 有効なソフ ト ウェア機能 [DAC/TVG、 DGS/AVG、 AWS D1.1/D1.5]

EPOCH 600 データロガーは、 上記の情報と と もに 300,000 ID 以上を保存できます。

すべてのデータは、 探傷器の内部 2 GB MicroSD カードに選択した ID と と もに保存

されます。

11.3 データロガーのメニュー機能

EPOCH 600 データロガーは、 File （ファ イル） と Manage （管理） の 2 つの主要機能

に分割されます。 “ ファ イル ： File” および “ 管理 ： Manage” メニューで使用できる

パラ メータ とその機能を次に示します。 データロガーのパラ メータの多くはメ
ニューを開いて設定する必要があ り、 単に調整可能な値ではあ り ません。 パラ メー
タによっては、 複数の機能を実行するこ とに注意して ください。
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11.3.1 ファイルメニュー

この項では、 “ ファ イル ： File” メニューを示します （207 ページ図 11-1 参照）。

図 11-1    ファイルメニュー

“ 開く ： Open”

次の目的に使用されます。

• 有効な保存先と してのファ イルを選択します。

• 特定ファイルについての詳細情報を表示します。

• ファ イルに保存された ID に対するセッ ト アップおよび波形を表示します。

• 保存されたデータをライブ画面に移動するためのファ イル ID を リ コールしま

す。

• ファ イルに保存されたすべてのデータのサマ リ を表示します。 

• ファ イルデータを MicroSD カードにエクスポート します。

“ 作成 ： Create”

新しいファ イルを作成します。
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“ クイック リコール ： Quick Recall”

校正ファイルリ ス トからの校正ファイルから保存されたセッ ト アップを リ コール
します。

“ 最初の ID ： First ID”

現在開かれているファ イルの最初の識別子 （ID） にジャンプします。

“ 最後の ID ： Last ID”

現在開かれているファ イルの最後の識別子 （ID） にジャンプします。

“ 選択 ID ： Select ID”

現在開かれているファ イルのすべての ID のリ ス トから ID を選択します。

11.3.2 メニューの管理

この項では、 “ 管理 ： Manage” メニューを示します （208 ページ図 11-2 参照）。

図 11-2    管理メニュー
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リセッ ト

パラ メータおよびデータベース リセッ ト機能の “ リ セッ ト ： Reset” セッ ト アッ

プメニューにアクセスします。

“ 編集 ： Edit”

ファ イル名および記述子パラ メータを編集できます。

“ コピー ： Copy”

探傷器に保存されたファ イルの複製コピーを作成します。

“ 削除 ： Delete”

探傷器から保存されたファ イルを削除します。

“ メモ リ ： Memory” および “ 宛先 ： Send To” 機能は現在使用できません。

11.4 データロガーのパラメータ機能

上述のとおり、 “ ファ イル ： File” および “ 管理 ： Manage” メニューでの各データロ

ガーパラ メータは特定の機能を実行します。 次の項では、 データロガーメニューに
ある各パラ メータの機能について説明します。

11.4.1 「開 く 」 機能

“ 開く ： Open” パラ メータは、 データロガーに保存されたファイルに対して複数の

機能を実行します。 これらの機能については、 後の項で詳し く説明します。

11.4.1.1 有効な保存先としてのファイルの選択

EPOCH 600 は、 探傷器に作成またはダウンロード したすべてのファ イルの一覧を保

持しています。 ファ イルに情報を保存するには、 特定のファ イルを開き、 それを有
効な保存先と して選択する必要があ り ます。
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この 「開く」 機能を使う こ とで、 ボタンを押す回数が少なくて、 校正ファ イルや検
査保存ファ イルを 1 つの手順で同時に使用するこ とができます。 例えば、 特定の検

査で 3 種類の探触子を使用し校正を 3 回行う必要があるが、 1 つの検査ファ イルにす

べての検査データを保存したい場合があ り ます。 このと きは、 希望の検査ファイル
を最初に開きます。

ファイルを開き、 有効な保存先に設定するには

1. “ ファ イル ： File”>“ 開く ： Open” を選択します。

“ 開く ： Open” メニューが表示されます （210 ページ図 11-3 参照）。

図 11-3    「開 く 」 機能

2. 開きたいファイルを選択します。

3. “ 開く ： Open” を選択し、 選択したファ イルを開いてライブ画面に戻り ます。

この時点で、 開かれたファ イルの最初の空 ID が画面の上部左隅に表示されま

す。

4. [保存 ： SAVE] キーを押すと、 現在の画面上のデータ と設定が現在開かれている

ID に保存されます。
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11.4.1.2 特定ファイルについての詳細情報の表示

ファ イル作成後、 ファ イルのセッ ト アップ情報を表示するこ とができます。

セッ トアップ情報を表示するには

1. “ ファ イル ： File” > “ 開く ： Open” を選択して、 表示したいファイルを選択しま

す。

2. [P1] を押して、 “ 詳細情報 ： Details” メニューに入り ます。

ファ イルのセッ ト アップおよび作成情報がこ こに表示されます （211 ページ図

11-4 参照）。

図 11-4    詳細情報メニュー

3. “ 完了 ： Done” を押して “ 開く ： Open” メニューに戻るか、 [ エスケープ ：

ESCAPE] キーを押してメ イン画面に戻り ます。
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11.4.1.3 ファイルに保存された ID に対するセッ トアップおよび波形デー

タの表示

ファ イルにデータが保存される と、 保存されたデータの内容を表示するこ とができ
ます。 波形および基本セッ ト アップパラ メータが 1 つの画面に保存され、 完全な

セッ ト アップ情報が別画面に保存されます。

1. “ ファ イル ： File”>“ 開く ： Open” を選択して、 表示したいファ イルを選択しま

す。

2. “ コンテンツ ： Contents” を押して、 保存された波形および基本セッ ト アップ

データを表示します。

表示中に ID が画面の上部左隅に現れます （212 ページ図 11-5 参照）。

図 11-5    ファイル内容 （波形） の表示

3. “ セッ ト アップ ： Setup” を押して、 現在の ID に対する全セッ ト アップパラ メー

タを表示します （213 ページ図 11-6 参照）。
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図 11-6    ファイル内容 （セッ トアップ） の表示

4. 別の ID に切り替えるには、 ノブ （または矢印） を使用してファ イルに保存され

た ID をスク ロールするか、 [P3] を押して “ 選択 ID ： Select ID” メニューに入り

ます。 

5. 表示したい ID を選択した後、 [P1] （“ 選択 ： Select”） を押します。

6. “ 開く ： Open” メニューに戻るには、 [ エスケープ ： ESCAPE] キーを押します。

11.4.1.4 ファイル ID を呼び出すと、 保存されたデータがライブ画面に再

表示されます。

保存されたデータをライブ画面に表示するには、 特定のファ イル ID を呼び出す必要

があ り ます。 インク リ メ ンタル （INC） ファ イルの場合は、 呼び出す特定の ID を選

択します。 校正 （CAL） ファ イルの場合、 ファ イルを呼び出すと、 そのファイルに

保存された 1 つの ID のパラ メータが自動的にリ コールされます。

保存されたデータをライブ画面に表示するには、

1. “ ファ イル ： File”>“ 開く ： Open” を選択して、 表示したいファ イルを選択しま

す。
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2. “ コンテンツ ： Contents” を押して、 保存された波形と基本セッ ト アップデータ

を表示します。

表示中の ID が画面の上部左隅に現れます。

3. ノブ / 矢印を使用して リ コールしたい ID を選択するか、 “ 選択 ID ： Select ID”
を選択します。 

4. 表示したい ID を選択した後、 “ 選択 ： Select” を押します。

5. “ リ コール ： Recall” を選択して、 選択された ID を リ コールし、 パラ メータをラ

イブ画面に表示します。 

6. こ こで、 「新しいセッ ト アップがリ コールされました。 どれかキーを押して継続
して ください」 と表示して、 ユニッ トはライブ画面に戻り ます。

11.4.1.5 ファイルに保存された全データのサマリの表示

ファ イルにデータを保存した後、 ファ イル内の異なる ID に保存された様々な測定値

のサマリ を表示したい場合があ り ます。 （これらの測定値は “ 測定セッ ト アップ ：

Meas Setup”>“ 読み出しセッ ト アップ ： Reading Setup” から選択します。）

ファイルに保存された全データのサマリを表示するには

1. “ ファ イル ： File”>“ 開く ： Open” を選択して、 表示したいファ イルを選択しま

す。

2. “ サマ リ ： Summary” を押して、 選択したファ イルに保存された全 ID に対する

測定サマリ を表示します （215 ページ図 11-7 参照）。
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図 11-7    ファイルの測定値サマリ

3. 全ファイルデータの統計レポート を表示するには、 “ レポート ： Report” を押し

ます （216 ページ図 11-8 参照）。 
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図 11-8    統計データによるファイルレポート

4. サマ リ を押して測定値サマリに戻り ます。

5. “ 完了 ： Done” を押して “ 開く ： Open” メニューに戻るか、 [ エスケープ ：

ESCAPE] キーを押してメ イン画面に戻り ます。

11.4.1.6 ファイルデータの Micro SD カードへのエクスポート

多くの顧客は検査結果の探傷検出レポートで、 探傷器から保存されたデータを使用
します。 EPOCH 600 では、 レポートへの測定値の手動コピーが不要で、 探傷器内蔵

の Micro SD カードに保存されたファイルデータをエクスポートする機能を利用でき

ます。 ファ イルデータは 「.csv」 フォーマッ トでエクスポート され、 Microsoft Excel
などのプログラムで開く こ とができます。

ファイルデータを Micro SD カードにエクスポートするには

1. “ ファ イル ： File”>“ 開く ： Open” を選択した後、 エクスポート したいファイル

を選択します。
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2. [P5] を押してファ イルデータを Micro SD カードにエクスポート します。

こ こで、 エクスポート されるファ イルと同名の 「.csv」 ファ イルが Micro SD
カードに保存されます。 各 ID に対するすべての測定値および対応する値は、

Excel などのプログラムで開く とファ イル内のカラムに一覧表示されます。

11.4.2 作成機能

EPOCH 600 上のファイルデータを保存するには、 最初にファイルを作成しなければ

なり ません。 校正 （CAL） およびインク リ メ ンタル （INC） の 2 つの標準ファイルタ

イプがあ り ます。 これらのファ イルによって、 校正データまたは標準検査データを
保存するこ とができます。 ファ イルをデータ保存のために適切にセッ ト アップする
のに、 すべての項目が必要なわけではあ り ません。 

[保存 ： SAVE] キーを押すたびに、 ファ イル識別子 （ID） にファ イルデータが保存

されます。 ファ イル内の ID 数は、 選択されるファ イルタイプと保存したデータセッ

ト数によって異なり ます。 EPOCH 600 のメ イン画面の上部右隅に現在開いている

ファ イル ID が表示されます。

11.4.2.1 ファイルタイプ

EPOCH 600 には、 インク リ メ ンタルと校正の 2 つの標準ファイルタイプがあ り ます。

校正 （CAL） ファ イルは探傷器のセッ ト アップ （校正値） の保存を目的と していま

す。 これらのファ イルは同時に 1 つの保存 ID しか持つこ とができません。 これに

よって、 データロガーのサブメニューから、 またはク イ ッ ク リ コール機能に入るこ
とで、 探傷器のセッ ト アップをすばやく呼び出すこ とができます。 各 CAL ファ イル

には、 1 つのセッ ト アップと波形を保存するための 1 つの ID が含まれています。

校正ファイルとは異なり、 インク リ メ ンタル （INC） はファ イルデータ保存のために

複数の ID を持つこ とができます。 [保存 ： SAVE] キーを押すたびに、 次の増分規則

に従って ID が増加します。

• 右端の文字で始ま り、 最初の句読点または左端の文字 （いずれか最初に来たも
の） まで左方向に伸びる、 数字と文字 （句読点は除く） から成る ID 番号部分の

み増加します。

• 各桁は 0、 1、 2、 ...、 9、 0、 とい う よ うに繰り返します。 9 から 0 への移行は左

側に文字を増加した後でのみ行われます。 文字は A、 B、 C、 ...、 Z、 A と繰り返

します。 Z から A への移行は左側に文字を増加した後でのみ行われます。 いず

れの場合も、 左側に文字がなかった り、 左の文字が句読点の場合、 ID 番号は増

加できません。
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• ID 番号が増加しない場合は、 測定結果を保存した後、 エラーの警告音が鳴り、

ファンクシ ョ ンキーの上の画面に一時メ ッセージ 「ID をインク リ メ ン トできま

せん」 が表示されます。 最初に ID 番号を手作業で変更しないで保存を続行する

と、 同じ ID 番号に測定値が上書きされます。

11.4.2.2 ファイル作成

この項では、 探傷器でファイルを作成する方法を説明します。

探傷器上でファイルを作成するには

1. “ ファ イル ： File”>“ 作成 ： Create” を選択し、 “ 作成 ： Create” セッ ト アップメ

ニューを開きます （218 ページ図 11-9 参照）。 “ 作成 ： Create” セッ ト アップメ

ニューで必須ファ イルには 「*」 の印が付いているこ とに注意して ください。 

図 11-9    作成セッ トアップメニュー

2. “ 作成 ： Create” セッ ト アップページで、 ファ イルタイプ （INC または CAL） を

選択します。

3. “ ファ イル名 ： Filename” フ ィールドで、 編集オンを選択した後、 仮想キーボー

ドを使ってファイル名 （最大 32 文字） を入力します。
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“ ファ イル名 ： Filename” フ ィールドでは、 空白、 小数点、 スラ ッシュ、 句読点

の特殊文字は使用できません。

4. 必要な場合は、 “ 説明 ： Description” フ ィールドにファ イルの説明を入力します。

5. 必要な場合は、 “ 検査担当者 ID ： Inspector ID” フ ィールドに検査担当者の識別

情報を入力します。

6. 必要に応じて、 ロケーシ ョ ン メモフ ィールドに検査場所に関する情報を入力しま
す。 

7. 必要に応じて、 “ID プレフ ィ ッ クス ： ID Prefix” を入力します。 このプレフ ィ ッ

クスは ID の一部と して保存されますが増加はされません。

8. ファ イルに “ 開始 ID ： Start ID” を入力します。 CAL ファ イルタイプが選択され

ている場合、 このフ ィールドは自動的に “ 校正 ： Calibration” に設定されます。

（CAL ファ イルの ID は増加しないため、 この ID では有効桁は問題になり ませ

ん。）

9. ファ イルのセッ ト アップを完了したら、 “ 作成 ： Create” を選択して、 セッアッ

プページを終了し、 希望のファ イルを作成します。

ファ イルが作成されたら、 情報を保存する前にファ イルを開く必要があ り ます。
これは作成とは別の機能です。 ファ イルを開く方法の手順については、 209 ペー

ジ 11.4.1.1 を参照して ください。

10. &Open を選択して、 シングルステップでファイルを作成して開くか、 または

&Save を選択して、 シンングルステップで現在の設定を現在のファイルに作成

して開き、 保存するこ と もできます。

11.4.2.3 データをファイルに保存

EPOCH 600 では、 有効なファイル （検査） があ り、 ID が入力されていればいつでも

データを保存するこ とができます。 ファ イルは、 207 ページ 11.3.1 で説明したとお

り、 “ ファ イル ： File” >“ 作成 ： Create” を選択して作成するか、 または GageView 
Pro で作成して、 探傷器に転送します。 [2ND F]、 （保存 ： SAVE） または [保存 ：

SAVE] を押すと （構成によって異なる）、 有効なファ イル内にデータを保存します。
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有効な ID がない場合、 探傷器は画面の上部に 「有効な ID があ り ません」 とい

うエラーメ ッセージを表示します。 したがって、 データを保存する前に有効な
ファ イル （検査） を作成し、 ID を入力しておきます。 さ らに詳し くは、 208
ページ 11.3.2 を参照して ください。

[2ND F]、 （保存 ： SAVE） または [保存 ： SAVE] （構成によって異なる） を押すと、

EPOCH 600 は次の情報を保存します。

• ファ イル名

• ID

• 最大 5 測定値 （オペレータが選択）

• A- スキャン波形

• すべての探傷器セッ ト アップパラ メータ

• アラーム情報

• すべての表示フラグ

• ゲート測定モードアイコン

• 両ゲートのレグインジケータ

• 表示されているピーク表示エンベロ ップまたはピークホールド A- スキャン

• ソフ ト ウェア機能 / オプシ ョ ンセッ ト アップ

11.4.3 クイックリコール機能

EPOCH 600 では、 “ ファ イル閲覧 ： File Review” サブメニューに入らずに、 校正ファ

イルをすばやく呼び出すこ とができます。 ク イ ッ ク校正のリ コール機能には、 “ ファ

イル ： File”>“ ク イ ッ ク リ コール ： Quick Recall” を選択してアクセスします。 “ リ

コール ： Recall” メニューでは、 EPOCH 600 探傷器に保存されたすべての校正ファ イ

ルが一覧表示されます。
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校正ファイルタイプを使用して作成されたファ イルのみが、 ク イ ッ ク リ コール
セッ ト アップウ ィ ンド ウに表示されます。

リ コールセッ トアップでファイルをすばやく呼び出すには

1. “ ファ イル ： File”>“ ク イ ッ ク リ コール ： Quick Recall” を選択します。

リ コールセッ ト アップメニューが表示されます （174 ページ図 10-11 参照）。

図 11-10    リ コールセッ トアップメニュー

2. [上 ： UP]、 [下 ： DOWN]矢印キーまたは調整ノブを使用して、 希望の校正ファ

イルを選択します。

3. “ リ コール ： Recall” を押して、 希望のファ イルを選択し、 ラ イブ探傷器パラ

メータ と して設定を呼び出します。

4. [ エスケープ ： ESCAPE] を押して、 操作を取り消してライブ画面に戻り ます。
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11.4.4 最初の ID、 最後の ID、 および選択 ID 機能

ファ イルを開く と、 ファ イルがデフォルトで最初に開く ID になり ます。 現在選択さ

れている ID がメ イン画面の上部左隅に表示されます。

• ファ イル内の最初の ID を選択するには、 “ ファ イル ： File”>“ 最初の ID ： First 
ID” を選択します。 

• 現在開いているファ イル内の最後の ID にジャンプするには、 “ ファ イル ：

File”>“ 最後の ID ： Last ID” を選択します。 

• 現在開いているファ イル内のすべての使用可能な ID の一覧から選択するに

は、 “ ファ イル ： File”>“ 選択 ID ： Select ID” を選択します （222 ページ図 11-11
参照）。

図 11-11    “ 選択 ID ： Select ID” メニュー
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11.4.5 リセッ ト機能

EPOCH 600 では、 現在の設定値を必要に応じてデフォルト値にリセッ トできます。

探傷器のリセッ トパラ メータは、 “ 管理 ： Manage”>“ リ セッ ト ： Reset” を選択して

アクセスできる リセッ トセッ ト アップメニューで使用できます （224 ページ図 11-12
参照）。 矢印キーまたは調整ノブを使用して希望のリセッ ト タイプをハイライ ト し
て、 “ 選択 ： Select” を押します。 4 つのリセッ ト タイプは次のとおりです。

パラ メータ リセッ ト

現在のオンスク リーンパラ メータのみをシステムのデフォルト値にリセッ ト しま
す。 

保存リセッ ト

データロガーに保存されたすべてのファ イルを消去します。 （デフォルトの
NONAME00 ファ イルのみが残り ます。）

マスターリセッ ト

現在のオンスク リーンパラ メータをシステムのデフォルト値にリセッ ト して、 探
傷器のデータロガーに保存されたすべてのファ イルを消去します。

電源オフ

計測器の電源を切るのに使用します。
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図 11-12    リセッ トセッ トアップメニュー

11.4.6 編集、 コピー、 および消去機能

編集機能は、 ファ イルが保存されたら、 ファ イル名および記述部パラ メータの編集
に使用します。

ファイル作成パラメータを編集するには

1. “ 管理 ： Manage” >“ 編集 ： Edit” を選択します。

編集セッ ト アップメニューが表示されます （225 ページ図 11-13 参照）。
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図 11-13    編集セッ トアップメニュー

2. 使用可能な一覧から編集するファ イルを選択します。

校正ファイルと インク リ メ ンタルファ イルの両方が一覧表示されます。

3. 特定フ ィールドの “ 編集 ： Edit” を押して希望のフ ィールドを編集します。

4. “ 適用 ： Apply” を選択し、 Ok を押して、 変更を確認します。 [ エスケープ ：

ESCAPE] キーを押して、 メ イン画面に戻り ます。

“ コピー ： Copy” 機能は、 探傷器に保存されたファ イルの複製コピーを作成するのに

使用します。 

ファイルをコピーするには 

1. “ 管理 ： Manage” > “ コピー ： Copy” を選択します。

「コピー」 セッ ト アップメニューが表示されます （226 ページ図 11-14 参照）。
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図 11-14    「コピー」 セッ トアップメニュー

2. コピーしたいファ イルを使用可能な一覧からコピーします。 校正ファイルと イン
ク リ メ ンタルファ イルの両方が一覧表示されます。

3. “ ファ イル名 ： Filename” フ ィールドに、 コピーされるファ イルの名前を入力し

ます。 （上記のファイル名に対する同一ルールがこのフ ィールドに適用されま
す。）

4. “ コピー ： Copy” を選択し、 Ok を押して、 変更を確認します。 [ エスケープ ：

ESCAPE] キーを押して、 メ イン画面に戻り ます。

“ 削除 ： Delete” 機能は、 探傷器から保存したファ イルを消去します。 この機能は、

ファ イル名とその中に含まれるすべての保存データおよび ID を削除します。

ファイルを削除するには 

1. “ 管理 ： Manage” > “ 削除 ： Delete” を選択します。

「削除」 セッ ト アップメニューが表示されます （227 ページ図 11-15 参照）。
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図 11-15    「削除」 セッ トアップメニュー

2. 使用可能な一覧から削除したいファイルを削除します。 校正ファイルと インク リ
メ ンタルファ イルの両方が一覧表示されます。

3. 削除前にファイルの詳細を表示するには、 “ 詳細情報 ： Details” を押します。

4. “ 削除 ： Delete” を押して探傷器から選択されたファイルを消去します。

11.5 スクリーンキャプチャの保存

EPOCH 600 のスク リーンキャプチャを探傷器に内蔵されている Micro SD カードに保

存するこ とができます。 この機能はパソコンでの “ 画面印刷 ： Print Screen” 機能に

似ており、 レポートに使用するライブ検査データ情報をすばやく取り込むこ とがで
きます。 保存されたスク リーンキャプチャは、 Micro SD カードにビッ トマップ

（.bmp） ファ イルタイプと して保存されます。

スクリーンキャプチャを保存するには

1. EPOCH 600 を正しいパラ メータ、 メニュー、 またはキャプチャしたい画面に

セッ ト アップします。
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2. [2nd F]、 [F1] を押して画像をキャプチャします。

2、 3 秒間画面がフ リーズしてから、 ユニッ トがビープ音を発して保存が完了し

たこ とを知らせます。

3. Micro SD カードをパソコンまたはパソコンのカード リーダに挿入します （探傷

器にこのためのアダプタが付属しています）。 保存したスク リーンシ ョ ッ トには、
「BMP0.bmp」 で始まるタイ トルが付けられ、 各スク リーンシ ョ ッ トが保存され

るたびに数字が増加します。
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12. ソフ トウェア機能とオプシ ョ ン

この章では、 EPOCH 600 のソフ ト ウェア機能の起動と操作、 およびオプシ ョ ンにつ

いて説明しています。 内容は次のとおりです。

• 229 ページ 『認可済および未認可のソフ ト ウェア機能について』

• 231 ページ 『ダイナミ ッ ク DAC/TVG』

• 247 ページ 『DGS/AVG』

• 257 ページ 『AWS D1.1/D1.5 Weld Rating （溶接評価） ソフ ト ウェア』

• 263 ページ 『API 5UE』

• 273 ページ 『波形平均化』

12.1 認可済および未認可のソフ トウェア機能について

EPOCH 600 には、 一般的な探傷器と比べて機能面を充実させるべく、 多数のソフ ト

ウェア機能が標準で搭載されています。

次のソフ ト ウェア機能が、 EPOCH 600 探傷器に標準搭載されています。

• ダイナミ ッ ク DAC/TVG

• DGS/AVG

EPOCH 600 には、 また 5 つのソフ ト ウェアオプシ ョ ンもあ り ます。 これらのオプ

シ ョ ンは、 基本構成の標準搭載ではないため、 新たに購入して追加しなければなり
ません。 これらのオプシ ョ ン （AWS D1.1/D1.5、 API 5UE、 および波形平均化） は、

探傷器の購入時に有効にするこ とができます。 あるいは、 探傷器の購入後にリモー
ト アクティベーシ ョ ンによ り有効にするこ とができます。
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ソフ ト ウェアのオプシ ョ ンが有効でない場合、 この機能を管理するサブメニューに
はアクセスするこ とができません。 オ リ ンパスでは、 探傷器に入力してオプシ ョ ン
へのアクセスを可能にする有効化コードを提供しています。 これによって、 ソフ ト
ウェアを有効にできるため、 探傷器をサービスセンターに返却する必要はあ り ませ
ん。

ソフ トウェアオプシ ョ ンを有効にするには

1. “ 探傷器セッ ト アップ ： Inst Setup” > “ ソフ ト ウェアオプシ ョ ン ： Software 
Options” を選択し、 230 ページ図 12-1 に示されている “ ソフ ト ウェアオプシ ョ

ン ： Software Options” セッ ト アップページを開きます。

図 12-1    オプシ ョ ンキー入力ダイアログボックス

2. S/N パラ メータに表示される 16 文字から成る探傷器のソフ ト ウェアシ リ アル番

号を確認します。

3. ソフ ト ウェアのオプシ ョ ンを購入する際は、 このソフ ト ウェアシ リ アル番号が必
要です。 オ リ ンパスにご連絡ください。

オ リ ンパスから有効化コードを提供します。

ここにオプ
シ ョ ンのキー
を入力します。

ソフ トウェア
シリアル番号
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4. この リモート有効化コードを入手したら、 “ ソフ ト ウェアオプシ ョ ン ： Software 
Options” セッ ト アップページを開きます。

5. “ 編集オン ： Edit On” を押して、 仮想キーパッ ドを有効にします。

6. 仮想キーボードを使って、 “ オプシ ョ ンキーの入力 ： Enter Option Key” フ ィー

ルドに有効化コードを入力します （230 ページ図 12-1 参照）。

7. 有効化コードの入力が完了したら、 [次のグループ ： NEXT GROUP] キーを押し

て、 “ 有効化 ： Activate” を選択します。

8. [P1] キーを押してオプシ ョ ンを有効にし、 ラ イブ画面に戻り ます。

12.2 ダイナミ ック DAC/TVG

距離振幅補正 （DAC） 曲線は、 探触子からそれぞれ異なる距離にある同サイズの反

射源からの信号の振幅変動を描きます。 通常、 これらの反射源は、 音波ビームが被
検体を通過する際の物質減衰とビーム拡散が原因で、 様々な振幅を示すエコーを作
り出します。 DAC 曲線の目的は、 物質減衰、 近接場作用、 ビーム拡散、 表面粗度の

影響をグラフ ィ ッ クに補正するこ とです。

DAC 曲線を描いた後に、 曲線形成に使用される反射源と同じサイズの反射源は、 試

験片内の異なる位置であっても曲線に沿ってピーク線を描くエコーを作り ます。 同
様に、 曲線を作る反射源よ り小さい反射源はレベル以下に落ち込み、 他方、 よ り大
きな反射源は曲線レベルを超えます。

EPOCH 600 で DAC カーブを作成する と、 同時に時間可変ゲイン （TVG） セッ ト

アップを行います。 TVG は、 DAC と同じファ ク タを補正しますが、 表示が異なり ま

す。 音波が減衰する と、 TVG セッ ト アップは基準反射源からの信号ピークに沿った

カーブ表示ではなく、 基準反射源の反応が同じ画面の高さ （80 % FSH） になるよ う

に、 ゲインを時間の関数 （距離） と して増幅します。

EPOCH 600 の DAC/TVG 機能によ り、 DAC と TVG 表示をすばやく簡単に切り替え

るこ とができるため、 1 つの検査でも両方の技術を自由に使用できます。 DAC から

TVG 表示に切り替える場合、 DAC 曲線は画面上の TVG ラ インと して表示されます。

時間可変ゲインは効率よ く、 時間ベースで信号を増幅し、 画面上では DAC 曲線を直

線のよ うに見せます。

EPOCH 600 用のフレキシビ リ ティのある DAC/TVG ソフ ト ウェア機能を使用し、 特

殊なアプリ ケーシ ョ ン要件に合わせて、 DAC/TVG セッ ト アップをカスタマイズする

こ とができます。 DAC/TVG 機能は、 ASME、 ASME III、 および JIS 規格に準拠した

いくつかの DAC/TVG モードを備えています。 ソフ ト ウェアは、 ゲイン、 測定範囲、
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ゼロ点補正値、 遅延、 補正ゲイン、 転送補正などを直接制御するこ とができます。
また、 DAC/TVG オプシ ョ ンには、 カスタマイズ可能な DAC 警告カーブも提供しま

す。

12.2.1 機能の有効化と基準補正

DAC/TVG に関連するオプシ ョ ンを有効にする前に、 試験体に対して適切に探傷器を

校正する必要があ り ます。 DAC/TVG は、 DAC/TVG >“ セッ ト アップ ： Setup” を選

択して、 DAC/TVG セッ ト アップページにアクセスします （232 ページ図 12-2 参

照）。

図 12-2    DAC/TVG セッ トアップページ

また、 基準補正機能をライブ A- スキャンと DAC/TVG オプシ ョ ンのデジタル解析に

適用するこ と もできます。 基準補正機能が有効な場合は、 実際のピーク ・ 曲線間の
比率の % 振幅または dB 比較を行いながら、 ライブエコーピークや DAC 曲線のゲイ

ンを完全に制御できます。 このよ うにして、 ゲート設定したピーク と DAC 曲線に対
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する比率を正確に測定しながら、 補正ゲインをサイジングに使用するこ とができま
す。 ゲート設定されたエコー振幅は、 DAC 曲線と比較して、 振幅評価を行うために

基準ゲインレベルに戻って補正されます。

DAC/TVG を適切に選択したら （適用可能な場合 “ 基準補正 ： Ref Correct” の有効化

も含む）、 [ エスケープ ： ESCAPE] キーを使って、 A- スキャン画面に戻り、

DAC/TVG セッ ト アップを開始します。

ラ イブ A- スキャンモードになる と、 DAC/TVG メニューに DAC/TVG 機能用の様々

なセッ ト アップおよび調整パラ メータが表示されます。 これらのパラ メータから、
DAC/TVG セッ ト アップとその操作を管理するいくつかの重要な機能にアクセスでき

ます。

DAC/TVG 機能を無効にするには、 DAC/TVG セッ ト アップページに戻り、

DAC/TVG モード = オフにします。

次の項では、 すべての DAC/TVG モードについて説明しています。 DAC/TVG セッ ト

アップ手順は、 すべてのモードで同じです。 セッ ト アップに関して詳し くは、 次の
ASME/ASME-III で説明します。 他の DAC/TVG モードの設定手順における相違点に

ついては、 特定のモードに関連する項で説明します。

12.2.2 ASME/ASME III DAC/TVG

ASME DAC モードは、 基準反射源のピークからピークまで 1 つの DAC 曲線を描く

モードです。 ASME III （または ASME-3） モードでは、 3 本の DAC 曲線を描きます。

つま り、 基準反射源のピークからピークまでの 1 本の主要曲線、 およびその主要曲

線に対する –6 dB と –14 dB の位置にある 2 本の警告曲線です。

12.2.3 ASME III DAC セッ トアップの例

必要な DAC モードを選択しライブ画面に戻ったら、 DAC 曲線の最初の反射源が画

面の左側に向く よ うに測定範囲を設定します （234 ページ図 12-3）。
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図 12-3    最初の DAC セッ トアップステップ

DAC ポイン ト をキャプチャするには、 ゲート 1 をエコーに移動してから、

DAC/TVG >“ 追加 ： Add” を選択します。 “ ゲート 1 ： Gate 1” 開始パラ メータは、

[GATES] キーを押すか、 DAC/TVG メニューから [P5] を選択してアクセスできま

す。

EPOCH 600 では、 ポイン ト をキャプチャする前に、 DAC 曲線を生成する各エコーを

80 % FSH にするこ とができます。 この機能は、 特に遠距離場において、 よ り正確な

DAC 曲線を作成するのに有用です。 [2ND F]、 （自動 XX % ： AUTO XX %） を押し

て、 ポイン ト をキャプチャする前に各指示に自動 80 % 機能をオンにします。

ポイン ト をキャプチャしたら、 ポイン トの最大振幅ピークに｢ x ｣記号によるマークが

つけられます。 235 ページ図 12-4 は、 部分的に完成した DAC 曲線を示しています。
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図 12-4    DAC セッ トアップ 1 ポイン ト

EPOCH 600 では、 ポイン ト をキャプチャする前に、 DAC 曲線を生成する各エコーを

80 % FSH にするこ とができます。 この機能は、 特に長いビーム路程や減衰材料にお

いて、 よ り正確な DAC 曲線を作成するのに有用です。 [2ND F]、 （自動 XX % ：

AUTO XX %） を押して、 ポイン ト をキャプチャする前に各指示に対して自動 80 %
機能をオンにします。 （236 ページ図 12-5 を参照）。
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図 12-5    各エコーを 80 % FSH に設定した部分 DAC 曲線

探傷器は、 最初のポイン トから 2 番目のポイン ト まで 3 つのレベルで DAC 曲線を描

きます。 2 番目のポイン ト を 80 % フルスク リーン高さにするため、 自動 80 % 機能

を使用しました。 これによ り、 エコーの高さが高いほど振幅分解能が良いため、 ポ
イン トが正確にキャプチャされます。 これはまた、 最初にキャプチャしたエコーを
110 % FSH 以上に押し上げ、 主要な DAC 曲線と –6 dB の警告曲線をオフスク リーン

から 2 番目のポイン ト まで下に引き伸ばします。

DAC ポイン ト をキャプチャしたら、 “ 追加 ： Add” および 1-“ 自動 ： Auto” 以外にも

次の 2 つを選択できます。

“ 削除 ： Delete”

最後にキャプチャした DAC ポイン ト を削除します。

“ 完了 ： Done”

曲線作成を完了し、 検査モードに切り替えます。
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続けてポイン ト をキャプチャする必要がある場合は、 探傷器の測定幅やディ スプ
レイ遅延を増加させる と、 適切なと きによ り多くのエコーを見るこ とができま
す。

正しいポイン ト数をキャプチャしたら、 DAC/TVG >“ 完了 ： Done” を選択し、 DAC
曲線を完成させて、 DAC 検査モードに切り替えます。

図 12-6    完成した DAC 曲線

DAC 曲線が完成し、 探傷器が検査モードになる と、 探傷器に新しいパラ メータが表

示されます。
ソフ トウェア機能とオプシ ョ ン    237



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
“DAC ゲイン ： DAC Gain”

このパラ メータを調整するこ とによ り、 画面のエコーと同様 DAC/TVG の両方の

曲線の画面の高さ / ゲインを管理するこ とができます。 時間ベースによ り、 コー

ド準拠画面レベルで振幅 - 曲線の比較を行う こ とができます。

ビュー

この機能によ り、 作成した DAC 曲線と対応する DAC 曲線データに基づく TVG
セッ ト アップを切り替えるこ とができます。

次の DAC

この機能は、 複数の DAC 曲線がある場合に、 オンスク リーンのエコーと振幅を

比較するために、 DAC 曲線を切り替えます。

ゲインステップ

この設定は、 曲線ゲインでのステップを制御します。 可能なステップは、 0.1、
1.0、 2.0、 3.0、 6.0、 12.0 dB です。

G1 開始位置

ゲート 1 の開始位置も DAC メニューを通じて、 また [ゲート ： GATES] キーを

押して調整するこ とができます。
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図 12-7    DAC ビューモードでの完成した DAC 曲線

DAC/TVG がオンのと きは、 “ レンジ ： Range”、 “ 遅延 ： Delay”、 および “ ズーム ：

Zoom” 設定の完全制御が可能です。 これによ り、 DAC セッ ト アップで目的とする部

分に集中するこ とができます。 240 ページ図 12-8 に遅延付きで測定範囲を狭めた様

子を示します。
ソフ トウェア機能とオプシ ョ ン    239



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
図 12-8    狭い範囲の DAC

12.2.4 ゲイン調整オプシ ョ ン

EPOCH 600 の DAC/TVG ソフ ト ウェアは、 3 種類の各 DAC/TVG セッ ト アップのゲ

イン調整機能を備えています。 これらのゲイン調整によ り、 検査精度を高め、 曲線、
ライブピーク情報、 転送補正の操作を簡単に行えます。

12.2.4.1 補正ゲイン

潜在的な欠陥をすばやく発見し特定するために、 EPOCH 600 のゲイン （補正ゲイン）

を基準 （校正） ゲインから引き上げるこ とが規約によって義務付けられています。
しかし、 一度欠陥を特定する と、 このゲインは通常、 消去され、 校正で設定された
基準ゲインレベルにある反射源を表示します。 EPOCH 600 の DAC/TVG ソフ ト ウェ

アは、 検査目的に応じて一時的に補正ゲインを追加するこ とができます。 この補正
ゲインは、 ライブ A- スキャンにのみ影響し、 画面上でセッ ト アップされた DAC 曲

線のレベルを調整するこ とはできません。
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一時的な補正ゲインを追加するには

1. [ゲイン ： dB] を押します。

2. 粗調整または微調整でゲインを調整するか、 または [ゲイン ： dB] >“ +6 dB” と

“–6 dB” キーを使って、 補正ゲインを増減します。

3. [ゲイン ： dB] を押して、 “ ゲイン ： Gain” メニューにアクセスします。

4. “dB ： ゲイン ” > “ 基準 / 補正 ： Scan dB” を選択し、 基本 （基準） ゲインと調整

された補正ゲインを切り替えます。

5. “ ゲイン ： Gain” > “ オフ ： Off” を選択し、 補正ゲインを完全にオフにします。

241 ページ図 12-9 は、 補正ゲイン 3 dB を追加した ASME DAC セッ ト アップを示し

ています。

図 12-9    補正ゲイン 3 dB を追加した ASME DAC
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基準補正が有効な場合には、 ゲート設定したエコーが過剰でなければ、 補正ゲイ
ンを検査に適用したと しても、 キャプチャされた反射源と DAC 曲線のデジタル

比較は正確です。242 ページ図 12-10 では、上記と同じセッ ト アップですが、 
“ 基準補正 ： Reference Correction” が有効な場合を示しています。 補正ゲイン

は、 位置 5 にある dB と曲線間の測定からは除去されているこ とに注意して くだ

さい。 探傷器は DAC 曲線に対するエコー高さを比較し、 余分な補正ゲインを補

正し、 正しい振幅の比較をレポート します。

図 12-10    補正ゲイン 3 dB を追加し、 基準補正が有効な ASME DAC

12.2.4.2 曲線調整ゲイン （DAC ゲインまたは TVG ゲイン）

DAC 曲線と TVG ラ イン設定における全体的なゲインレベルは、 基準ゲインよ り も

高く調整した り、 低く調整した りするこ とができます。 ほとんどの検査規格では、
反射源が 20 % FSH 以下でサイズを測るこ とを禁止しています。 したがって、 試験片
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の中で一定の深さ / ビーム路程時間を超えて検査するには、 ラ イブ A- スキャンと

DAC 曲線の両方のゲインを引き上げてから、 検査を続行するこ とが必要です。 これ

は EPOCH 600 では、 曲線ゲイン （DAC 曲線調整ゲイン） を使って行います。 

曲線ゲインを調整するには

1. DAC/TVG > ゲインステップを選択してから、 希望のゲイン調整の増加度を選択

します。

2. DAC/TVG > DAC ゲインを選択してから、 選択した （正また負の） 増分で曲線

ゲインを調整します。

243 ページ図 12-11 は、 DAC の曲線ゲインセッ ト アップを示しており、 80 % FSH 近

くにエコーを配置するこ とによ り、 正確なエコー振幅を測定します。

図 12-11    調整ゲインによる DAC 曲線
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12.2.4.3 転送補正

転送補正は、 探傷器の校正中の基準ゲイン設定での調整であ り、 一般に校正用試験
片と試験体の間の表面条件が異なる場合に追加されます。 試験片表面の接触媒質の
条件が、 DAC 曲線を校正した後に信号喪失の原因となるこ とがあ り ます。 その場

合、 校正された DAC 曲線のあるテス ト反射源を正確に比較するこ とはできません。

EPOCH 600 は、 DAC 曲線のセッ ト アップを完了した後に、 校正された基本ゲインに

合わせて、 転送補正を加えるこ とで簡単にそのよ うな潜在的な違いを調整するこ と
ができます。

完成した DAC 曲線に転送補正を追加するには

1. “ 基本 ： Basic” を選択します。 

2. [ゲイン ： dB] を押します。

3. [上 ： UP]、 [下 ： DOWN]矢印キーまたは調整ノブを使って、 補正ゲインを転送

補正と して設定したいレベルにします。

4. 目的の補正ゲインが表示されたら、 [ゲイン ： dB] > “ 追加 ： Add” を選択し、 基

本ゲインに補正ゲインを追加して、 転送補正を適用します。 

12.2.5 JIS DAC

日本工業規格 （JIS） DAC モードは、 JIS Z3060 の要件を満たします。 JIS DAC 曲線

セッ ト アップは標準 DAC/TVG セッ ト アップと同じです。 ただし、 他の DAC/TVG
モード と比較する と、 わずかな機能の違いがあ り ます。

• TVG モードではメ インの DAC 曲線だけが表示されます。

• JIS DAC モードのと きは、 6 本の曲線のうちのどれかを使用してアラームを動作

させるこ とができます。 さ らに、 アラームを正極か負極に設定するこ と も可能で
す。 アラーム基準レベルと して使用する曲線を選択するには、 まず JIS DAC
モードを有効にし、 DAC/TVG > 次の DAC を選択します。 選択した曲線は二重

の厚みのある線で描かれます。 曲線を選択する と、 アラームが有効になり、 閾値
を正極にするか負極にするかを設定するこ とができます。

12.2.6 カスタム DAC 曲線

EPOCH 600 の DAC/TVG ソフ ト ウェアオプシ ョ ンは、 カスタム設定が可能な DAC
曲線設定を特長と しています。 この機能では、 –24 dB から +24 dB までの多様なレベ

ルで、 主要曲線から最大 6 本の追加基準曲線を定義するこ とができます。 カスタム
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DAC 曲線オプシ ョ ンは、 特殊なサイジング検査や手順開発に理想的です。 カスタム

DAC 曲線機能は、 DAC 曲線の各ポイン トにおける直線接続、 曲線、 多項式接続のオ

プシ ョ ンを備えており、 多様な国際的要件または顧客独自の要件に適合するこ とが
できます。

カスタマイズ曲線を有効にし、 設定を行うには

1. DAC/TVG > “ セッ ト アップ ： Setup” を選択して、 DAC/TVG セッ ト アップペー

ジを開きます。

2. DAC/TVG モードフ ィールドから “ カスタム ： Custom” を選択します。

3. “ 曲線タイプ ： Curve Type” （多項式 [ 曲線式 ] または直線区分式） を選択しま

す。

4. 主要曲線に追加したい “ 曲線数 ： No Of Curves” を選択します （例えば、 6 本の曲

線） が有効な場合、 合計 7 本の曲線が表示されます。 [246 ページ図 12-12 参照 ]。 

5. 各警告曲線には、 “ 曲線 ： Curve”<n>“dB ： ゲイン ” を選択し、 主要曲線に比較

した値を設定します。

6. [ エスケープ ： ESCAPE] を押して、 DAC ポイン トのキャプチャを開始するため

にライブスク リーンに戻り ます。
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図 12-12    カスタム DAC セッ トアップ

カスタム DAC セッ ト アップとその機能は、 この項で説明した ASME および ASME 
III と同じです。 247 ページ図 12-13 では、 完成した DAC セッ ト アップを示していま

す。
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図 12-13    完成したカスタム DAC

カスタム DAC 曲線ポイン ト をキャプチャし、 完成する と、 DAC および TVG ビュー

の切り替え、 “ 測定範囲 ： Range”、 “ 遅延 ： Delay”、 “ 校正ゼロ ： Cal-Zero”、 “ 屈折

角 ： Angle” の管理、 また必要な補正ゲインを追加したり、 曲線ゲイン調整や転送補

正が可能になり ます。 カスタム DAC 曲線の TVG ビューには、 ユーザーによ り定義

された基準曲線および DAC 曲線が含まれます。 カスタム DAC 曲線は、 必要に応じ

て基準補正機能も取り込むこ とができます。

12.3 DGS/AVG

EPOCH 600 のオンボード DGS/AVG オプシ ョ ンでは、 探傷器で全 DGS/AVG セッ ト

アップを行う こ とができます。 DGS/AVG 法によ り、 特定の探触子、 材質、 反射源サ

イズに合わせて計算された DGS/AVG 曲線に基づき、 欠陥寸法を測定できます。 こ

の方法では、 欠陥サイジング用の DGS 曲線の作成に 1 つの基準反射源だけを使用し

ます。 これは、 欠陥サイジング用の曲線作成に、 様々な深さ位置における代表的な
欠陥を必要とする DAC や TVG の方法とは大き く異な り ます。
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探傷器で DGS/AVG 曲線をすばやく設定するために、 オ リ ンパスは探触子ライブラ

リ を開発し、 これを探傷器のメモ リに格納しています。 このライブラ リには、 すべ
ての Atlas （ア ト ラス） シ リーズヨーロ ッパ仕様の従来型探触子だけでなく、 検査担

当者によ り一般的に使用されている他のいくつかの探触子も備えています。 ラ イブ
ラ リは次の 5 つのタイプに類別されています。

1. 接触型垂直探触子 （保護面あ り）

2. 斜角探触子

3. 二振動子型探触子

4. カスタム接触型垂直探触子

5. カスタム斜角ビーム

DGS/AVG 曲線を作成するために必要なすべてのデータは、 ライブラ リ内の各探触子

用のメモ リに保存されています。 既定のライブラ リにないプローブを使用したい場
合は、 GageView Pro インターフェイスプログラムに必要な探触子の特性を入力し、

EPOCH 600 にダウンロードするこ とができます。 探傷器にダウンロード されたプ

ローブは、 探触子ライブラ リのカスタム探触子セクシ ョ ンに表示されます。

オンボード DGS/AVG オプシ ョ ンによ り、 すばやく設定を行い、 簡単に欠陥サイズ

を評価するこ とができます。 このソフ ト ウェアオプシ ョ ンは、 EN 583-2:2001 の要件

に適合するよ う設計されています。 探傷器の機能を適切に使用するには、 取り扱い
者が、 この仕様やその他の内容をよ く理解し、 各地域の規則に従う有資格者である
こ とがきわめて重要です。 欠陥サイジングに使用される曲線は、 多くの変数に基づ
いて計算されるため、 正確な結果を得るには適切な探傷器設定が必要です。

12.3.1 有効化とセッ トアップのオプシ ョ ン

DGS/AVG オプシ ョ ンを有効にする前に、 試験体に合わせて探傷器を適切に校正しな

ければなり ません。 次に、 DGS/AVG > “ セッ ト アップ ： Setup” を選択し、

DGS/AVG セッ ト アップページ （249 ページ図 12-14 参照） の DGS/AVG オプシ ョ ン

を有効にします。
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図 12-14    DGS/AVG セッ トアップページ

この画面では、 検査に使用するプローブを正確に定義し、 描画する DGS/AVG 曲線

を設定します。 このセッ ト アップページでは、 様々な調整を行う こ とができます。

DGS/AVG

DGS/AVG 機能をオン / オフにする

プローブタイプ

使用するプローブの種類を選択します （垂直、 斜角、 二振動子、 またはカスタ
ム）

プローブ名

実際に使用するプローブを選択します。

反射源タイプ

DGS/AVG 曲線を作成するための基準欠陥指示をキャプチャするのに使用する反

射源の種類を定義します。

• 垂直ビームと二振動子型プローブに使用できる反射源は、 次のとおりです。
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• 底面

• 横穴 （SDH）

• 斜角ビームプローブに使用できる反射源は、 次のとおりです。

• K1-IIW ブロ ッ クアーク   

• K2-DSC 試験片 

• 横穴 （SDH）

• 平底穴 （FBH）

反射源直径

斜角検査のみに使用します。 基準反射源と して使用する平底穴 （FBH） または横

穴 （SDH） の直径を定義するこ とができます。 DGS/AVG 曲線を適切に配置する

には、 この直径が必要です。

デルタ VK

基準反射源 K1-IIW または K2-DSC 校正用試験片を使った斜角検査のみに使用し

ます。 斜角探触子のためのこの補正値は、 選択された探触子の DGS/AVG ダイア

グラムに一覧表示されています。

デルタ VT

校正用試験片から試験体への接触部のばらつき （表面条件） に起因する振幅差の
補正に使用する転送補正値。 EN 583-2:2001 に、 転送補正の計算方法が記載され

ています。

検出レベル

主要 DGS/AVG 曲線の高さです。 曲線は、 検出レベルと して設定した直径で異な

る深さ位置にある平底穴からの振幅を表します。 これは通常、 アプ リ ケーシ ョ ン
の検出欠陥サイズと等し くな り ます。

警告レベル

これは、 主要 DGS/AVG 曲線の位置と比較した 2 番目の DGS/AVG ｢警告｣曲線の

位置です。 この数値がゼロに設定されている場合、 警告曲線はオフになり ます。

ACV 試料

試験体の減衰値を dB/m で表示します。 校正用試験片での相対減衰を計算し、 こ

こに値を入力しなければならない場合もあ り ます。

ACV （校正用試験片）

校正用試験片の減衰値を dB/m で表示します。 校正用試験片での相対減衰を計算

し、 こ こに値を入力しなければならない場合もあ り ます。
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X 値

斜角探傷のみに使用します。 BIP からウェッジの前面までの探触子ウェッジの長

さです。 表面距離測定からウェッジの長さを取り除く際、 使用します。

ト レーニングを受けたオペレータ と して、 “ACV 試験体 ： ACV Specimen” およ

び “ACV 校正ブロ ッ ク ： ACV Cal Block” に値を適用するのに必要なタイ ミ ング

を把握しておく必要があ り ます。 これらの値は DGS/AVG 曲線の波形に影響する

ため、 結果的に欠陥サイジングの正確性に影響します。 推奨する相対的減衰の測
定法については、 本書の以降の章で説明しています。

DGS/AVG セッ ト アップページで正し く選択を行った後、 [ エスケープ ： ESCAPE] を

押すと ライブ A- スキャン表示に戻り ます。 

DGS/AVG 曲線セッ トアップを完成するには

1. 探触子を校正用試験片に接触させ、 選択した基準反射源からの反射をキャプチャ
します。

2. [ゲート ： GATES] を押し、 基準欠陥指示にゲート を設定します。 

3. [2ND F]、 （自動 XX % ： AUTO XX %） を押して、 基準反射源を 80 % FSH にしま

す。

4. DGS/AVG >“ 基準 ： Ref” を押し、 基準反射源をキャプチャし、 DGS/AVG 曲線を

生成します。
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図 12-15    キャプチャ前の基準反射源

基準反射源をキャプチャした後、 EPOCH 600 は、 自動的に DGS/AVG 曲線を計算し、

正しい検出レベル振幅で画面に表示します。
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図 12-16    画面上の DGS/AVG 曲線

12.3.2 曲線調整オプシ ョ ン

DGS/AVG 曲線が EPOCH 600 で計算される と、 検査中でも曲線を調整するこ とがで

きるよ うにな り ます。 これらの調整には、 適切な欠陥検出、 規格に準拠した欠陥サ
イジング、 基準反射源調整が可能なゲイン調整が含まれます。

12.3.3 転送補正

転送補正は、 探傷器の校正中の基準ゲイン設定での調整のこ とです。 通常、 校正用
試験片と試験体の間の表面条件が異なる場合に追加します。 試験片表面の接触媒質
の条件が、 DGS/AVG 曲線を校正した後に信号喪失の原因となるこ とがよ くあ り ま

す。 そ うなった場合、 校正された DGS/AVG 曲線のあるテス ト反射源を正確に比較

するこ とはできません。 EPOCH 600 は、 DGS/AVG 曲線のセッ ト アップを完了した

後に、 校正された基本ゲインに合わせて、 転送補正を加えるこ とで簡単にそのよ う
な違いを調整するこ とができます。
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転送補正は、 DGS/AVG 曲線 （デルタ Vt 値） の初期セッ ト アップ中に追加できます

が、 一般にこのファ ク タはセッ ト アップが完了するまで不明です。 

完成した DGS/AVG 曲線に転送補正を追加するには

  DGS/AVG > “ デルタ VT ： Delta VT” を選択して、 転送補正の値を調整します。

転送補正を調整する場合、 曲線の高さは一定でなければなり ませんがエコーの高
さは変化します。

12.3.4 DGS/AVG 曲線ゲイン

DGS/AVG 曲線全体の全ゲインレベルを、 基準ゲインに対し高く または低く設定でき

ます。 ほとんどの検査規格では、 反射源が 20 % FSH 以下でサイズを測るこ とを禁止

しています。 したがって、 試験片の中で一定の深さ / ビーム路程時間を超えて検査す

るには、 ラ イブ A- スキャンと DGS/AVG 曲線の両方のゲインを引き上げてから、 検

査を続行するこ とが必要です。 これは EPOCH 600 では、 DGS/AVG 曲線調整ゲイン

を使って行います。 

DGS/AVG 曲線ゲインを調整するには

1. [ゲイン ： dB] を押します。

2. 曲線ゲインを粗調整または微調整で調整します。 曲線ゲインの差異は探傷器の基
準ゲインから追加 / 減算されます。

DGS/AVG 曲線ゲイン調整は、 振幅比すなわちサイジング比較を維持できるよ う

に、 エコーの高さ と曲線の高さの両方に適用されます。

255 ページ図 12-17 は、 DGS/AVG の曲線ゲインセッ ト アップを示しており、 80 % 
FSH 近くにエコーを配置するこ とによ り、 正確なエコー振幅を測定します。
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図 12-17    DGS 調整によるゲイン曲線

12.3.5 検出レベル調整

DGS/AVG 曲線の検出レベルは、 主要曲線の高さを定義します。 つま り、 曲線の高さ

は、 平底穴からのエコー振幅を異なる深さ位置にある検出レベルの直径で表します。
これは通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの検出欠陥サイズと等し くな り ます。 EPOCH 600 は

ライブ検査中にこの検出レベルを調整するこ とができます。

このよ うに曲線の高さを調整できるのは、 DGS/AVG 曲線がキャプチャした基準

反射源と数学的なプローブのデータに基づいて計算されるためです。 これによ
り、 EPOCH 600 は、 DAC/TVG セッ ト アップで必要と される各データポイン ト を
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キャプチャするこ とな く、 特定のサイズの反射源の減衰曲線 （鋼） を描く こ とが
できます。 これが DAC/TVG サイジング技術に対する DGS/AVG サイジング技術

の主な利点の 1 つです。

検出レベルを調整するには

 DGS/AVG > 検出レベルを選択して、 現在の検出レベルの値を調整します。

12.3.6 相対減衰測定

試験体内の超音波減衰を測定する方法がいくつかあ り ます。 この手順は、 しばしば
試験体の絶対減衰値を測定するのに使用されます。 これには通常、 水浸探傷セッ ト
アップや時間のかかる一連の測定が必要です。 DGS/AVG 法によ り欠陥サイジングを

行うには、 多くの条件下で必要に応じて試験体や校正用試験片での相対減衰値を測
定するのが適している場合があ り ます。 こ こでは、 簡単かつ一般に有効と されてい
る 1 つの相対減衰測定法について概要を述べます。 他にもよ り適した方法があるか

も知れないので、 アプ リ ケーシ ョ ンや地域的要件に基づいて、 “ACV 試験体 ： ACV 
Specimen” や “ACV 校正ブロッ ク ： ACV Cal Block” の値が得られる最適な方法を判

断するこ とが必要です。

測定 ：

∆ Vg = 2 つの連続する底面エコー間のゲインの差異 （d および 2d）

∆ Ve = DGS/AVG ダイアグラムから d から 2d までの底面エコーによる曲線上のゲイ

ンの差異

計算 ：

∆ Vs = ∆ Vg - ∆ Ve [mm]

音速減衰係数 : α = ∆ Vs / 2d * 1000 [dB/m]
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12.4 AWS D1.1/D1.5 Weld Rating （溶接評価） ソフ トウェア  

EPOCH 600 の AWS D1.1 ソフ ト ウェアオプシ ョ ンは、 米国溶接協会による D1.1 （ま

たは D1.5） 鉄鋼用溶接構造規格における検査の実行を支援するために作成されまし

た。 この規格では、 超音波検査を使用して溶接内で検出された非連続性を分類する
手法を提供しています。 この規格は、 次の公式を使い、 検査中に検出された反射源
の指示評定を展開しています。

A - B - C = D

こ こで ：

A = 不連続指示レベル （dB）

B = 基準指示レベル （dB）

C = 減衰要因 ： 2 * （ビーム路程をインチ表示 – 1 インチ） （dB）

D = 指示評定 （dB）

AWS D1.1 の検査者は、 検出された不連続性の重大度を分類するために、 AWS が作

成している “Ultrasonic Acceptance – Rejection Criteria （超音波検査の合否 – リ ジェ ク

シ ョ ン基準） ” 表の A、 B、 および C に基づいて計算される欠陥指示評定 （D） を採

用する必要があ り ます。 検査を行う際に、 探触子の情報、 不連続部の長さ と位置、
および不連続性の全体的な評価と と もに、 上記のすべての変数の値を一覧にした
AWS レポート を作成するこ とが求められています。

これらの検査に必要な試験装置、 手法、 解釈、 および評価の条件に関する詳細につ
いては、 AWS D1.1 Code ブッ クを参照して ください。

12.4.1 解説

オリ ンパスは、 検査作業の簡素化と総検査時間の短縮を目的と して、 EPOCH 600 用

の AWS D1.1 ソフ ト ウェアオプシ ョ ンを開発しました。 EPOCH 600 でいくつかの必

要な計算を自動的に実行し、 またレポート作成のために EPOCH 600 データロガーで

不連続性を記録するこ とによってこれを達成できます。
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また、 EPOCH 600 は、 検査データをレポート作成に便利な GageView Pro コンピュー

タインターフェイスプログラムに転送するこ とができます。 このプログラムでは、
探傷器のセッ ト アップパラ メータ、 不連続性によって生成された波形、 不連続性の
ビーム路程と位置情報、 すべての AWS D1.1 方程式の変数を参照するこ とができま

す。

12.4.2 オプシ ョ ン有効化

AWS D1.1 検査を EPOCH 600 で行う際の最初のステップは、 探触子と検査条件に合

わせて探傷器を校正するこ とです。 EPOCH 600 の斜角校正に関する情報については、

本書の校正に関する項目または米国溶接協会の適切なガイ ド ラインを参照して くだ
さい。

AWS ソフ トウェア機能を有効にするには

1. AWS > “ セッ ト アップ ： Setup” を選択します。 

AWS セッ ト アップページが表示されます （259 ページ図 12-18 参照）。

2. AWS メニューで、 AWS = オンを選択します。

3. [ エスケープ ： ESCAPE] を押して、 ラ イブスク リーンに戻って AWS 検査を開始

します。

オンにした後、 検査を開始するには、 “ 基準 ： Ref” B の値を設定する必要があ り ま

す。 この数値は、 基準反射源のエコーをユーザー定義のフルスク リーン高さ （FSH）

に設定するのに必要なゲインレベルを表します。 EPOCH 600 によ り、 ユーザーは最

良実施例および手順に従う基準レベルを定義するこ とができます。 斜角の校正には
通常、 校正用試験片の横穴を基準反射源と して使用します。 その他の基準反射源は、
これらの検査の AWS 要件に適合する場合に使用できます。

エコー評価のための基準レベルを調整するには

 ラ イブ AWS 画面で、 P3 を押し、 値を適切な基準高さに調整します。
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図 12-18    AWS セッ トアップページ

基準 B 値を保存するには

1. [ゲート ： GATES] キーを使って、 基準反射源からのエコーにゲート を設定しま

す。 プローブを前後に移動させながら、 必要に応じてピーク表示を使用して、 こ
の振幅が最大 （ピーク） になるよ うにします。

2. [2ND F]、 （自動 XX % ： AUTO XX %） を押して、 ゲート設定されたエコーの最大

ピークを基準高さにします。

3. AWS > “ 基準 ： Ref” B を選択し、 ゲート設定された反射源を “ 基準 ： Ref” B 値

と して保存し、 YES を選択して確認します （260 ページ図 12-19 参照）。
ソフ トウェア機能とオプシ ョ ン    259



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
図 12-19    保存前の基準 B 値

“ 基準 ： Ref” B 値を保存する と、 ゲート設定された欠陥指示に対するライブ D 評定

を表示します （261 ページ図 12-20 参照）。 このライブ D 値は、 潜在する欠陥を分類

するための “AWS Acceptance - Rejection Criteria （AWS 合格－不合格基準） ” 表で使用

される欠陥指示評定を表しています。 この値は 5 つのボッ クスのうちの 1 つに別の

測定値と して表示できます。 この測定基準を有効にし表示するには、 103 ページ 5.3
を参照して ください。
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図 12-20    D 評定と有効な AWS

12.4.3 補正ゲイン

AWS 規格では、 “ 基準 ： Ref” B ゲイン値に一定量の補正ゲインを入力する必要があ

り ます。 これによ り、 試験体の中で基準欠陥よ り も小さいか深い傷を検出するこ と
ができます。

補正ゲインを加算するには

1. [ゲイン ： dB] キーを使って、 AWS 規格の概説に従い、 検査を行うために必要な

補正ゲイン値を調整します。 

2. [ゲイン ： dB] > “ 基準 / 補正 ： Scan dB” を選択して、 必要ならば補正ゲインの

オンまたはオフを切り替えます。
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D 指示評定値を表示するには、 ゲート設定されているエコーの最大振幅は、

110 % FSH 以下でなければなり ません。 多くの場合、 エコーの最大振幅を画面に

設定するには補正ゲインをオフにするだけです。 さ らにゲイン調整が必要になる
場合もあ り ます。

12.4.4 A 値と C 値を計算

ゲート設定されたエコーのピークが 100 % FSH を下回る場合、 EPOCH 600 は、 D 欠

陥指示評定値を出すのに必要な A 値と C 値を自動的に計算します。 A 値の場合、

EPOCH 600 は、 ゲート設定したエコーを基準高さにするための dB 値を自動的に計

算します。 C 値を計算するために、 EPOCH 600 は、 減衰要因となるビーム路程カ リ

キュレータのデータを使用します。

正確な計算を行うために、 試験体の正確な厚さを入力しなければなり ません。

[保存 ： SAVE] を押すと、 EPOCH 600 データロガーに不連続性のデータを保存する

こ とができます。 一般的なデータロガーの情報については、 205 ページ 11 を参照し

て ください。

有効な AWS D1.1 と と もに保存された ID の下に、 A、 B、 C、 および D の値を確認で

きます。 このデータはファイル参照ウ ィンド ウで見るこ とができます。

EPOCH 600 と AWS D1.1 ソフ ト ウェア機能の使用中は、 表示されている欠陥指

示評定 （D 値） に影響する検査条件を考慮した上で、 エコー指示の意味と これら

の指示に適切に対応する報告された D 値を解釈するこ とは、 オペレータの責任

です。
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12.5 API 5UE

EPOCH 600 用の API 5UE ソフ ト ウェアオプシ ョ ンは、 アメ リ カ石油機構の推奨業務

基準 5UE に準拠した検査実行を支援するこ とを目的と しています。 この業務基準

は、 新し く製造されたパイプの内径 （ID） ク ラ ッ クを検査して特性を評価するため

に OCTG メーカー用に開発されました。 API 5UE コードでは、 振幅比較法 （ACT）
と振幅－距離差法 （ADDT） の 2 つのク ラ ッ クサイジング法を使用して、 ID ク ラ ッ

キングの特性を評価します。 EPOCH 4PLUS 用に開発されたソフ ト ウェアは、 次式を

使用して ID ク ラ ッ クサイズを求める ADDT 手法の実行を支援します。

こ こで ：

di = 欠陥のサイズ

Amax = 欠陥領域から返される最大振幅 （通常、 80 %）

T1 = Amax の最初のピークから 6 dB 低下してポイン ト （距離または時間）

T2 = Amax の最後のピークから 6 dB 低下したポイン ト （距離または時間）

k = 基準ノ ッチに対して校正から計算された定数値

API 5UE 業務基準からの ADDT 法を使用した検査中に、 不合格の可能性があるク

ラ ッ クを見つけて検査し、 そのピーク振幅を特定します。 この振幅はフルスク リー
ン高さ （FSH） の 80 % に設定され、 Amax と名前が付けられます。 次に、 探触子は

信号が 6 dB まで、 つま り Amax のスク リーン高さの 1/2 に低下するまで、 ク ラ ッ クの

方に移動します。 この位置には T1 という記号が付いています。 次に、 探触子は信号

が Amax のも う一方の側で 6 dB 低下するまで、 ク ラ ッ クから離れる方向に移動しま

す。 この位置には T2 とい う記号が付いています。 これらの測定値と校正中に計算さ

れる k 因子定数を使用して、 ク ラ ッ クサイズ di が計算され記録されます。

この計算および 「k 因子」 定数の計算に関して、 さ らに詳し くは API の推奨業務基

準 5UE 仕様を参照してください。

内容

EPOCH 600 用の API 5UE ソフ ト ウェアオプシ ョ ンは、 ADDT テス トの実行に必要な

多数の操作を著し く簡素化し、 総検査時間を大幅に短縮するよ うに設計されました。
これはピーク表示機能を使用して実現されており、 キーを 1 回押すだけで、 ク ラ ッ

di Amax T2 T1–  k=
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ク信号のピークエンベロ ップを描いて、 Amax、 T1、 および T2 ポイン ト をすばやく

キャプチャします。 EPOCH 600 は、 ピークエンベロ ップから収集したこのデータを

使用し、 上式によって必要な計算を実行し、 画面の上部右隅にク ラ ッ ク高さを表示
します。 次に、 検査するク ラ ッ クのすべての関連値をレポートの目的でデータロ
ガーに保存したり、 GageView Pro インターフェイスプログラムを使用してパソコン

に転送した りするこ とができます （264 ページ図 12-21 参照）。 

図 12-21    API 5UE サイジングの完了

12.5.1 オプシ ョ ンの有効化とセッ トアップ

探傷器で API 5UE ソフ ト ウェアオプシ ョ ンがライセンス供与されている場合、 通常

の操作時にいつでも有効化するこ とができます。 

API 5UE ソフ トウェアオプシ ョ ンを有効化するには

1. API5UE > “ セッ ト アップ ： Setup” を選択します。

2. API5UE メニューで、 API5UE = オンを選択します （265 ページ図 12-22 参照）。

3. [次のグループ ： NEXT GROUP] を押して、 “ 基準深さ ： Ref. Depth” ボッ クス

で校正基準ノ ッチの既知の高さを入力します。
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4. [ エスケープ ： ESCAPE] を押してライブ画面に戻り ます。

図 12-22    波形平均化オプシ ョ ンのセッ トアップ

API 5UE が有効化される と、 EPOCH 600 のファンクシ ョ ンキーは、 検査担当者が校

正用データおよび検査データを収集するのを補助します。 また、 自動 XX % 機能に

よって、 自動的にキャプチャしたエコーを FSH の 80 % にするこ とができます。 こ

れは特に基準ノ ッチから正確な Amax 測定値を取得するのに役立ちます。

API 5UE コードは、 検査に先立って、 既知の深さの基準ノ ッチを使用して探傷器を

校正する必要があるこ とを規定しています （特定の状況では、 校正に貫通したド リ
ル穴が適しています — 基準標準の選択に関する詳細は、 API の推奨作業基準 5UE の

全文を参照してください）。 この基準ノ ッチの深さは、 API 5UE ソフ ト ウェアオプ

シ ョ ンの有効化メニューで正し く入力しなければなり ません。

基準ノ ッチで校正を行う前に、 探傷器を校正して、 検査材料でのビーム入射点、 屈
折角、 および距離を確認する必要があ り ます。 斜角の校正に関する詳細については、
180 ページ 10.7 および 192 ページ 10.8 を参照して ください。
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12.5.2 エンベロップモード

ク ラ ッ クの深さを検査するための最も簡単な方法は、 API 5UE をエンベロ ップモー

ドで使用するこ とです。 この方法では、 オペレータがキーを 1 回押すだけですべて

の関連データを収集し、 最も効率的な方法で潜在する欠陥を採寸するこ とができま
す。

12.5.2.1 校正

エンベロ ップモードで API 5UE 検査のための校正を行うには、 ピーク表示機能をオ

ンにする必要があ り ます。 ピーク表示機能がオンになる と、 エンベロ ップモードが
自動的にオンになり ます。 ピーク表示機能をオンにするには、 [ ピーク表示 ： PEAK 

MEM] を押します。 文字 「P」 がラ イブ A- スキャン画面に表示されるはずです。

ピーク表示機能がオンになる と、 次の手順を使用して探傷器を校正します。

探傷器を校正するには

1. 校正ノ ッチからの反射を見つけ、 自動 XX % を使用して、 この指示が 80 % FSH
になるよ うにします。

2. 指示を囲むよ うにゲート 1 を調整します。

3. ノ ッチ上で探触子を前後に動かして、 ノ ッチのエコー変化のピークエンベロ ップ
を描きます。

4. [P1] を押して、 Amax、 T1、 および T2 データをエンベロ ップから収集します

（267 ページ図 12-23 参照）。

5. [P5] を押して、 校正モードから検査モードに移動します。
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図 12-23    収集モードでの校正データ

12.5.2.2 クラックのサイジング

EPOCH 600 は自動的に、 Amax、 T1、 および T2 を収集して、 既知の基準高さ dr から

「k 因子」 を計算します。 これらの収集された 3 つの値 （Amax、 T1、 および T2） が、

「□」 マークを使用して画面上のそれぞれの位置に表示されます。 

収集した校正データに満足した場合、 [P5] を押して、 校正モードから検査モードに

移動します （268 ページ図 12-24 参照）。
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図 12-24    検査モード

ク ラ ッ クサイズが 「Di」 測定の下に表示されます （106 ページ 5.3.2 参照）。

ピーク表示機能がオンのと き、 ユニッ トはデフォルトでク ラ ッ クサイジングを行う
エンベロ ップモードになり ます。 次の手順に従い、 エンベロ ップモードを使用して
ク ラ ッ クをサイジングします。

エンベロップモードを使用してクラ ックをサイジングするには

1. [ ピーク表示 ： PEAK MEM] を押して、 ピーク表示機能をオンにします。

2. 潜在する欠陥からの信号が最大振幅になるこ とを確認します （ク ラ ッ クのスキャ
ンおよび検査要件については、 API の推奨作業基準 5UE を参照）。

3. 必要な場合は、 自動 XX % 機能を使用して、 ピーク振幅を FSH の 80 % にしま

す。

4. ク ラ ッ クのピーク振幅から前後にスキャンして、 ク ラ ッ ク信号の 「ピークエンベ
ロ ップ」 を描きます。

5. 画面範囲がピークエンベロ ップ全体を十分包含するよ うに調整してから、 ゲート
レベルをピーク振幅高さの半分以下 （% FSH 単位） になるよ うに設定します。
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6. [P1] を押して、 ピークエンベロ ップから Amax、 T1、 および T2 を収集します。

ク ラ ッ クのサイズ指示 （di） がラ イブ A- スキャン画面の上部右隅に表示されま

す。

7. 校正ノ ッチからの反射を見つけ、 自動 XX % を使用して、 この指示が 80 % FSH
になるよ うにします。

8. 指示を囲むよ うにゲート 1 を調整します。

9. ノ ッチ上で探触子を前後に動かして、 ノ ッチのエコー変化のピークエンベロ ップ
を描きます。

10. [P1] を押して、 エンベロ ップから Amax、 T1、 および T2 データを収集します。

11. [P5] を押して、 校正モードから検査モードに移動します。

個別のク ラ ッ クを検査するか、 または同一ク ラ ッ クに対する新しいデータを収集す
るには、 [P6] を押して、 現在のデータをク リ アし上記の手順に従って再検査します。

12.5.3 手動モード

API 5UE オプシ ョ ンで手動モード手法を使用するこ と もできます。 このモードでは

手動で、 ライブ A- スキャンから Amax、 T1、 および T2 ポイン ト を選択して、 ク ラ ッ

クの深さ指示を取得するこ とができます。

12.5.3.1 校正

ピーク表示機能を使用しないと きは、 手動で各校正データポイン ト を収集して、 検
査のために探傷器を校正するこ とができます。 この手動収集は、 ピーク表示機能が
オフのと きにのみ機能します。

API 5UE ソフ ト ウェアを有効化し、 基準ノ ッチ深さを入力した後、 次の手順を使用

して手動モードで校正します。

手動モードで校正するには

1. 基準ノ ッチからの信号を見つけます。

2. 基準ノ ッチ信号の動きの全範囲を十分表示するよ うに画面の範囲を調整します。

3. 基準ノ ッチ信号の動きの全範囲を包含するよ うにゲート 1 を調整してから、 ゲー

ト を 40 % FSH 以下にします。

4. 校正ノ ッチからの反射を見つけ、 自動 80 % を使用して、 この指示が 80 % FSH
になるよ うにします。
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5. [P1] RefAMax を押して、 Amax 点を保存し、 [P1] を押して確認します （270 ペー

ジ図 12-25 参照）。

図 12-25    Amax ポイン トの保存

6. ピークが信号の立ち上がりエッジで 40 % FSH に低下するまで、 探触子をノ ッチ

を超えて前方に移動します。

7. [P2] RefT1 を押して、 最初のピークから 6 dB 低下した位置を収集し、 この値を

T1 と して割り当てます （271 ページ図 12-26 参照）。
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図 12-26    T1 ポイン トの保存

8. 信号の立ち下がりで、 ピークの低下が 80 % FSH に上昇してから、 40 % FSH に

低下するまで、 探触子をノ ッチを超えて後方に移動します。

9. [P3] RefT2 を押して、 立ち下がり ピークから 6 dB 低下した位置を収集し、 この

値を T1 と して割り当てます （272 ページ図 12-27 参照）。
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図 12-27    T2 ポイン トの保存

10. [P5] キーを押して、 校正を完了し、 検査モードに移動します。

11. 収集したポイン トに満足しない場合は、 以前のパラ メータキー （[P1]、 [P2]、 ま

たは [P3]） を使用して特定のポイン ト を上書きするか、 またはク リ ア （[P5]） を

押して校正全体をク リ アして再開するこ とができます。

12.5.3.2 クラックのサイジング

API 5UE ソフ ト ウェアが基準ノ ッチに対して正し く校正されたら、 次の手順に従い

手動モードを使用してク ラ ッ クをサイジングします。

手動モードでクラックをサイジングするには

1. 潜在する欠陥からの信号が最大振幅になるこ とを確認します （ク ラ ッ クのスキャ
ンおよび検査要件については、 API の推奨作業基準 5UE を参照）。

2. 必要な場合は、 自動 XX % 機能を使用して、 ピーク振幅を FSH の 80 % にしま

す。
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3. ピーク振幅が画面に表示されたら、 AMax ファンクシ ョ ンキー （[P2]） を使用し

て、 このピーク振幅値を Amax と して割り当てます。 ピーク振幅の値 （%FSH 単

位） を書き留めます。

4. 信号の立ち上がりエッジで、 ピークが Amax （% FSH 単位） の値の 1/2 に低下す

るまで、 潜在する欠陥の方向に探触子を移動します。 T1 ファンクシ ョ ンキー

（[P2]） を押して、 立ち上がり ピークから 6 dB 低下した位置を収集し、 この値を

T1 と して割り当てます。

5. 信号の立ち下がりエッジで、 ピークが Amax （% FSH 単位） の値の 1/2 に低下す

るまで、 潜在する欠陥から探触子を離していきます。 T2 ファンクシ ョ ンキー

（[P3]） を押して、 立ち下がり ピークから 6 dB 低下した位置を収集し、 この値を

T2 と して割り当てます。 ク ラ ッ クサイズを示す値がライブ A- スキャン画面の上

部右隅に表示されます。

6. 個別のク ラ ッ クを検査するか、 または同一ク ラ ッ クに対する新しいデータを収集
するには、 [P6] を押して、 現在のデータをク リ アし上記の手順に従って再検査

します。

エンベロ ップモードまたは手動モードでの検査中にはいつでも、 探傷器を再校正
するこ とができます。 RE-CAL ファンクシ ョ ンキー （[P5]） を押して校正モード

に入り、 266 ページ 12.5.2.1 および 269 ページ 12.5.3.1 で定義された手順に従っ

て、 再校正を行います。

12.6 波形平均化

波形平均化ソフ ト ウェアオプシ ョ ンによって、 連続的に取得した A- スキャンの平均

を表すライブ A- スキャン表示が可能です。 波形の平均化によって、 静的欠陥が検出

される と きの信号対ノ イズ比が改善されます。 

試験体を動的にスキャンして欠陥を探すと きには、 波形平均化は推奨できません。
これを行う と実際には、 周辺に存在するよ り小さな振幅のク リーンな信号を含む高
ピーク欠陥エコーを平均化してしまい、 特定の欠陥信号の識別が困難になり ます。 
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平均化の精度を選択できます。 つま り 2X、 4X、 8X、 16X、 または 32X 平均化を選

択して、 関連信号を維持しながら A- スキャンからスプ リ アス ノ イズ信号を除去する

こ とができます。

12.6.1 オプシ ョ ンのセッ トアップ

探傷器で波形平均化ソフ ト ウェアオプシ ョ ンがライセンス供与されている場合、 標
準的な操作時にはいつでも有効化するこ とができます。 

波形平均化ソフ トウェア機能を有効化するには 

1. “ 測定セッ ト アップ ： Meas Setup”>“ 特殊 ： Special” を選択します。

“ 特殊 ： Special” 画面が表示されます （274 ページ図 12-28 参照）。

2. “ 特殊 ： Special” メニューで、 “ 平均化 ： Average” を選択します。

3. 平均化のレベルを選択します。

4. [ エスケープ ： ESCAPE] を押してライブ画面に戻り ます。

図 12-28    波形平均化オプシ ョ ンのセッ トアップ
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12.6.2 平均化オプシ ョ ンの使用

波形平均化オプシ ョ ンがオンになる と、 画面上部にアイコンが表示され、 このオプ
シ ョ ンが有効であるこ とを知らせます （275 ページ図 12-29 参照）。

図 12-29    波形平均化アイコン

平均化ソフ ト ウェア使用時の効果的な測定速度は、 標準モードを使用するので PRF
とは等し くないこ とに注意して ください。 平均化オプシ ョ ン使用時の効果的な測定
速度は、 総 PFR÷ 平均化因子に等し くな り ます。

平均化の速度が高いと、 画面の更新速度が 60 Hz （PRF 値によって異なる） 以下にな

るこ とがあ り ます。 60 Hz が通常、 画面更新速度の業界標準なので、 更新速度が

60 Hz 未満の場合は、 波形画面の右側にアイコンで通知されます （276 ページ図

12-30 参照）。 

オプシ ョ ンが有効であることを
ユーザーに知らせるアイコン
ソフ トウェア機能とオプシ ョ ン    275



DMTA‐10006‐01JA [U8778383], A版 , 2011年 12月 
図 12-30    60 Hz 未満の更新速度

画面更新速度
が 60 Hz 未満

であることを
示すアイコン
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13. メンテナンスおよびト ラブルシューティング

この章では、 EPOCH 600 で実行される メンテナンス作業を詳細に説明し、 ト ラブル

シューティングガイ ドを提供します。 内容は次のとおりです。

• 277 ページ 『探傷器のク リーニング』

• 277 ページ 『O リ ングガスケッ ト とシールの確認』

• 278 ページ 『ディ スプレイの保護』

• 278 ページ 『年次校正』

• 279 ページ 『 ト ラブルシューティング』

13.1 探傷器のクリーニング

必要な場合は、 湿った布に付けた肌にやさしい石鹸と水で探傷器を清掃してくださ
い。

13.2 O リングガスケッ ト とシールの確認

EPOCH 600 には、 探傷器の内部ハード ウェアを環境から保護するためのシールが付

いています。 シールには次のものがあ り ます。

• バッテ リー収納カバーシール

• 側面ドアシール

• 保護膜付き通気口

• 探傷器の上半分および下半分の間にある主要な O リ ングシールとアルミニウム

製ヒート シンクバンド

• 探触子ガスケッ ト
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定期的に清掃し、 上記のシールとガスケッ トの状態を点検して、 ハード ウェアが適
切に保護されているこ とを確認して ください。 

13.3 ディスプレイの保護

EPOCH 600 探傷器には、 ディ スプレイウインド ウを保護するための透明なプラス

チッ ク製のシートが付いています。 探傷器の使用中は透明のプラスチッ クシート を
装着し、 絶えずディ スプレイを保護して ください。 透明のプラスチッ クシートは、
オ リ ンパスから 10 枚入りパッケージ （P/N: 600-DP [U8780297]） で入手できます。

ディ スプレイウ ィ ンド ウは探傷器を完全に密閉するために、 探傷器ケースの上半
分に永久的に接合されています。 ディ スプレイウ ィ ンド ウが壊れた場合は、 ケー
スの上半分全体を探傷器のダイレク ト アクセスキーパッ ド と一緒に交換しなけれ
ばなり ません。

13.4 年次校正

オリ ンパスでは、 EPOCH 600 探傷器を年に 1 度、 年次校正のためにオリ ンパスの

サービスセンターに返送されるこ とをお勧めしています。 詳し くはオ リ ンパスまた
は、 オ リ ンパス販売代理店にご連絡ください。 
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13.5 ト ラブルシューテ ィング

症状

前面パネルキーで [ オン / オフ ]電源キーだけが操作可能。 他のキーを押して

も作動しない。

考えられる原因

オールロ ッ ク機能が有効になっており、 前面パネルキーがすべてロ ッ ク されて
います。 

解決法

探傷器の電源をオン ・ オフしてキーのロ ッ クを解除して ください。

症状

いくつかのソフ ト ウェア機能が作動しない。

考えられる原因

校正ロ ッ ク機能がオンになっていて、 すべての前面パネルキーがロ ッ ク されて
います。 

解決法

探傷器の電源をオン ・ オフしてキーのロ ッ クを解除して ください。

症状

（ソフ ト ウェアの更新後に） [ オン / オフ ]電源キーを押しても探傷器が立ち上

がらない。 

考えられる原因

ソフ ト ウェア更新の中断、 不完全、 データの破損。 

解決法

1. EPOCH 600 からバッテ リーと AC 電源を取り外して ください。

2. EPOCH 600 のバッテ リーを交換して ください。 

3. ユニッ ト を起動して ください。 
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14. 仕様

この章では、 EPOCH 600 の仕様を記載します。 内容は次のとおりです。

• 281 ページ 『一般仕様および環境仕様』

• 283 ページ 『チャンネル仕様』

• 285 ページ 『入力 / 出力仕様』

14.1 一般仕様および環境仕様

表 15    一般仕様

パラメータ  値

外観寸法
（W x H x D）

236 mm x 167 mm x 70 mm

重量 1.68 kg、 （リチウムイオンバッテリーを含む）

キーパッ ド 日本語、 英語、 国際記号、 中国語

インターフェイス言語 日本語、 英語、 スペイン語、 フランス語、 ドイツ語、 イタ
リア語、 中国語、 ロシア語、 ポルトガル語、 ポーランド語、
オランダ語、 韓国語、 チェコ語、 ハンガリー語、 フ ィ ンラ
ンド語

探触子の接続 BNC または LEMO 01

データ保存 波形データとともにオンボード 10,000 ID まで保存可能。2 GB 
MicroSD カード （取り外し可）

バッテリータイプ 充電式リチウムイオンバッテリー （×1） または単三アルカ

リ乾電池 （×8）

バッテリー駆動時間 12 時間
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電源要件 AC 主要電源 ： 100 VAC ～ 120 VAC、 200 VAC ～ 240 VAC、 50 Hz
～ 60 Hz

ディスプレイタイプ フル VGA （640 x 480 ピクセル）、 半透過型カラー LCD、 更新

速度 60 Hz

ディスプレイ寸法
（W x H、 対角）

117 mm x 89 mm、 146 mm

保証 1 年保証

表 16    耐環境仕様

パラメータ 値

IP 規格 （防滴 ・ 防じん性能） IP66 （ノブ構成） および IP67 （ナビゲーシ ョ ンキーパッ ド構

成） の要件に準拠するように設計

爆発性雰囲気 MIL-STD-810F Procedure 1, NFPA 70E, Section 500, Class 1, Div. 2, 
Group D

耐衝撃性 MIL-STD-810F, Method 516.5 Procedure I, 6 cycles each axis, 15g, 11 ms 
half sine.

振動試験 MIL-STD-810F, Method 514.5, Procedure I, Annex C, Figure 6, general 
exposure: 1 hour each axis

使用温度 –10 °C ～ 50 °C

バッテリー保管温度 0 °C ～ 50 °C

表 15    一般仕様 （続き）

パラ メータ  値
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14.2 チャンネル仕様

表 17    パルサー仕様

パラメータ 値

パルサー 調節可能な矩形波

PRF 10 Hz の増加で 10 Hz ～ 2000 Hz

電圧設定 100 V、 200 V、 300 V、 または 400 V

パルス幅 PerfectSquare: 25 ns （20 MHz） ～ 5,000 ns （0.1 MHz） の範囲で調

整可能

ダンピング 50、 100、 200、 400 Ω

表 18    レシーバ仕様

パラメータ 値

ゲイン 0 dB ～ 110 dB

最大入力信号 20 V p-p

レシーバ入力インピーダンス 400 Ω ±5 %

レシーバ帯域幅 0.2 ～ 26.5 MHz @ –3 dB

デジタルフ ィルタ設定 8 つのデジタルフ ィルタ設定標準 （0.2 ～ 10 MHz、 2.0 ～

21.5 MHz、 8.0 ～ 26.5 MHz、 0.5 ～ 4 MHz、 0.2 ～ 1.2 MHz、 1.5 ～

8.5 MHz、 5 ～ 15 MHz、 DC ～ 10 MHz）

波形表示 （検波） 全波、 プラス半波、 マイナス半波、 RF

時間軸直線性 水平 ： ±0.2 % （フルスクリーン幅）

振幅直線性 0.25 % （フルスクリーン高さ）、 アンプ精度 ±1 dB

リジェク ト 0 ～ 80 % （フルスクリーン高さ）、 警告表示

振幅測定 （分解能） フルスクリーン高さ 0 ～ 110 % の ±0.25 %

測定速度 すべてのモードで PRF と同等

表 19    校正仕様

パラメータ 値

自動校正 音速、 ゼロ点補正値
垂直ビーム （最初の底面エコーまたはエコー to エコー）

斜角ビーム （ビーム路程または深さ）

テス トモード パルスエコー、 デュアル、 または透過
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単位 mm、 インチ、 または μs

測定範囲 3.4 ～ 13,405 mm （鋼中の縦波音速）

“ 音速 ： Velocity” 635 ～ 15240 m/s

ゼロ点補正値 0 ～ 750 μs

表示遅延 –59 ～ 25,400 mm

屈折角 0.1° の増加で 0° ～ 85°

表 20    ゲート仕様

パラメータ 値

測定ゲート 2 つの完全独立ゲート （振幅および TOF 測定用）

ゲート開始位置 全表示範囲で可変

ゲート幅 ゲート開始位置から表示範囲の最後まで可変

ゲート高さ 2 ～ 95 % （フルスクリーン高さ） で可変

アラーム 正極および負極の閾値、 最小深さ （ゲート 1 および 2）

表 21    測定仕様

パラメータ 値

測定表示位置 5 つの位置が利用可能 （手動または自動選択）

ゲート 1 厚さ、 ビーム路程、 距離、 深さ、 振幅、 タイムオブフライ
ト、 最小 / 最大深さ、 最小 / 最大振幅

ゲート 2 ゲート 1 と同じ

エコー to エコー 標準搭載 ： ゲート 2— ゲート 1

その他の測定 DGS/AVG のオーバーシュート （dB） 値、 DGS/AVG の ERS （同

等の反射源サイズ）、 AWS D1.1/D1.5 評定 （D）、 リジェク ト値

DAC/TVG 標準搭載

DAC ポイン ト 最大 50 ポイン ト、 110 dB ダイナミ ックレンジ

特殊 DAC モード 20—80 % DAC、 カスタム DAC （最大 6 曲線）

曲面補正 斜角測定で曲面の周囲を検査する場合のビーム路程を補正

表 19    校正仕様 （続き）

パラ メータ 値
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14.3 入力 / 出力仕様

285 ページ表 22 に入出力信号の仕様を示します。

285 ページ表 23 では、 Alarms 26-ピン D-サブコネクタで可能なすべての接続につい

て説明しています。 286 ページ表 24 では、 VGA 出力 15 ピンコネクタで可能なすべ

ての接続について説明しています。

表 22    入力 / 出力仕様

パラメータ 値

USB ポート 1 USB

ビデオ出力 VGA 出力 （標準搭載）

RS-232 あり

アナログ出力 1 アナログ出力、 選択可能な 1 V/10 V フルスケール、 4 mA 最大

（オプシ ョ ン）

アラーム出力 3 アラーム出力、 5 V TTL、 10 mA

表 23    EPOCH 600 の 9 ピンポート出力

ピン 信号 内容

1 +5 V +5 V 電圧

2 TXD 送信データ （シリアル）

3 RXD 受信データ （シリアル）

4 DSR データセッ ト レディー （シリアル）

5 GND 接地

6 DTR データターミナルレディー （シリアル）

7 NC 接続なし

8 アラームゲート 1 ゲート 1 アラーム

9 アラームゲート 2 ゲート 2 アラーム
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表 24    EPOCH 600 の 15 ピンポート出力a

a. 標準 VGA 出力構成

ピン 信号 内容

1 VGA_RED VGA 赤出力

2 VGA_GREEN VGA 緑出力

3 VGA_BLUE VGA 青出力

4 NC 接続なし

5 GND 接地

6 GND 接地

7 GND 接地

8 GND 接地

9 NC 接続なし

10 GND 接地

11 NC 接続なし

12 NC 接続なし

13 LCD_HSYNC 水平同期

14 LCD_VSYNC 垂直同期

15 NC 接続なし
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付録 A: 音速

287 ページ表 25 は、 通常使用されているさまざまな材料における超音波の音速を一

覧にしています。 この表は参考と して示しています。 これらの材質における実の音
速は、 複合材、 結晶構造の特徴、 ポロシティ （多孔率）、 温度などさまざまな要因に
よ り、 大き く変化する場合があ り ます。 できる限り正なデータを得るために、 まず
材質のサンプルを検査し、 正しい音速を確認してください。

表 25    一般材料の種類と超音波音速

材料 V （in./µs） V （m/s）

アク リル樹脂 （パースぺクス） 0.107 2730

アルミニウム 0.249 6320

ベリ リウム 0.508 12900

ネーバル黄銅 0.174 4430

銅 0.183 4660

ダイアモンド 0.709 18000

グリセリン 0.076 1920

Inconel® 0.229 5820

鋳鉄 （低速） 0.138 3500

鋳鉄 （高速） 0.220 5600

酸化鉄 （マグネタイ ト） 0.232 5890

鉛 0.085 2160

Lucite® 0.106 2680

モリブデン 0.246 6250

潤滑油 （SAE 20/30） 0.069 1740

純ニッケル 0.222 5630
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ポリアミ ド （低速） 0.087 2200

ナイロン （高速） 0.102 2600

高密度ポリエチレン （HDPE） 0.097 2460

低密度ポリエチレン （LDPE） 0.082 2080

ポリスチレン 0.092 2340

ポリ塩化ビニール （PVC、 硬質） 0.094 2395

ゴム （ポリブタジエン） 0.063 1610

シリコン 0.379 9620

シリコン 0.058 1485

鋼鉄 1020 0.232 5890

鋼鉄 4340 0.230 5850

鋼鉄 302 オーステナイ ト （系） ステンレス鋼 0.223 5660

鋼鉄 347 オーステナイ ト （系） ステンレス鋼 0.226 5740

錫 0.131 3320

チタニウム Ti 150A 0.240 6100

タングステン 0.204 5180

水 （20°C） 0.0580 1480

亜鉛 0.164 4170

ジルコニウム 0.183 4650

表 25    一般材料の種類と超音波音速 （続き）

材料 V （in./µs） V （m/s）
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付録 B: 用語集

表 26    用語集 

用語 説明

Acoustic impedance （音

響インピーダンス）

音速 (C) と材料の密度 (d) により定義される材質特性。

Acoustic interface （音響

インターフェース）

相違する音響インピーダンスを持つ 2 つの媒体間の境界。

Acoustic zero （音響ゼ

ロ）

試験体へ入射するポイン ト （試験体表面） を示すデータ
表示上のポイン ト。

Amplifier （アンプ） 入力信号以外の電力供給源により、 信号の強度を増加す
る電子装置。

Amplitude （振幅） データ表示上にある指示に関して、 一番低いポイン トか
ら一番高いポイン トまでの垂直の高さ。

Angle beam transducer
（斜角探触子）

検査部品内に横波や表面波を入射するために、 表面に対
して屈折した角度で音響エネルギーを送信したり、 受信
したりする探触子。

A-scan （A スキャン） データ表示の基本フォーマッ ト。 水平方向にパルスの推
移時間 （左から右） を示し、 ビーム路程を表示。 垂直方
向 （ベースラインから ト ップライン） には探触子を通じ
て受信した音圧 （エコー振幅） の最大値を表示。

Attenuation （減衰） 2 つのポイン ト間で起きる、 吸収、 反響、 拡散およびその

他の現象を原因とする音響伝播エネルギーの喪失。
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Back or back-wall echo
（底面波あるいは底面
反射波）

超音波を入射した側から見て反対側の底面から反射した
エコー。 このエコーは、 試験体の厚さを示す。

Background noise （バッ

クグラウンド ノ イズ）

超音波検査システムおよび試験片から引き起こされる無
関係なノイズ。

Beam-index point （BIP）
（ビームインデックス
ポイン ト）

斜角探触子において、 音波がウェ ッジを離れ、 試験体に
入射するポイン ト。

Cal. block velocity （校正

用試験片音速）

校正用試験片の材料音速。

Couplant （接触媒質） 探触子と試験体の間にある空間の空気を取り除くために
使用される物質 （通常、 液体かジェル） で、 試験体への
音波の進入と通過を容易にする。

Critical defect （検出欠

陥）

許容できる最大サイズの欠陥もし くは容認できない最小
サイズの欠陥。 検出欠陥は、 通常、 仕様や規格によって指

定されている。

Cross talk （クロス

トーク）

音響エネルギーが、 伝送用素子から受信用素子まで、 物
質中の通過すべきパスを通らずに、 伝送し、 二振動子型
探触子に影響を及ぼしてしまう不な条件。

Damping (control) （ダン

ピング [ 制御 ]）
励起パルスを形成するパルサー回路出力上の可変抵抗。 通
常、 パルスの特性を変更し、 透過 （低ダンピング） や近
距離音波分解能 （高ダンピング） を最適化するのに使用
する。

Damping material （ダン

ピング材）

ジェル、 ゴム状材料あるいは探触子を使用する際に、 圧
電性結晶の共鳴時間を短縮してしまうその他の材料。

表 26    用語集 （続き）

用語 説明
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Decibel (dB) （デシベ

ル）

電力のレベルを比較するための単位。 2 つの電力レベル

P1 と P2 は、 n デシベルにより変化する。

n = 10log10  

この単位は、 通常、 音響強度を示すのに使用される。 そ
の場合は、 P2 は、 待機中の音響強度であり、 P1 が基準レ

ベルの強度であるという ことである。

Delay control （遅延調

節）

スイープ （掃引） 発振器の副回路により、 ト リガーパル
スの発信から、 データ表示上を交差するスイープ開始ま
での時間間隔を多様に調整するこが可能。

Detectability （検出能） 規定のサイズの反射源を検出したり、 確認する検査シス
テムの機能 （探傷器と探触子）。 「感度」 とも呼ばれる。

Distance amplitude 
correction (DAC) （距離

振幅補正 [DAC]）

試験片に、 探触子からのさまざまな距離にあるサイズ反
射源を作り、 それにより欠陥を評定する方法。 既定の距
離範囲で、 サイズ反射源の振幅をすデータ表示に、 カー
ブを描く ことができる。 このカーブは、 ビーム拡散と減衰

によるエネルギーの喪失を補う ことができる。

Dual element probe （二

振動子型探触子）

2 つの圧電振動子を含むプローブで、 1 つは送信用、 も う

1 つは受信用に使用される。

Dynamic range （ダイナ

ミ ックレンジ）

ブラウン管で処理可能な、 反射範囲の最大値と最小値の
比率 （通常はデシベル （db） 単位で表示）。

Electronic zero （電子ゼ

ロ）

パルサーが送信パルスを探触子に発射するときのポイン
トおよび伝送装置から送られる送信パルス信号により、
電子ビームがベースラインを離れ際のブラウン管ディス
プレイ上のポイン ト。

First critical angle （縦波

臨界角）

入射した縦波の屈折角が９ ０度となり、 これ以上の角度
では縦波が全反射してしまう最小入射角。

Flaw （きず） 不快な非連続性を指すが、 必ずしもリジェクシ ョ ン （不
合格） を意味するものではない。

Frequency （周波数） 物体を振動させ生み出す完全な周波 （振動） の数。

表 26    用語集 （続き）

用語 説明

P2

P1

---- 
 
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ゲイン 電気機器の信号電圧の増加について用いられる。 通常、
入力電圧と出力電圧の比率としてデシベル単位で表現さ
れる。

Gate （ゲート） 距離や振幅に応じて表示される範囲の割当てを電子的に
モニターするための電子ベースライン表示。

Hertz （ヘルツ） (Hz) 1 秒間に起きる周期現象の回数を示す周波数の組立単位。

1 秒につき 1 サイクル。 
記号では、 Hz。 1 キロヘルツ （kHz） = 1 秒間に 103、 1 メガ

ヘルツ （MHz） = 1 秒間に 106 サイクル。

Immersion testing （水浸

探傷）

検査方法。 ふぞろいな形をした試験体に使用。 試験体を
水 （あるいは液体） の中に沈めることにより、 液体が接
触媒質の役目を果たす。 探触子も体の中に沈めるが、 検
査する試験体には直接接触しない。

Incidence, angle of （入

射角度）

音響界面にぶつかる音波ビームと界面に対する定位 （つ
まり垂直） の間にある角度。 通常、 ギリシャ記号 α （アル

ファ） で表示。

Indication （指示） 検査中の試験体にある音波反射源の存在を示すため画面
上に表示される信号。

Indication (defect) level
（指示欠陥レベル）

指示 （欠陥） エコー信号のピークを画面の基準線に合わ
せるように設定する校正ゲインのデシベル数。

Initial pulse （送信パル

ス） (IP)
パルサーにより探触子に送られる電気的エネルギーの波。

Leg （レグ） 斜角検査時、 試験体への入斜点から底面で反射するまで
のビーム路程。 1 レグ =0.5 スキップ。

Linearity, vertical or 
amplitude （直線性、 垂

直あるいは振幅）

指定反射源より生成されるエコー振幅の幅に比例し、 応
答する機能を備えた超音波検査システムの特徴。

表 26    用語集 （続き）

用語 説明
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Linearity, horizontal or 
distance （直線性、 水

平あるいは距離）

エコー信号の幅に比例し、 応答する機能を備えた超音波
検査システムの特徴。 エコー信号は、 時間依存性があり、
通常、 多様な後方反射をもたら指定反射源から生成され
る。

LOS Loss of signal （信号の喪失） を示す頭文字から成る語。

Longitudinal wave （縦

波）

音波の移動方向に平行した粒子の移動により特徴づけら
れる波動伝播モード。

Main bang （メ インバ

ン）

送信波パルス電圧を示す専門用語。

Mode conversion （モー

ド変換）

ゼロ度以外の入射角度で屈折するため、 音波ビームエネ
ルギーの一部を異なるモードの音波に変化させること。
NDT では、 通常、 縦波を横波や表面波に変換する。

Peaking up （ピーク

アップ）

超音波ビームの中心軸を反射源上に移動させることによ
り、 データ表示上に示される指示の高さを最大化するこ
と。

Penetration （浸透） 物質的喪失による減衰を解決するための検査システム機
能。 つまり、 試験体の粒界や多孔性など余分な小さな反
射源を通過させる超音波ビームの浸透力。

Piezoelectric elements
（圧電素子）

以下の特徴を備えた材料群 （メ タニオブ酸鉛、 石英、 硫
酸リチウムなど）。
a) 外部から機械的な力が加えられることによって変形し、

表面に差動電圧を生成する。
b) 外部から電圧が加えられると自ら物理変化を起こす

（容積など）。

Probe （プローブ） 探触子の別名。

Pulse repetition rate or 
pulse repetition frequency 
(PRF) （パルス繰返し

周波数）

クロック回路がそのト リガーパルスをスイープ発振器や
送信器に送る周波数で、 通常 1 秒間に起きるパルスで計

算される （pps）。

Range （レンジ、 幅） 横方向のデータ表示で示される距離。

表 26    用語集 （続き）
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Receiver （レシーバ） 送信器からの送信パルス電圧と探触子から （電圧として）
戻ってきたエコーの両方を受信する探傷器の電気回路。
着信信号が一定の副回路を通過せることにより、 信号が、
整流 ・ フ ィルタ ・ 増幅され、 結果として画面に送られ波
形表示される。

Reference echo （基準

エコー）

基準反射源からのエコー。

Reference level （基準

レベル）

基準反射信号のピークをデータ表示の基準線に合わせる
ように設定する校正ゲインのデシベル数。

Reference line （基準

線）

全データ表示画面の高さのパーセンテージを表すあらか
じめ定められたデータ表示画面上の横線 （通常、 仕様に
よる）。 基準エコーと指示エコー比較する。

reference-reflector （基

準反射源）

フラ ッ トボトムホールのような、 既知の距離にある既知
のサイズの反射源。

Refraction, angle of （屈

折角度）

試験体内へ入った超音波の屈折角度。 屈折角度は、 垂直
を基準として、 そこから超音波ビームまでの角度です。

Registration （レジス ト

レーシ ョ ン）

探傷可能な最小欠陥サイズ。

Reject (control) （リジェ

ク ト [ 制御 ]）
抑制。 レシーバ内の増幅感度入力を制限する。 「林状エ
コー」 もし くは拡散ノイズを減少し、 除去することが可
能。 ほとんどのアナログ探傷器においては、 エコー高さ
間の垂直直線性に異常を起こす副作用もあります。

Resolution （分解能） 検査システム （機器および探触子） の能力で、 わずかに
異なる深さにある反射源を区別する限界値のことです。

Scanning level （走査レ

ベル）

溶接検査での V 透過の最後で、 可能性の高い重要な反射

源を確認するために追加される基準レベル以上に校正さ
れた感度のデシベル数。

Second critical angle （横

波臨界角）

入射した横波の屈折角が 90 度となり、 これ以上の角度で

は横波が全反射してしまう最小入射角。

表 26    用語集 （続き）
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Sensitivity （感度） 一定の距離での一定サイズ反射源を検出する検査システ
ム （探傷器と探触子） の能力。

Signal-to-noise ratio （SN
比）

散乱や機器ノイズなどのランダムノイズレベルと検出す
べき最小欠陥からの指示の振幅レベルの比。

Single element probe
（一振動子型探触子）

圧電素子を一つだけ持つ探触子で、 音波の送信と受信両
方を行う。

Skip-distance （スキッ

プ距離）

斜角探傷で、 超音波が試験体中を V 透過した路程の表面

距離。

Sound beam （音波

ビーム）

試験体中に送った超音波の音圧分布形状。

Sound path distance
（ビーム路程）

探触子のビーム入射点から試験体中の反射源までの距離。
音波が伝播する実際の路程に沿って測定される。 斜角探
傷では、 方位距離と呼ばれることもある。

Straight beam probe 
(Normal beam probe)
（垂直探触子 [ 標準

ビーム探触子 ]）

入力表面に対し垂直に超音波を送信する探触子。

Surface wave （表面波） 波面が前方に動くたびに試験体の表面で起きる粒子 （分
子） の楕円運動が特徴的な波動モード。 波動は試験体表
面を 1 波長分の深さの幅を持ち進行する。

Through transmission
（透過法）

1 つの探触子が励振した振動を送信し、 それをも う 1 つの

探触子が受信する検査法。 送受信された振動エネルギー
量の変化により、 試験体の健全性や材料品質を評価しま
す。

Time-varied gain (TVG)
（時間可変ゲイン）

自動的にゲイン調整を行う回路で、 サイズ反射源までの
距離に関わらず、 一定のサイズ反射源のエコー振幅が、
連続したデータ表示の高さで表示きるようにする。

Transducer （探触子） エネルギーをある形から他の形に変換するデバイス。

Transmitter （送信器） 送信パルス電圧を探触子とレシーバ両方に送る探傷器の
回路。

表 26    用語集 （続き）

用語 説明
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Ultrasonic （超音波） 人間の可聴範囲を超えた周波数あるいはそれに関連する
もの。 例 ： 20,000 サイクル / 秒 （20 kHz） 以上。

V-path （V 透過） 音波が試験体の表面から底に送られ、 表面に戻るまでの
角度を持ったビーム路程。 

Wavelength （波長） 連続する波面のポイン ト間の距離。 同じ位相にある振動
媒体の 2 つの連続する分子間の距離など。 ギリシャ文字 λ
（ラムダ） で表す。

表 26    用語集 （続き）

用語 説明
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付録 C: 部品一覧

.

表 27    EPOCH 600 基本キッ ト

（探傷器本体以外はスペアとして単品でも購入可能です）

部品番号 U8 番号 内容

EP600-BA-UEE-K U8051216 EPOCH 600 探傷器

注 ： 部品番号は探傷器の構成に応じて異なり
ます。 探傷器は、 異なるキーパッ ド、 マニュ
アル言語、 電源コードなどをそれぞれ数種類
から選択しお客様の要望に合わせた構成を実
現できます。 詳細については、 オリンパスま
たは、 オリンパス販売代理店にお問い合わせ
ください。

EP-MCA-X 右の注意を参
照して くださ
い。

AC チャージャー / アダプタ

注 ： 部品番号は探傷器の構成に応じて異なり
ます。 電源コードのタイプを指定して くださ
い。

600-BAT-L U8760056 EPOCH 600 リチウムイオンバッテリ

600-TC U8780294 EPOCH 600 探傷器運搬ケース

EP600-MANUAL-CD U8778381 EPOCH 600 ユーザーズマニュアル （CD-Rom）

DMTA-10007-01JA U8778366 EPOCH 600 基本操作マニュアル

DMTA-10008-01JA U8778374 EPOCH 600 スタートガイ ド

600-BAT-AA U8780295 アルカリ乾電池ホルダー （単三電池 X8）
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MICROSD-ADP-2GB U8779307 アダプター付き 2-GB MicroSD メモリカード

表 28    EPOCH 600 ソフ トウェアオプシ ョ ン

部品番号 U8 番号 内容

EP600-DGS-AVG U8140146 EPOCH 600 オンボード DGS/AVG ソフ トウェア

オプシ ョ ン

EP600-AWS U8140147 EPOCH 600 AWS D1.1/D1.5 ソフ トウェアオプ

シ ョ ン

EP600-TEMPLATE U8140148 EPOCH 600 テンプレートス ト レージソフ ト

ウェアオプシ ョ ン

EP600-API5UE U8140149 EPOCH 600 API 5UE ソフ トウェアオプシ ョ ン

EP600-XDATA U8140150 EPOCH 600 拡張データロガーソフ トウェアオ

プシ ョ ン

EP600-AVERAGE U8140151 EPOCH 600 波形平均化ソフ トウェアオプシ ョ

ン

GAGEVIEWPRO U8140075 GageView Pro PC インターフェイスソフ トウェ

ア

GAGEVIEWPRO-KIT-
USB-A-AB

U8140076 GageView Pro PC インターフェイスソフ トウェ

ア （6 フ ィート USB A-AB ケーブル付き） （1.8
メートル）

表 27    EPOCH 600 基本キッ ト

（探傷器本体以外はスペアとして単品でも購入可能です） （続き）

部品番号 U8 番号 内容
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表 29    EPOCH 600 オプシ ョ ンアクセサリ

部品番号 U8 番号 内容

EPXT-EC-X 右の注意を参
照して くださ
い。

EPOCH 外付チャージャー

注 ： 部品番号は探傷器の構成に応じて異なり
ます。 電源コードのタイプを指定して くださ
い。

600-STAND U8780296 EPOCH 600 パイプスタンドアセンブリ

EP4/CH U8140055 EPOCH シリーズチェス トハーネス

600-DP U8780297 EPOCH 600 ディスプレイ用保護カバー （10
パック）

EPLTC-C-USB-A-6 U8840031 EPOCH LTC USB 通信ケーブル （mini-AB to 
TYPE-A/HOST）

EPLTC-C-USB-B-6 U8840033 EPOCH LTC USB 通信ケーブル （mini-AB to 
TYPE-B/CLIENT）

600-C-VGA-5 U8780298 5 フ ィート EPOCH 600 VGA ケーブル （1.5
メートル）

EP1000-C-9OUT-6 U8779017 6 フ ィート標準 9 ピン通信ケーブル （1.8
メートル）

600-C-RS232-5 U8780299 5 フ ィート EPOCH 600 RS-232 ケーブル （1.5
メートル）

EP600-WARRANTY U8780300 EPOCH 600 延長保証 （1 年追加）
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入力 /出力
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パラメータ
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パルサー
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調整  122
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機能  132
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ビーム入射点 （BIP）

測定  181

ピーク表示機能、 ヒン ト   183
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ウィンドウの損傷、 注意表示  75
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危険表示  7

警告表示  7

ゲイン粗調整  121
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重要表示  7

注意  7
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表記  7
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自動測定による測定値  159
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フ ィルタ   42
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調整  127
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フラグ  97
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